
単
行
本

『
ポ
タ
’
一
カ
ル
ァ
ー
ト
の
世
界
」
朝
日
新
聞
社
編
朝
日
新
聞
社

『
日
本
洋
学
史
の
研
究
Ⅷ
』
有
坂
隆
道
編
創
元
社
出
版

『
わ
た
し
の
看
護
昭
和
史
』
飯
塚
ス
ヅ
日
本
看
護
協
会
出
版
会

『
伊
勢
崎
佐
波
医
師
会
史
』
上
・
下
伊
勢
崎
佐
波
医
師
会

『
今
村
九
一
郎
伝
』
今
村
雄
一
自
家
版

『
蘭
学
資
料
研
究
』
復
刻
版
附
巻
解
説
・
総
目
次
・
総
索
引
編
緒
方

富
雄
監
修
、
杉
本
勲
解
説
龍
溪
書
舎

『
大
阪
市
立
桃
山
病
院
百
年
史
』
大
阪
市
立
桃
山
病
院
大
阪
都
市
協
会

『
大
阪
医
師
会
史
年
表
』
第
三
編
（
昭
和
五
十
二
’
六
十
二
年
）
新
制
医
師

会
創
立
四
○
周
年
記
念
大
阪
府
医
師
会

『
医
者
た
ち
の
八
月
十
五
日
』
大
阪
府
保
険
医
協
会
清
風
堂
書
店
出
版
部

『
近
江
の
国
野
洲
の
中
世
』
大
谷
雅
彦
編
著
野
洲
町
史
編
纂
室

『
医
学
書
誌
論
考
』
大
烏
蘭
三
郎
思
文
閣
出
版

『
岡
山
大
学
所
蔵
、
大
原
農
書
文
庫
・
古
医
書
集
成
目
録
』
岡
山
大
学
附
属

図
書
館
編
岡
山
大
学
附
属
図
書
館

『
江
戸
東
京
学
事
典
』
小
木
新
造
他
編
（
宗
田
一
ら
執
筆
）
三
省
堂

『
中
国
医
学
の
誕
生
』
加
納
喜
光
東
京
大
学
出
版
会

『
見
え
ざ
る
病
原
体
を
追
っ
て
ウ
イ
ル
ス
学
史
序
論
』
Ａ
・
Ｐ
・
ウ
ォ
ー

医
史
学
関
係
文
献
目
録
（
五
十
音
順
）

昭
和
六
十
二
（
一
九
八
七
）
年

タ
ー
ソ
ン
、
Ｌ
・
ゥ
イ
ル
キ
ン
ソ
ン
共
著
川
出
由
己
、
松
山
東
平
、
松

山
雅
子
共
訳
吉
岡
書
店

『
北
里
柴
三
郎
記
念
館
』
学
校
法
人
北
里
学
園

『
仏
教
医
学
物
語
」
上
・
下
川
田
洋
一
第
三
文
明
社
（
レ
グ
ル
ス
文
庫
）

『
日
蘭
の
か
け
橋
七
」
関
西
日
蘭
協
会
関
西
日
蘭
協
会
事
務
局

『
生
物
学
史
論
集
』
木
村
陽
二
郎
八
坂
書
房

『
築
地
明
石
町
今
昔
』
北
川
千
秋
聖
路
加
国
際
病
院
礼
拝
堂
委
員
会

『
医
史
学
の
体
育
史
的
観
察
（
五
）
ｌ
近
代
社
会
成
立
期
に
お
け
る
一
私
立

病
院
設
立
に
み
る
漢
方
医
学
の
養
生
思
想
と
西
欧
医
学
の
衛
生
思
想
に

つ
い
て
ｌ
』
木
村
昭
光
他
二
名
日
体
育
会
三
八
回
大
会
号
（
Ａ
）
八
一

『
明
治
初
期
御
雇
医
師
夫
妻
の
生
活
』
ト
ス
カ
・
ヘ
ゼ
キ
ー
ル
編
著
北
村

智
明
、
小
関
恒
雄
訳
玄
同
社

『
チ
ト
ク
ロ
ム
と
細
胞
呼
吸
ｌ
電
子
伝
達
系
確
立
へ
の
道
ｌ
』
上
・
下

Ｄ
・
ケ
イ
リ
ン
学
会
出
版
セ
ン
タ
ー

『
神
戸
は
じ
め
物
語
展
』
神
戸
市
立
博
物
館
編
神
戸
市
立
博
物
館

『
意
釈
黄
帝
内
経
太
素
」
（
第
一
巻
’
三
巻
）
小
曽
戸
丈
夫
築
地
害
館

『
榊
俶
先
生
顕
彰
記
念
誌
ｌ
東
京
大
学
医
学
部
精
神
医
学
教
室
開
講
百
年
に

因
ん
で
ｌ
』
榊
俶
先
生
顕
彰
会
（
代
表
原
田
憲
己
榊
俶
先
生
顕
彰
会

『
明
治
文
化
と
西
洋
人
１
重
久
篤
太
郎
著
作
集
ｌ
』
重
久
篇
太
郎
思
文
閣

出
版

『
実
学
史
研
究
Ⅳ
」
実
学
資
料
研
究
会
編
思
文
閣
出
版

『
ザ
・
ヤ
ト
イ
ー
お
雇
い
外
国
人
の
総
合
的
研
究
ｌ
』
嶋
田
正
他
編
思
文

閣
出
版

『
橋
本
左
内
の
科
学
思
想
』
（
白
崎
昭
一
郎
先
生
講
演
記
録
誌
）
白
崎
昭
一
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郎
ふ
く
い
藤
田
美
術
館

『
解
体
新
書
の
時
代
』
杉
本
つ
と
む
早
稲
田
大
学
出
版
部

『
日
本
痘
苗
史
序
説
』
添
川
正
夫
近
代
出
版

『
無
意
識
Ⅲ
』
ア
ソ
リ
・
エ
ー
編
大
東
祥
孝
、
濱
中
淑
彦
、
西
口
芳
伯
、

兼
本
浩
祐
訳
大
橋
博
司
監
訳
金
剛
出
版

『
学
校
伝
染
病
発
生
状
況
調
査
ｌ
小
児
期
感
染
症
十
年
の
経
過
（
一
九
七
六

’
一
九
八
六
）
ｌ
』
高
倉
巌
神
奈
川
県
秦
野
伊
勢
原
医
師
会

『
幕
末
明
治
東
三
河
・
医
家
の
動
静
』
（
附
、
江
戸
明
治
時
代
の
医
療
器
）

竹
内
孝
一

『
防
長
医
家
遺
墨
集
』
（
山
口
県
医
師
会
創
立
百
周
年
記
念
）
田
中
助
一
山

口
県
医
師
会

Ｒ
ｐ
ｐ
ｍ
．
両
①
尉
斤
旨
』
昌
唄
遇
鴛
①
日
・
旬
切
の
瞥
侭
輿
苛
号
９
Ｎ
①
ロ
、
》
］
（
］
①
Ｈ
届
暫
ら
ｇ
）

（
復
刻
）
田
原
淳
田
原
淳
原
著
復
刻
会

『
幕
地
（
ま
つ
し
ぐ
ら
）
』
東
京
女
子
医
学
専
門
学
校
昭
和
二
十
二
年
卒
業

一
三
一
今
云

『
野
口
英
世
』
イ
サ
ベ
ル
．
Ｒ
・
プ
レ
セ
ッ
ト
著
中
井
久
夫
・
枡
矢
好
弘

訳
星
和
書
店

『
小
関
三
英
』
半
谷
二
郎
旺
史
社

『
西
尾
幡
豆
医
師
会
史
』
（
第
三
巻
）
西
尾
幡
豆
医
師
会
編
同
医
師
会

『
北
陸
英
学
史
研
究
』
（
第
一
輯
）
日
本
英
学
史
学
会
北
陸
支
部

『
日
本
薬
局
方
百
年
史
』
日
本
薬
局
方
百
年
史
編
集
委
員
会
編
日
本
公
定

害
協
会

『
日
本
整
形
外
科
学
会
六
○
年
の
歩
承
（
第
六
○
回
日
本
整
形
外
科
学
会
記

念
）
』
『
日
本
整
形
外
科
学
会
六
○
年
の
歩
み
』
編
集
委
員
会
編

第
六
○
回
日
本
整
形
外
科
学
会
会
長
田
島
達
也
‐

『
講
座
一
二
世
紀
へ
向
け
て
の
医
学
と
医
療
（
一
）
医
の
倫
理
」
唄
孝
一
編

日
本
評
論
社

『
適
塾
と
長
与
専
斎
ｌ
衛
生
学
と
松
香
私
志
ｌ
』
伴
忠
康
創
元
社

『
大
野
藩
洋
学
館
旧
蔵
の
フ
ラ
ン
ス
系
蔵
書
展
示
目
録
』
福
井
医
科
大
学
附

属
図
書
館
編
福
井
医
科
大
学
附
属
図
書
館

『
眼
科
学
史
の
窓
』
福
島
義
一
『
眼
科
学
史
の
窓
』
出
版
会

『
麻
酔
科
の
周
辺
』
松
木
明
知
克
誠
堂
出
版

↑
《
○
冒
吾
①
冒
彦
昌
昌
ざ
口
臭
号
⑦
ぐ
脚
も
Ｏ
巨
円
具
①
号
貝
旨
胃
品
胃
匙
○
胃
国
‐

号
口
吻
）
盲
目
○
口
）
届
ミ
）
（
覆
刻
）
］
○
冒
普
○
乏
著
松
木
明
知
解
説

松
木
明
知

『
鍼
灸
古
典
入
門
』
丸
山
敏
秋
思
文
閣
出
版

『
へ
ボ
ン
の
生
涯
と
日
本
語
』
望
月
洋
子
新
潮
社

『
因
伯
圃
考
ｌ
ト
イ
レ
と
そ
の
今
昔
ｌ
』
森
納
自
家
版

『
知
命
堂
病
院
附
属
産
婆
看
護
婦
養
成
所
史
』
森
川
政
一
知
命
堂
病
院

『
医
歯
薬
史
資
料
図
鑑
』
谷
津
三
雄
医
歯
薬
出
版

『
江
戸
諸
国
産
物
帳
ｌ
丹
羽
正
伯
の
人
と
仕
事
Ｉ
』
安
田
健
晶
文
社

『
考
え
る
こ
と
の
愉
し
さ
』
山
田
致
知
自
家
版

亘
ネ
ス
コ
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
一
九
六
一
’
一
九
八
六
要
覧
』

ユ
ネ
ス
コ
東
ア
ジ
ア
文
化
セ
ン
タ
ー
（
東
洋
文
庫
内
）

『
解
剖
の
時
間
ｌ
瞬
間
と
永
遠
の
描
画
史
ｌ
』
養
老
孟
司
、
布
施
英
利
哲

学
書
房

『
Ｆ
・
ベ
ア
ト
幕
末
日
本
写
真
集
』
横
浜
開
港
資
料
館
編
同
資
料
館

『
日
本
人
種
論
争
の
幕
あ
け
ｌ
モ
ー
ス
と
大
森
貝
塚
ｌ
』
吉
岡
郁
夫
共
立
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出
版

『
本
草
書
の
研
究
』
渡
邊
幸
三
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋

・
《
弓
冒
昌
鱒
ｍ
等
号
巳
〕
妙
冒
》
》
葛
旨
蔚
ａ
ｏ
乏
昌
弱
。
。
塚

医
学
切
手
・
書
画

「
ロ
ー
ベ
ル
ト
・
コ
ッ
ホ
」
石
原
理
年
『
警
諄
」
（
七
二
）
一
四

「
光
田
健
輔
」
石
原
理
年
『
醤
謹
』
（
七
二
）
一
四

「
旧
済
生
館
本
館
」
石
原
理
年
『
瞥
謹
』
（
七
二
）
二
七

「
ゥ
ト
レ
ヒ
ト
大
学
創
設
三
五
○
年
記
念
切
手
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
ド
イ
ッ
ハ
ウ

ス
の
切
手
に
つ
い
て
ｌ
」
石
田
純
郎
〆
脚
口
吻
凰
斥
胃
甸
（
三
七
）
一
’
三

「
シ
ー
ボ
ル
ト
の
《
《
ｚ
尾
田
○
ｚ
》
》
に
あ
る
出
島
図
」
緒
方
富
雄
『
け
ん
さ
』

一
七
（
三
）
一
七
’
二
○

医
学
教
育

「
西
洋
医
学
教
育
シ
ス
テ
ム
受
容
の
歴
史
」
石
田
純
郎
、
ハ
ル
ム
・
ボ
イ
ケ

ル
ス
『
医
謹
』
（
七
二
）
一
五
’
二
二

「
臨
床
医
学
教
育
の
開
始
よ
り
三
五
○
周
年
」
石
田
純
郎
『
科
学
医
学
資
料

研
究
』
（
一
五
二
）
五
’
九

「
医
学
教
育
の
流
れ
」
酒
井
シ
ヅ
『
公
衆
衛
生
』
五
一
（
七
）
四
四
二
’

四
四
七

「
医
学
教
育
史
ｌ
開
学
百
拾
年
私
立
医
学
校
済
生
学
舎
史
ｌ
」
（
第
一
部
）

（
第
二
部
と
名
簿
）
石
川
清
博
『
埼
玉
医
師
会
誌
』
（
四
四
三
）
二
四
’

二
八
、
（
四
四
四
）
一
七
’
二
四

「
日
本
の
作
業
療
法
教
育
の
歴
史
」
鈴
木
明
子
『
作
業
療
法
』
六
（
一
）

二
九
’
三
五

「
医
学
教
育
の
近
代
史
」
酒
井
シ
ヅ
、
馬
場
一
雄
『
小
児
内
科
』
一
九
（
八
）

二
九
五
’
一
二
○
一

「
外
国
人
の
ゑ
た
明
治
十
年
頃
の
日
本
の
医
学
校
上
・
下
Ｉ
東
京
大
学
医

学
部
の
場
合
、
愛
知
医
学
校
の
場
合
ｌ
」
小
関
恒
雄
、
北
村
智
明
、
Ｈ
・

フ
ィ
ァ
ン
デ
ン
『
日
本
医
事
新
報
』
（
三
二
八
七
）
五
九
’
六
二
、
（
三
二

八
八
）
六
六
’
六
九

「
東
大
医
学
部
紛
争
（
一
）
Ｉ
（
一
六
）
」
山
本
俊
一
『
日
本
医
事
新
報
』

（
三
二
九
七
）
五
九
’
六
二
、
（
三
二
九
八
）
六
一
’
六
四
、
（
三
二
九
九
）

六
一
’
六
三
、
（
三
三
○
三
）
七
一
’
七
三
、
（
三
三
○
四
）
六
五
’
六
九
、

（
三
三
○
五
）
六
七
’
六
九
、
（
三
三
○
九
）
六
七
’
七
○
、
（
三
三
一
○
）

六
九
’
七
○
、
（
三
三
二
）
六
七
’
六
九
、
（
三
三
一
二
）
六
六
’
六
九
、

（
三
三
一
三
）
六
七
’
七
○
、
（
三
三
一
四
）
六
一
’
六
三
、
（
三
一
三
五
）

六
八
’
七
○
、
（
三
三
二
○
）
六
八
’
七
○
、
（
三
三
二
一
）
六
七
’

七
○
、
（
三
三
二
二
）
六
七
’
六
九

「
オ
ラ
ン
ダ
独
立
戦
争
と
ラ
イ
デ
ン
大
学
の
創
立
」
石
用
純
郎
『
日
本
医
事

新
報
』
（
三
二
九
八
）
五
九
１
ｔ
六
一

「
日
用
百
科
全
書
第
三
拾
七
編
ｌ
就
学
案
内
（
明
治
三
十
二
年
四
月
刊
）

に
つ
い
て
」
北
嶋
ま
つ
子
、
武
藤
優
子
、
谷
津
三
雄
、
滝
口
久
『
日
本
歯

科
医
史
学
会
を
誌
』
一
四
（
一
）
一
二
’
一
三

「
歯
科
医
学
と
慶
應
義
塾
」
鈴
木
邦
夫
、
鶴
木
隆
、
鈴
木
雄
士
、
村
田
基
生
、

野
本
種
邦
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
々
誌
』
一
四
（
一
）
三
三
’
三
四

「
東
京
歯
科
医
学
専
門
学
校
の
学
制
・
教
科
書
・
教
授
陣
等
に
つ
い
て
」
長

谷
川
正
康
、
森
山
徳
長
、
石
川
達
也
、
高
添
一
郎
、
金
竹
哲
也
『
日
本
歯

科
医
史
学
会
々
誌
』
一
四
（
一
）
四
二
’
四
三

「
東
京
歯
科
医
学
院
の
学
制
・
教
授
陣
・
教
科
書
等
に
つ
い
て
」
長
谷
川
正
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康
、
森
山
徳
長
、
石
川
達
也
、
高
添
一
郎
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
々
誌
』

一
四
（
二
）
八
九
’
九
六

「
東
京
歯
科
医
学
院
講
義
録
第
一
輯
の
書
誌
学
」
森
山
徳
長
、
石
川
達
也
、

長
谷
川
正
康
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
々
誌
』
一
四
（
二
）
九
七
’
一
○
一

「
日
本
に
お
け
る
近
代
医
学
教
育
の
始
ま
り
」
酒
井
シ
ヅ
国
○
日
命
島
８

二
（
一
○
）
一
○
四
九
’
一
○
五
二

「
明
治
三
年
大
坂
医
学
校
記
念
写
真
大
坂
本
町
橋
西
詰
中
邨
雅
朝
写
」

岩
治
勇
一
『
福
井
県
医
師
会
だ
よ
り
』
（
三
一
三
）
一
六
’
一
七

「
近
代
前
期
に
お
け
る
公
立
医
学
校
の
消
長
と
そ
の
背
景
」
丸
山
知
良
『
文

書
館
だ
よ
り
』
（
八
）
一
’
三

「
旧
藩
学
校
沿
革
調
に
つ
い
て
」
寺
畑
喜
朔
『
北
陸
医
史
』
八
（
一
）

一
二
’
一
三

「
金
沢
医
学
館
に
お
け
る
体
操
教
育
に
つ
い
て
」
木
村
昭
光
『
北
陸
医
史
』

八
（
一
）
一
四
’
一
八

「
医
学
部
史
料
室
紹
介
（
三
）
ｌ
帝
大
へ
の
道
ｌ
」
島
岡
真
『
名
大
医
学
部

学
友
時
報
』
（
四
四
五
）
九
’
二

「
医
学
部
史
料
室
紹
介
ｌ
近
代
日
本
の
一
面
ｌ
」
島
岡
真
『
名
大
医
学
部
学

友
時
報
』
（
四
四
八
）
二
’
四

医
学
用
語

「
医
学
英
語
の
論
文
を
め
ぐ
っ
て
」
外
山
敏
夫
『
あ
い
承
つ
く
』
八
（
三
）

一
七
’
二
○

「
医
学
用
語
（
解
剖
学
用
語
）
に
つ
い
て
」
酒
井
恒
『
あ
い
象
つ
く
』
八

（
三
）
二
一
’
二
七

「
日
本
医
学
用
語
の
特
殊
性
と
将
来
の
問
題
」
伊
藤
隆
太
『
あ
い
承
つ
く
』

八
（
三
）
二
八
’
三
三

「
医
学
用
語
の
英
語
と
日
本
語
雑
感
」
向
井
万
起
男
『
あ
い
象
つ
く
』
八

（
三
）
三
四
’
三
五

「
日
本
に
お
け
る
精
神
病
学
用
語
の
変
遷
」
岡
田
靖
雄
『
呉
秀
三
先
生
記
念

精
神
科
医
療
史
資
料
通
信
（
一
○
）
』
付
録

「
こ
と
ば
の
由
来
語
源
墳
談
ｌ
毒
と
薬
ｌ
」
岩
月
賢
一
］
○
国
ｚ
、
三

（
一
）
一
三
一
’
一
一
四

「
こ
と
ば
の
由
来
眩
量
・
耳
鳴
に
関
す
る
言
葉
の
由
来
」
國
巨
響
伊

乏
房
目
。
目
伊
藤
裕
之
訳
』
○
国
ｚ
の
三
（
三
）
四
八
二
’
四
八
三

「
こ
と
ば
の
由
来
宍
日
日
鴇
目
印
『
》
ぃ
辱
且
３
日
①
」
鈴
木
安
恒
］
○
国
ｚ
、

三
（
五
）
七
六
二
’
七
六
四

「
こ
と
ば
の
由
来
雷
と
そ
の
周
辺
の
字
義
」
飯
田
収
］
○
頭
ｚ
ｍ
三

（
七
）
一
○
五
二
’
一
○
五
三

「
こ
と
ば
の
由
来
語
源
墳
談
Ｉ
呼
吸
と
循
環
ｌ
」
岩
月
賢
一
］
○
畠
ｚ
ｍ

三
（
九
）
一
四
四
四
’
一
四
四
六

「
こ
と
ば
の
由
来
医
師
の
語
源
」
国
巨
警
固
乏
房
言
い
。
目
］
○
国
ｚ
、

三
（
一
己
一
七
二
二
’
一
七
二
四

「
日
本
に
お
け
る
精
神
病
学
用
語
の
変
遷
」
岡
田
靖
雄
『
日
本
医
史
学
雑

誌
』
三
三
（
一
）
八
二
’
八
三

弓
五
十
二
病
方
』
中
の
「
晴
」
の
字
に
関
す
る
考
察
と
解
明
」
趙
有
臣
『
日

本
医
史
学
雑
誌
』
三
三
（
二
）
二
一
八
’
二
二
二

「
江
戸
川
柳
「
庇
」
（
こ
’
（
四
）
」
山
本
成
之
助
『
日
本
医
事
新
報
』

（
三
二
八
○
）
六
三
’
六
五
、
（
三
二
八
一
）
六
四
’
六
六
、
（
三
二
八
三
）

六
四
’
六
六
、
（
三
二
八
四
）
六
八
’
七
九
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「
医
学
用
語
事
始
タ
ー
ヘ
ル
・
ア
ナ
ト
ミ
ア
と
解
体
新
書
」
酒
井
恒
『
日

本
病
院
会
誌
』
三
四
（
二
）
一
二
’
二
九
、
『
メ
デ
ィ
カ
ル
レ
コ
ー
ド
』

一
二
（
三
）
一
五
’
二
三

「
病
名
の
由
来
医
原
病
」
酒
井
シ
ヅ
旨
①
島
ｏ
昌
目
⑦
・
官
。
ざ
噂
一
五
（
三
）

二
七
九

「
病
名
の
由
来
淋
病
」
酒
井
シ
ヅ
冨
の
島
。
匙
罵
。
言
ｏ
ざ
四
一
五
（
五
）

四
四
五

「
病
名
の
由
来
・
へ
ス
ト
」
酒
井
シ
ヅ
旨
。
ａ
ｏ
昌
罵
。
言
。
ざ
喝
一
五
（
八
）

八
一
○

「
病
名
の
由
来
梅
毒
」
酒
井
シ
ヅ
旨
①
ｇ
ｏ
旦
罵
。
冒
巳
○
四
一
五
（
九
）

九
○
五

「
病
名
の
由
来
ジ
フ
テ
リ
ア
」
酒
井
シ
ヅ
旨
①
ａ
ｏ
昌
弓
。
。
盲
。
ざ
閏
一
五

（
二
）
一
○
八
○

「
病
名
の
由
来
赤
痢
」
酒
井
シ
ヅ
目
①
島
。
巳
弓
の
。
冒
○
さ
里
一
五

（
一
二
）
一
一
五
八

医
師
会
・
学
会

「
日
本
医
師
会
小
史
（
第
三
八
回
）
昭
和
三
年
の
官
公
立
大
学
附
属
医
院
の

診
療
報
酬
」
青
柳
精
一
『
日
本
医
師
会
雑
誌
』
九
七
（
一
）
三
一
三
’

一
一
一
一
ハ

「
日
本
医
師
会
小
史
（
第
三
九
回
）
わ
が
国
初
の
「
診
療
方
針
」
」
青
柳
精
一

『
日
本
医
師
会
雑
誌
』
九
七
（
三
）
四
八
七
’
四
八
九

「
日
本
医
師
会
小
史
（
第
四
○
回
’
四
四
回
）
医
療
の
社
会
化
の
流
れ
と
日

本
医
師
会
（
そ
の
一
）
Ｉ
（
そ
の
五
）
」
青
柳
精
一
『
日
本
医
師
会
雑
誌
』

九
七
（
五
）
九
一
七
’
九
二
○
、
九
八
（
一
）
一
○
五
’
一
○
七
、
九
八

（
三
）
四
八
八
’
四
九
○
、
九
八
（
五
）
八
二
八
’
八
三
○
、
九
八
（
七
）

二
四
八
’
二
五
一

「
日
本
医
師
会
小
史
（
第
四
五
回
）
わ
が
国
初
の
医
師
会
病
院
Ｉ
東
京
府
医

師
会
下
谷
病
院
ｌ
」
青
柳
精
一
『
日
本
医
師
会
雑
誌
』
九
八
（
九
）
一
五

一
二
’
一
五
一
四

「
日
本
医
師
会
小
史
（
第
四
六
回
）
眉
を
ひ
そ
め
る
医
業
広
告
の
横
行
」
青

柳
精
一
『
日
本
医
師
会
雑
誌
』
九
八
（
一
二
）
一
九
○
七
’
一
九
一
○

「
学
会
記
医
史
学
会
」
岡
田
靖
雄
『
日
本
医
事
新
報
』
（
三
二
九
六
）

四
九
’
五
九

「
榊
俶
先
生
精
神
病
学
開
講
百
年
を
記
念
し
て
」
岡
田
靖
雄
『
日
本
医
事
新

報
』
（
三
三
○
七
）
五
九
’
六
一

「
第
一
回
国
際
中
医
腫
瘍
研
究
会
に
出
席
し
て
」
室
賀
昭
三
『
漢
方
の
臨

躰
』
三
四
（
一
二
）
九
八
三

「
第
三
回
日
本
医
学
会
に
承
ら
れ
る
医
科
分
科
の
内
容
」
渋
谷
鉱
、
村
木
春

長
、
渋
谷
幸
男
、
谷
津
三
雄
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
麦
誌
』
一
四
（
一
）

四
四
’
四
五

「
大
日
本
歯
科
医
師
大
会
会
誌
に
つ
い
て
（
第
一
報
）
Ｉ
（
第
二
報
）
」
谷
津

三
雄
、
石
橋
肇
、
金
子
賢
司
、
新
国
俊
彦
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
公
誌
』

一
四
（
一
）
四
八
’
四
九
、
一
四
（
一
）
四
九
’
五
○

「
大
日
本
歯
科
医
師
会
々
誌
に
つ
い
て
（
第
一
報
大
会
記
事
に
つ
い
て
）
、

（
第
二
報
特
別
講
演
に
つ
い
て
）
」
谷
津
三
雄
、
石
橋
肇
、
金
子
賢
司
、
新

国
俊
彦
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
々
誌
』
一
四
（
二
）
一
○
六
’
二
○
、

一
四
（
二
）
一
一
一
’
一
一
五

「
日
本
消
化
器
外
科
学
会
の
発
足
に
つ
い
て
」
中
山
恒
明
『
日
本
消
化
器
外
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科
学
会
雑
誌
』
二
○
（
六
）
二
一
○
五

「
日
本
心
臓
血
管
外
科
学
会
二
五
年
の
あ
ゆ
承
」
三
枝
正
裕
『
日
本
心
臓
血

管
外
科
学
会
雑
誌
』
一
六
（
五
）
三
一
七
’
三
三
○

医
史
学
一
般

房
待
の
日
の
旨
①
胃
房
冒
時
ウ
ィ
ー
ン
医
学
の
一
側
面
」
松
下
正
明
『
科
学

医
学
資
料
研
究
』
（
一
五
四
）
一
’
七

「
ｚ
胃
吋
旬
日
官
べ
日
（
狂
人
の
塔
）
ウ
ィ
ー
ン
医
学
の
一
側
面
」
松
下
正
明

『
科
学
医
学
資
料
研
究
』
（
一
六
二
）
一
’
四

「
薬
物
学
か
ら
物
産
研
究
へ
ｌ
日
本
の
本
草
学
ｌ
」
矢
部
一
郎
『
週
刊
朝
日

百
科
日
本
の
歴
史
』
八
二
（
六
一
○
）
二
三
’
一
三
六

「
中
国
医
術
と
西
洋
医
術
Ｉ
解
剖
事
始
」
杉
本
つ
と
む
『
週
刊
朝
日
百
科

日
本
の
歴
史
』
八
三
（
六
一
○
）
一
三
七

「
古
代
イ
ン
ド
の
医
療
と
現
代
日
本
の
医
療
」
杉
田
暉
道
『
日
本
医
史
学
雑

華
函
』
一
二
一
二
（
二
）
二
一
ニ
ー
ハ

「
天
文
方
の
蘭
学
事
始
」
吉
田
忠
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
三
（
二
）

二
四
五
．

「
長
崎
医
学
伝
習
の
再
検
討
」
沼
倉
延
幸
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
三
（
二
）

二
四
六
’
二
四
七

「
明
治
初
期
東
京
大
学
医
学
部
卒
業
生
動
静
一
覧
（
一
）
」
小
関
恒
雄
『
日
本

医
史
学
雑
誌
』
三
三
（
三
）
三
一
七
ｌ
三
二
七

「
現
代
医
学
の
歴
史
的
座
標
Ｉ
そ
の
明
日
に
向
け
て
Ｉ
」
川
喜
田
愛
郎
『
日

本
医
史
学
雑
誌
』
三
三
（
三
）
三
三
四
’
三
五
三

「
明
治
前
半
期
欧
州
医
学
留
学
生
に
つ
い
て
ｌ
東
大
医
学
部
第
一
回
欧
州
留

学
生
新
藤
二
郎
の
場
合
Ｉ
」
新
実
藤
昭
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
’
一
一
三

（
四
）
四
九
三
’
五
○
六

「
世
界
の
医
療
文
化
史
（
四
三
）
Ｉ
（
五
二
）
四
転
換
の
世
紀
」
宗
田
一

閣
閏
目
騨
冨
①
Ｓ
ｏ
騨
五
（
一
）
一
三
四
’
一
三
九
、
五
（
二
）
一
三
○
’

一
三
五
、
五
（
三
）
一
二
九
’
三
三
、
五
（
四
）
一
○
六
’
二
一
、

五
（
五
）
二
一
三
’
一
三
六
、
五
（
六
）
二
一
四
’
一
二
八
、
五
（
七
）

一
八
一
’
一
八
五
、
五
（
八
）
一
二
六
’
一
三
○
、
五
（
九
）
一
七
五
’

一
八
二
、
五
（
一
○
）
一
五
○
’
一
五
五

「
世
界
の
医
療
文
化
史
（
五
三
）
五
興
隆
の
世
紀
」
宗
田
一
里
胃
日
騨

冒
①
段
８
五
（
二
）
一
六
四
’
一
七
○

「
明
治
二
年
の
御
医
師
名
列
に
つ
い
て
」
寺
畑
喜
朔
『
北
陸
医
史
』
八
（
一
）

九
’
二

「
医
学
史
物
語
（
日
本
篇
）
本
邦
初
渡
来
の
医
学
を
め
ぐ
っ
て
」
山
本
徳
子

冨
①
島
、
匙
○
○
日
冨
昌
○
口
七
（
一
）
二
九
一
’
二
九
二

「
医
学
史
物
語
（
中
国
篇
）
医
家
と
病
家
へ
の
い
ま
し
め
」
山
本
徳
子

旨
⑦
島
。
匙
○
○
日
箇
凰
○
回
七
（
三
）
五
二
三
’
五
二
四

医
療
器
械

「
水
銀
体
温
計
の
歴
史
」
馬
場
一
雄
、
伊
藤
竜
治
『
小
児
内
科
』
一
九
（
一
）

一
一
一
’
一
一
八

「
医
科
・
歯
科
器
械
カ
タ
ロ
グ
の
変
遷
」
谷
津
三
雄
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

三
三
（
一
）
一
○
五
’
一
○
七

「
日
本
最
初
の
医
科
器
械
カ
タ
ロ
グ
」
谷
津
三
雄
、
門
平
光
信
、
渡
辺
有
子
、

中
野
浩
嗣
、
小
池
陽
一
郎
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
々
誌
』
一
三
（
四
）

二
○
二
’
二
○
五

「
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
の
歯
科
出
品
物
Ｉ
歯
科
器
材
に
つ
い
て
！
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（
第
一
報
、
第
二
報
）
」
大
橋
正
敬
、
西
山
実
、
仁
科
真
佐
秀
、
広
瀬
英
晴
、

飯
島
清
人
、
深
瀬
康
公
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
々
誌
』
一
四
（
二
）

二
六
’
一
二
八
、
一
四
（
二
）
二
一
九
’
一
三
九

「
内
視
鏡
の
歴
史
（
一
）
Ｉ
（
三
）
」
多
賀
須
幸
男
国
○
日
①
島
８
二
（
五
）

四
九
六
’
四
九
八
、
一
一
（
六
）
六
○
三
’
六
○
六
、
｜
’
（
七
）
七
○
八
’

七
一
二

「
笠
原
白
翁
所
用
写
真
機
に
つ
い
て
」
北
村
二
朗
、
遠
藤
正
治
『
慾
斎
研
究

会
だ
よ
り
』
（
三
七
）
六
’
七

医
療
制
度
史
・
医
療
史

「
長
崎
医
療
社
会
事
業
史
」
中
西
啓
『
長
崎
県
医
療
社
会
事
業
協
会
会
報
』

「
明
治
二
十
年
県
令
に
よ
る
医
士
組
合
の
設
立
に
つ
い
て
」
青
木
富
士
弥

『
長
野
医
会
誌
』
一
七
（
ご
七

「
日
本
医
療
団
に
つ
い
て
」
佐
久
間
温
巳
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
三
（
一
）

二
○
’
二
二

「
日
本
脳
神
経
外
科
学
会
認
定
医
制
度
」
北
村
勝
俊
『
日
本
外
科
学
会
雑

誌
』
八
八
（
七
）
七
九
七
’
八
○
一

「
診
療
報
酬
物
語
（
二
八
）
ｌ
医
師
法
の
制
定
と
各
種
団
体
の
動
き
Ｉ
（
そ

の
五
）
」
青
柳
精
一
『
ば
ん
ぶ
う
」
（
六
七
）
二
一
八
’
三
一
○

「
診
療
報
酬
物
語
（
二
九
）
ｌ
医
療
界
待
望
の
「
医
師
法
」
制
定
さ
る
ｌ
」

青
柳
精
一
『
ば
ん
ぶ
う
』
（
六
八
）
一
五
六
Ｉ
一
五
八

「
診
療
報
酬
物
語
（
三
○
）
ｌ
官
僚
統
制
色
の
濃
い
医
師
会
規
則
ｌ
」
青
柳

精
一
『
ば
ん
ぶ
う
」
（
六
九
）
一
七
八
’
一
八
○

「
診
療
報
酬
物
語
（
三
一
）
ｌ
難
航
し
た
「
規
約
」
づ
く
り
横
浜
市
医
師

会
の
場
合
ｌ
」
青
柳
精
一
『
ば
ん
ぶ
う
』
（
七
○
）
一
七
八
’
一
八
○

「
診
療
報
酬
物
語
（
三
二
）
ｌ
明
治
医
会
の
医
師
報
酬
規
定
草
案
ｌ
」
青
柳

精
一
『
ば
ん
ぶ
う
』
（
七
一
）
一
七
八
’
一
八
○

「
診
療
報
酬
物
語
（
三
三
）
ｌ
現
代
医
療
に
無
縁
だ
っ
た
下
層
労
働
者
ｌ
」

青
柳
精
一
『
ば
ん
ぶ
う
』
（
七
二
）
一
七
○
’
一
七
二

「
診
療
報
酬
物
語
（
三
四
）
ｌ
学
歴
差
が
生
ん
だ
医
師
の
収
入
格
差
ｌ
」
青

柳
精
一
『
ば
ん
ぶ
う
』
（
七
三
）
一
七
○
’
一
七
二

「
診
療
報
酬
物
語
（
三
五
）
ｌ
済
生
会
の
創
設
と
慈
恵
医
療
ｌ
」
青
柳
精
一

『
ば
ん
ぶ
う
』
（
七
四
）
一
七
八
’
一
八
○

「
診
療
報
酬
物
語
（
三
六
）
Ｉ
社
団
法
人
「
実
費
診
療
所
」
の
開
設
ｌ
」
青

柳
精
一
『
ば
ん
ぶ
う
』
（
七
五
）
一
五
二
’
一
五
四

「
診
療
報
酬
物
語
（
三
七
）
Ｉ
社
団
法
人
実
費
診
療
所
の
料
会
規
定
Ｉ
」
青

柳
精
一
『
ば
ん
ぶ
う
」
（
七
六
）
一
四
○
’
一
四
二

「
診
療
報
酬
物
語
（
三
八
）
ｌ
実
費
診
療
所
と
医
師
会
の
抗
争
Ｉ
（
そ
の
一
）
、

（
そ
の
二
）
」
青
柳
精
一
『
ば
ん
ぶ
う
』
（
七
七
）
一
五
六
’
一
五
八
、

（
七
八
）
一
四
○
’
一
四
二

「
医
療
史
管
見
」
羽
田
春
兎
『
大
和
臨
医
談
講
抄
」
（
一
六
）
五
’
六

衛
生
・
公
衆
衛
生
史

「
性
・
年
齢
に
よ
る
総
合
健
診
受
診
者
の
生
化
学
的
成
績
の
推
移
に
関
す
る

研
究
ｌ
初
潮
年
齢
と
血
清
生
化
学
値
の
関
係
に
つ
い
て
ｌ
」
三
輪
卓
爾
、

三
浦
佳
子
、
伊
藤
要
、
宮
川
昭
平
、
平
野
井
直
英
『
協
栄
生
命
研
究
助
成

論
文
集
』
Ⅲ
五
三
’
六
○

「
衛
生
公
衆
衛
生
学
史
こ
ぼ
れ
話
（
三
五
）
ス
ノ
ー
と
ポ
ッ
ト
」
北
博
正

『
公
衆
衛
生
』
五
一
（
一
）
三
七

「
衛
生
公
衆
衛
生
学
史
こ
ぼ
れ
話
（
三
六
）
コ
レ
ラ
の
伝
播
速
度
」
北
博
正
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『
公
衆
衛
生
』
五
一
（
二
）
八
九

「
衛
生
公
衆
衛
生
学
史
こ
ぼ
れ
話
（
三
七
）
黒
球
寒
暖
計
の
考
案
」
北
博
正

『
公
衆
衛
生
』
五
一
（
三
）
一
九
六

「
衛
生
公
衆
衛
生
学
史
こ
ぼ
れ
話
（
三
八
）
尿
尿
処
理
」
北
博
正
『
公
衆
衛

生
』
五
一
（
四
）
三
四
一

「
衛
生
公
衆
衛
生
学
史
こ
ぼ
れ
話
（
三
九
）
便
所
の
改
良
」
北
博
正
『
公
衆

衛
生
』
五
一
（
七
）
四
七
八

「
衛
生
公
衆
衛
生
学
史
こ
ぼ
れ
話
（
（
四
○
）
冷
奴
チ
フ
ス
」
北
博
正
『
公

衆
衛
生
』
五
一
（
八
）
五
二
二

「
衛
生
公
衆
衛
生
学
史
こ
ぼ
れ
話
（
（
四
一
）
、
（
四
三
）
エ
イ
ズ
と
梅
毒
」

北
博
正
『
公
衆
衛
生
』
五
一
（
九
）
六
六
一
、
（
一
○
）
七
三
五

「
衛
生
公
衆
衛
生
学
史
こ
ぼ
れ
話
（
四
二
）
浜
松
の
大
福
餅
事
件
」
北
博
正

『
公
衆
衛
生
』
五
一
（
一
○
）
七
二
九

「
衛
生
公
衆
衛
生
学
史
こ
ぼ
れ
話
（
四
四
）
イ
ヌ
の
籍
口
令
」
北
博
正
『
公

衆
衛
生
』
五
一
（
二
）
七
六
八

「
砒
素
中
毒
の
歴
史
」
三
浦
豊
彦
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
三
（
一
）

六
七
’
六
九

「
警
察
と
公
衆
衛
生
」
石
田
純
郎
「
日
本
医
事
新
報
』
（
三
三
一
四
）
五
九
’

六
○

「
日
本
に
お
け
る
口
腔
衛
生
指
導
法
の
変
遷
」
榊
原
悠
紀
田
郎
、
石
井
拓
男

『
日
本
歯
科
医
史
学
会
為
誌
』
四
（
一
）
三
八
’
三
九

「
日
本
住
血
吸
虫
症
撲
滅
の
歴
史
」
三
井
栄
二
『
日
本
放
射
線
技
術
学
会

誌
』
四
三
（
六
）
七
四
二

「
人
間
ド
ッ
ク
の
歴
史
（
一
）
、
（
二
）
」
三
輪
卓
爾
国
○
日
嗣
島
８
二

（
一
ご
一
ニ
ハ
ー
’
一
一
六
五
、
二
（
一
二
）
一
二
五
四
’
一
二
五
九

「
鴎
外
の
『
陸
軍
衛
生
制
度
史
』
」
富
樫
雅
生
『
山
形
県
立
病
院
医
学
雑

誌
』
二
一
（
己
一
七
二
’
一
七
六

「
日
本
の
『
工
場
法
』
の
終
焉
ｌ
戦
争
と
労
働
衛
生
Ｉ
」
橋
本
重
遠
『
労
働

衛
生
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
（
一
三
三
）
三

「
目
で
見
る
労
働
と
健
康
の
歴
史
（
そ
の
三
）
中
国
古
代
か
ら
は
じ
め
て

十
九
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
及
ぶ
（
そ
の
四
）
幕
末
か
ら
明
治
初
年
の
技
術

導
入
と
労
働
衛
生
」
三
浦
豊
彦
「
労
研
維
持
会
資
料
』
（
一
二
八
’

一
一
一
九
）
一
’
一
五
、
（
二
四
三
’
一
一
四
六
）
一
’
三
七

「
生
野
鉱
山
の
塵
肺
の
歴
史
’
十
九
世
紀
初
頭
か
ら
二
十
世
紀
ｌ
第
一
部

徳
川
時
代
の
生
野
銀
山
の
煙
毒
、
第
二
部
明
治
時
代
か
ら
現
代
ま
で
の

生
野
鉱
山
の
煙
毒
、
塵
肺
」
三
浦
豊
彦
『
労
働
科
学
』
六
三
（
二
）

六
一
’
七
六
、
六
三
（
八
）
三
八
七
’
四
○
九

解
剖
学
史

「
「
解
体
新
書
』
付
図
ｌ
お
わ
り
の
四
図
に
つ
い
て
ｌ
」
菅
野
陽
『
学
燈
』

（
八
四
）
二
八
１
く
三
一

「
下
野
国
壬
生
・
鳥
居
藩
に
お
け
る
解
剖
図
に
つ
い
て
」
石
崎
達
『
日
本
医

史
学
雑
誌
』
三
三
（
一
）
七
六
’
七
七

「
前
野
良
沢
と
『
解
禮
新
書
』
」
酒
井
恒
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
三
（
一
）

一
八
’
二
○

「
日
本
解
剖
史
の
名
作
『
施
薬
院
解
男
体
臓
図
」
」
鈴
木
侃
『
日
経
メ
デ
ィ

カ
ル
』
一
六
（
五
）
一
二
八
’
二
一
九

「
中
国
医
術
と
西
洋
医
術
Ｉ
解
剖
学
事
始
ｌ
」
杉
本
つ
と
む
『
週
刊
朝
日
百

科
』
日
本
の
歴
史
八
二
（
六
一
○
）
一
三
七
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眼
科
史

「
麦
粒
腫
の
治
療
史
（
明
治
二
○
年
以
降
よ
り
）
と
麦
粒
腫
症
例
統
計
に
つ

い
て
」
奥
沢
康
正
『
あ
た
ら
し
い
眼
科
』
四
（
七
）
九
七
九
’
九
八
五

「
医
学
史
上
に
散
見
す
る
眼
科
（
三
一
）
ｌ
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
三
）
ｌ
」
飯

沼
巌
『
銀
海
』
（
二
一
）
三
八
’
四
一

「
色
盲
の
ル
ー
ツ
を
訪
ね
て
（
そ
の
五
）
」
奥
沢
康
正
『
日
本
の
眼
科
』

五
八
（
五
）
三
九
一
’
三
九
三

「
〃
『
日
本
の
眼
科
』
の
ル
ー
ツ
伽
（
日
本
眼
科
医
師
会
会
報
）
に
書
か
れ
た
創

刊
号
と
検
眼
問
題
に
つ
い
て
」
奥
沢
康
正
『
日
本
の
眼
科
』
五
八
（
一
○
）

九
六
一
’
九
六
三

「
治
竪
新
法
」
中
泉
行
信
、
中
泉
行
史
、
斎
藤
仁
男
『
臨
床
眼
科
』
四
一

（
一
）
九
二
’
九
三

「
眼
科
治
論
書
」
中
泉
行
信
、
中
泉
行
史
、
斎
藤
仁
男
『
臨
床
眼
科
』
四
一

（
二
）
一
七
○
’
一
七
一

「
眼
科
提
要
」
中
泉
信
行
、
中
泉
行
史
、
斎
藤
仁
男
『
臨
床
眼
科
』
四
一

（
三
）
二
六
二
’
二
六
三

「
眼
科
籠
本
論
（
一
六
巻
）
」
中
泉
行
信
、
中
泉
行
史
、
斎
藤
仁
男
『
臨
床

眼
科
』
四
一
（
四
）
四
一
二
’
四
一
三

「
眼
目
明
鑑
」
中
泉
行
信
、
中
泉
行
史
、
斎
藤
仁
男
『
臨
床
眼
科
』
四
一

（
五
）
五
四
六
’
五
四
七

「
眼
目
明
辨
」
中
泉
行
信
、
中
泉
行
史
、
斎
藤
仁
男
『
臨
床
眼
科
』
四
一

（
六
）
六
七
四
’
六
七
八

「
眼
科
撰
要
」
中
泉
行
信
、
中
泉
行
史
、
斎
藤
仁
男
『
臨
床
眼
科
』
四
一

（
七
）
八
七
六
’
八
七
七

「
眼
科
錦
嚢
続
眼
科
錦
嚢
（
一
）
、
（
二
）
」
中
泉
行
信
、
中
泉
行
史
、
斎
藤

仁
男
『
臨
床
眼
科
』
四
一
（
八
）
一
○
二
○
’
一
○
一
二
、
四
一
（
九
）

二
二
六
’
一
一
二
七

「
眼
科
龍
木
論
（
一
）
、
（
二
）
」
中
泉
行
信
、
中
泉
行
史
、
斎
藤
仁
男
『
臨
床

眼
科
」
四
一
（
一
○
）
二
九
六
’
二
九
七
、
四
一
（
二
）
二
一
六
八
’

一
二
六
九

「
傳
氏
眼
科
審
視
珸
函
（
一
）
」
中
泉
行
信
、
中
泉
行
史
、
斎
藤
仁
男
『
臨
床

眼
科
」
四
一
（
一
二
）
一
三
五
八
’
一
三
五
九

看
護
史

「
戦
後
に
生
き
て
い
た
赤
紙
召
集
ｌ
朝
鮮
戦
争
に
召
集
さ
れ
た
日
赤
看
護

婦
ｌ
」
高
橋
政
子
『
看
護
学
雑
誌
』
五
一
（
六
）
五
七
四
’
五
七
八

「
社
会
的
・
教
育
的
役
割
を
ふ
り
か
え
る
ｌ
国
立
四
大
学
教
育
学
部
・
特
別

教
科
（
看
護
）
教
員
養
成
課
程
の
二
○
年
ｌ
」
石
川
稔
生
『
看
護
教
育
』

二
八
（
三
）
一
四
六
’
一
五
一

「
日
本
の
看
護
の
歴
史
（
一
）
前
近
代
（
一
）
、
（
二
）
」
看
護
歴
史
研
究
会

『
看
護
教
育
』
二
八
（
八
）
四
九
二
’
四
九
三
、
二
八
（
九
）
五
五
六
’

五
六
三

「
日
本
の
看
護
の
歴
史
（
三
）
古
代
の
医
療
と
看
護
（
一
）
、
（
二
）
」
看
護

歴
史
研
究
会
『
看
護
教
育
』
二
八
（
一
○
）
六
二
四
’
六
二
五
、
二
八

（
二
）
六
九
四
’
六
九
五

「
日
本
の
看
護
の
歴
史
（
五
）
中
世
の
医
療
と
看
護
」
看
護
歴
史
研
究
会

『
看
護
教
育
』
二
八
（
一
三
）
八
二
○
’
八
二
三

「
日
本
に
お
け
る
近
代
的
看
護
婦
の
養
成
と
合
衆
国
長
老
教
会
の
か
か
わ
り

に
つ
い
て
１
番
町
ス
ク
ー
ル
を
中
心
に
Ｉ
（
一
）
」
亀
山
美
知
子
『
看
護
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展
望
』
三
一
（
二
）
一
○
八
三
’
一
○
八
九

「
看
護
教
程
草
案
（
救
護
看
護
婦
用
）
第
一
巻
（
昭
和
十
七
年
四
月
刊
）

に
つ
い
て
の
第
一
報
」
湯
浅
高
之
、
植
木
清
二
、
屋
代
正
幸
『
日
本
歯
科

医
史
学
会
々
誌
』
一
四
（
一
）
四
七

「
看
護
教
程
草
案
（
救
護
看
護
婦
用
）
第
一
巻
（
昭
和
十
七
年
四
月
刊
）

に
つ
い
て
の
第
二
報
」
植
木
清
二
、
湯
浅
高
之
、
屋
代
正
幸
『
日
本
歯
科

医
史
学
会
々
誌
』
一
四
（
己
四
七
’
四
八

寄
生
虫
学
史

「
わ
が
寄
生
虫
研
究
の
な
が
れ
」
横
川
宗
雄
『
感
染
・
炎
症
・
免
疫
』
一
七

（
一
）
五
八
’
六
九

軍
陣
医
学
史

「
陸
軍
軍
医
中
将
芳
賀
栄
次
郎
博
士
に
関
す
る
研
究
（
第
四
報
ｌ
第
六
報
）
」

片
岡
義
雄
『
防
衛
衛
生
』
三
四
（
二
）
五
一
’
五
七
、
（
三
）
八
七
’

九
二
、
（
四
）
一
三
一
’
一
三
九

「
陸
軍
軍
医
学
校
に
お
け
る
教
育
過
程
の
変
遷
に
つ
い
て
」
清
水
勝
嘉
『
防

衛
衛
生
』
三
四
（
六
）
二
三
九
’
二
四
六

形
成
外
科
学
史

「
わ
が
国
に
お
け
る
唇
裂
治
療
の
発
展
史
」
難
波
雄
哉
『
日
本
形
成
外
科
学

会
雑
誌
』
七
（
六
）
五
九
一
’
五
九
八

「
成
形
手
術
図
譜
（
明
治
十
五
年
刊
）
に
つ
い
て
」
米
長
悦
也
、
古
瀬
信
久
、

鈴
木
邦
夫
、
谷
津
三
雄
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
々
誌
』
一
四
（
一
）

一
三
’
一
四

外
科
史

「
手
術
の
動
向
か
ら
承
た
外
科
の
変
遷
」
川
島
望
『
外
科
』
四
九
二
）

五
九
’
六
六

ヌ
イ
ス
テ
ル
外
科
害
蘭
訳
本
の
扉
絵
」
古
川
明
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

三
三
（
二
）
二
四
二
’
二
四
四

「
救
急
蘇
生
法
に
関
す
る
書
誌
（
第
一
報
）
」
谷
津
三
雄
、
武
田
和
久
、
吉
井

秀
鋳
、
大
場
重
信
、
松
本
好
正
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
々
誌
』
一
三
（
四
）

二
○
六
’
二
○
九

「
学
校
内
救
急
処
置
の
内
容
に
つ
い
て
」
山
口
秀
紀
、
宮
悌
伍
、
谷
津
徳
男
、

谷
津
三
雄
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
灸
誌
』
一
四
（
一
）
四
五
’
四
六

「
外
科
の
守
護
聖
人
聖
コ
ー
ム
（
静
目
○
・
日
の
）
の
一
七
○
○
年
祭
」

大
村
敏
郎
『
臨
床
外
科
」
四
二
（
一
二
）
一
八
○
五

細
菌
学
史

「
ア
ノ
イ
リ
ナ
ー
ゼ
菌
研
究
史
補
遺
」
吉
井
善
作
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

三
三
（
二
）
一
八
六
’
一
九
四

産
婦
人
科
史

「
西
欧
の
育
児
習
俗
ｌ
ス
ワ
ド
リ
ン
グ
の
産
育
史
的
意
義
ｌ
」
大
野
晏
且

『
史
海
』
（
三
四
）
二
五
’
三
九

「
明
治
初
期
の
翻
訳
育
児
書
」
小
嶋
秀
夫
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
三
（
一
）

九
○
’
九
二

「
日
本
に
お
け
る
産
科
学
的
聴
診
法
導
入
」
蔵
方
宏
昌
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

三
三
（
一
）
一
○
一
’
一
○
三

「
ス
ワ
ド
リ
ン
グ
命
芝
秒
邑
冒
巴
に
つ
い
て
」
大
野
晏
且
『
日
本
医
史
学

雑
誌
』
三
三
（
二
）
二
三
八
’
二
三
九

「
戦
後
産
婦
人
科
四
十
年
小
史
上
・
下
」
品
川
信
良
『
日
本
医
事
新
報
』

（
三
二
八
九
）
五
九
’
六
二
、
（
三
二
九
○
）
六
七
’
七
○
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歯
学
史

ヨ
医
心
方
』
に
お
け
る
風
歯
・
齪
歯
・
牙
歯
痛
に
関
す
る
考
察
」
戸
出
一
郎

『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
三
（
己
二
八
’
三
○

「
最
初
に
英
語
で
書
か
れ
た
歯
科
医
学
書
（
そ
の
四
）
、
（
そ
の
五
）
○
冨
刷
〕
①
“

ど
』
ｇ
”
弓
ぽ
①
○
℃
の
３
８
吋
ざ
痢
昏
、
目
①
の
二
〕
の
邦
訳
と
注
解
（
そ
の
二
）
、

（
そ
の
三
）
」
森
山
徳
長
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
を
誌
』
一
三
（
四
）

一
七
三
’
一
七
六
、
一
三
（
四
）
一
七
七
’
一
八
二

「
英
語
で
書
か
れ
た
第
二
番
目
の
歯
科
医
学
書
ジ
ョ
ー
ゼ
フ
・
ハ
ー
ロ
ッ

ク
著
《
《
シ
弔
国
ａ
３
冒
阜
の
営
め
。
。
ロ
ロ
⑦
日
置
。
ロ
》
．
に
つ
い
て
」
森
山
徳
長

『
日
本
歯
科
医
史
学
会
為
誌
』
一
三
（
四
）
一
八
三
’
一
八
八

「
十
六
世
紀
初
頭
に
は
じ
め
て
ド
イ
ツ
語
で
書
か
れ
た
歯
科
啓
蒙
書
に
つ
い

て
（
そ
の
己
１
Ｎ
①
旨
の
脅
冨
胃
琶
（
『
歯
の
お
く
す
り
』
の
書
誌
学
Ｉ
」

森
山
徳
長
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
』
一
三
（
四
）
一
八
九
’
一
九
六

「
十
六
世
紀
初
頭
に
は
じ
め
て
ド
イ
ツ
語
で
書
か
れ
た
歯
科
啓
蒙
書
に
つ
い

て
（
そ
の
二
）
１
Ｎ
目
の
ど
同
旨
。
く
『
歯
の
お
く
す
り
』
の
和
訳
（
一
）
」

森
山
徳
長
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
左
誌
』
一
一
一
一
（
四
）

一
九
七
’
二
○
一

「
初
め
て
フ
ラ
ン
ス
語
で
書
か
れ
た
歯
科
医
学
書
（
一
）
ｌ
エ
ル
。
ハ
ン
・
エ

マ
ー
ル
著
『
歯
の
真
正
な
る
解
剖
そ
の
性
質
お
よ
び
特
性
に
つ
い
て
の

研
究
」
の
書
誌
学
（
そ
の
一
）
ｌ
」
森
山
徳
長
「
日
本
歯
科
医
史
学
会
々

誌
』
一
四
（
二
）
一
○
二
’
一
○
五

「
大
日
本
歯
科
医
学
会
編
『
歯
科
医
籍
」
第
壱
巻
（
明
造
一
千
六
年
末
現
在
）

に
み
ら
れ
る
主
な
歯
科
医
師
名
」
坂
本
嘉
久
、
江
川
裕
之
、
村
木
春
長
、

谷
津
三
雄
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
左
誌
』
’
一
一
一
（
三
）
一
四
八
’
一
五
一

「
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
の
歯
科
教
育
資
料
出
品
物
と
そ
の
審
査
結
果
」

大
橋
正
敬
、
後
藤
尚
久
、
竹
井
満
久
、
加
藤
保
雄
、
飯
塚
秀
人
、
深
瀬
康

公
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
々
誌
』
一
三
（
三
）
一
五
二
’
一
五
六

「
邦
訳
『
人
の
歯
の
博
物
学
』
（
五
）
、
（
六
）
」
高
山
直
秀
『
日
本
歯
科
医
史

学
会
々
誌
』
一
三
（
三
）
一
五
七
’
二
ハ
○
、
一
四
（
一
）
五
九
’
六
二

「
フ
ォ
シ
ャ
ー
ル
手
稿
の
分
析
（
八
）
」
高
山
直
秀
『
日
本
歯
科
医
史
学
会

点
誌
』
一
三
（
三
）
一
六
一
‐
く
一
六
四

「
木
床
義
歯
の
歴
史
そ
の
－
１
木
床
義
歯
の
起
源
に
つ
い
て
ｌ
」
新
藤
恵

久
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
食
誌
』
一
三
（
四
）
二
一
八
’
二
一
二

「
高
山
紀
斎
著
『
保
歯
新
論
』
お
よ
び
『
歯
の
養
生
』
に
つ
い
て
」
森
山
徳

長
、
田
辺
明
、
石
川
達
也
、
長
谷
川
正
康
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
左
誌
」

一
四
（
一
）
九
’
一
○

「
高
山
歯
科
医
学
院
編
『
歯
科
手
術
論
』
の
聿
巨
誌
学
」
森
山
徳
長
、
小
幡
哲

夫
、
長
谷
川
正
康
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
友
誌
』
一
四
（
一
）
一
○
’
二

「
高
山
歯
科
医
学
院
編
『
歯
科
汎
論
』
の
書
誌
学
」
森
山
徳
長
、
佐
を
木
脩

浩
、
市
之
川
武
、
長
谷
川
正
康
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
々
誌
』
一
四
（
一
）

二
’
一
二

「
福
島
尚
純
著
『
下
顎
関
節
炎
及
牙
関
緊
急
』
に
つ
い
て
」
吉
村
宅
弘
、
門

平
光
信
、
中
野
浩
嗣
、
谷
津
三
雄
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
々
誌
』
一
四

（
一
）
一
四

「
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
の
歯
科
出
品
物
第
一
報
ｌ
歯
科
器
材
に
つ
い

て
Ｉ
」
大
橋
正
敬
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
を
誌
」
一
四
（
一
）
一
四
’

一
五

「
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
歯
科
出
品
物
の
審
査
結
果
第
一
報
ｌ
歯
科
器
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材
に
つ
い
て
ｌ
」
大
橋
正
敬
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
々
誌
』
一
四
（
一
）

一
五
’
一
六

「
日
本
歯
科
医
学
会
沿
革
概
要
（
日
本
歯
科
医
学
会
編
、
大
正
十
二
年
三
月

刊
）
（
第
二
報
）
」
吉
井
秀
鋳
、
武
田
和
久
、
坂
元
雅
明
、
谷
津
三
雄
『
日

本
歯
科
医
史
学
会
灸
誌
』
一
四
（
一
）
一
六
’
一
七

「
東
京
歯
科
医
学
院
講
義
録
（
第
二
輯
）
『
歯
科
医
学
講
義
』
お
よ
び
（
第
三

輯
）
『
新
纂
歯
科
学
講
義
』
に
つ
い
て
」
森
山
徳
長
、
石
川
達
也
、
長
谷
川

正
康
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
々
誌
』
一
四
（
一
）
一
七
’
一
八

「
東
京
歯
科
医
学
専
門
学
校
『
歯
科
学
講
義
』
に
つ
い
て
」
森
山
徳
長
、

石
川
達
也
、
長
谷
川
正
康
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
々
誌
」
一
四
（
一
）

一
八
’
一
九

「
『
諸
病
源
候
論
』
に
お
け
る
歯
痛
の
分
類
に
つ
い
て
」
佐
藤
恭
道
、
別
部

智
司
、
戸
出
一
郎
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
々
誌
』
一
四
（
一
）
一
九
’
二
○

「
『
医
心
方
』
に
お
け
る
歯
痛
の
分
類
に
つ
い
て
」
佐
藤
恭
道
、
別
部
智
司
、

戸
出
一
部
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
々
誌
』
一
四
（
こ
こ
○
’
二
一

「
ｐ
ぐ
．
国
脚
鼻
を
訪
ね
て
」
中
原
泉
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
々
誌
」
一
四

（
一
）
一
一
一

「
高
山
紀
斎
著
『
衛
生
保
歯
問
答
』
に
つ
い
て
」
森
山
徳
長
、
小
幡
哲
夫
、

高
添
一
郎
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
為
誌
』
一
四
（
一
）
一
三
’
一
三

「
高
山
紀
斎
著
『
歯
科
薬
物
摘
要
』
に
つ
い
て
」
森
山
徳
長
、
西
尾
宏
英
、

石
川
達
也
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
々
誌
』
一
四
（
一
）
一
西
’
二
五

「
高
山
歯
科
医
学
院
編
『
歯
科
薬
物
学
』
の
書
誌
学
」
森
山
徳
長
、
西
尾
宏

英
、
熱
田
俊
之
助
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
々
誌
』
一
四
（
一
）
二
五
’

一
一
一
ハ

「
麻
酔
学
書
誌
学
的
研
究
（
第
二
報
）
ｌ
喜
多
村
敬
次
郎
著
『
局
所
麻
痒
法

全
』
（
大
正
五
年
刊
）
に
つ
い
て
ｌ
」
石
橋
肇
、
庵
原
正
彦
、
藤
井
敏
博
、

谷
津
三
雄
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
々
誌
』
一
四
（
一
）
三
ハ
ー
ニ
七

「
高
山
歯
科
医
学
院
編
『
歯
科
冶
金
学
』
の
書
誌
学
」
森
山
徳
長
、
熱
田
俊

之
助
、
西
尾
宏
英
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
々
誌
』
一
四
（
こ
二
八

「
高
山
歯
科
医
学
院
編
『
実
用
歯
科
器
械
学
』
の
書
誌
学
」
森
山
徳
長
、

佐
を
木
脩
浩
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
々
誌
」
一
四
（
一
）
二
八
’
二
九

「
私
の
歯
学
史
考
Ｉ
歯
学
の
未
来
を
考
え
る
ｌ
」
高
添
一
郎
『
日
本
歯
科
医

史
学
会
々
誌
』
一
四
（
一
）
二
九

「
八
束
脛
洞
窟
遺
跡
出
土
の
ヒ
ト
の
歯
ｌ
縄
文
人
の
歯
か
？
ｌ
」
杉
本
茂
春

『
日
本
歯
科
医
史
学
会
々
誌
』
一
四
（
一
）
三
○

「
百
舌
烏
（
も
ず
）
三
陵
と
歯
」
杉
本
茂
春
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
々
誌
』

一
四
（
一
）
三
○
’
三
一

「
入
目
入
歯
師
に
つ
い
て
」
拓
植
三
郎
、
新
藤
恵
久
『
日
本
歯
科
医
史
学
会

々
誌
一
四
（
一
）
三
一

「
日
本
の
蝋
型
鋳
造
の
歴
史
」
新
藤
恵
久
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
食
誌
』

一
四
（
一
）
三
一
’
三
二

「
曲
亭
馬
琴
の
義
歯
に
つ
い
て
第
四
報
ｌ
義
歯
修
理
ｌ
」
本
山
佐
太
郎

「
日
本
歯
科
医
史
学
会
々
誌
』
一
四
（
一
）
一
三
一

「
木
床
義
歯
の
科
学
技
術
史
研
究
そ
の
二
ｌ
蝋
石
を
応
用
し
た
木
床
義
歯

の
製
作
ｌ
」
上
野
乃
武
彌
、
杉
本
茂
春
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
を
誌
』

一
四
（
己
三
二
’
三
三

「
房
楊
枝
の
歯
承
が
き
効
果
に
つ
い
て
」
本
間
邦
則
、
泉
田
亮
助
『
日
本
歯

科
医
史
学
会
告
誌
』
一
四
（
一
）
三
四

（108） 660



「
喫
煙
者
用
歯
磨
の
歴
史
」
下
総
高
次
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
盈
誌
』
一
四

（
一
）
三
四
’
三
五

「
片
瀬
蔵
書
に
見
ら
れ
る
歯
科
処
方
と
そ
の
考
察
」
上
鳫
口
武
、
嶋
村
昭
辰

『
日
本
歯
科
医
史
学
会
々
誌
』
一
四
（
こ
三
五
’
三
七

「
細
菌
学
黎
明
期
に
お
け
る
。
フ
ラ
ー
ク
研
究
ｌ
と
く
に
○
・
日
‐
。
：
形
成
に

つ
い
て
ｌ
」
森
山
徳
長
、
佐
々
木
脩
浩
、
大
田
功
正
、
奥
田
克
爾
、
高
添

一
郎
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
左
誌
』
一
四
（
己
三
七
’
三
八

「
日
本
海
軍
歯
科
医
科
士
官
の
歴
史
（
Ⅳ
）
大
正
時
代
に
お
け
る
創
設
へ
の

動
向
」
山
崎
智
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
々
誌
』
一
三
（
一
）
三
九
’
四
○

「
出
動
地
に
お
け
る
歯
科
診
療
」
落
合
俊
輔
、
池
田
直
、
出
地
弘
、
谷
津
三

雄
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
之
誌
」
一
四
（
一
）
四
○
’
四
一

「
高
山
紀
斎
述
『
歯
牙
の
人
身
に
大
関
係
を
有
す
る
演
述
Ｅ
武
田
和
久
、

金
子
賢
司
、
小
池
陽
一
郎
、
谷
津
三
雄
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
左
誌
』

一
四
（
一
）
四
一
ｌ
四
二

「
歯
学
研
讃
に
つ
い
て
」
坂
本
嘉
久
、
江
川
裕
之
、
渡
辺
有
子
、
谷
津
三
雄

『
日
本
歯
科
医
史
学
会
々
誌
』
一
四
（
一
）
四
三
’
四
四

「
歯
学
の
教
授
科
目
の
分
科
・
発
展
と
そ
の
統
合
に
関
す
る
医
史
学
的
研
究

（
そ
の
一
）
緒
論
、
（
そ
の
二
）
史
実
、
（
そ
の
三
）
展
望
」
森
山
徳
長
『
日

本
歯
科
医
史
学
会
々
誌
』
一
四
（
一
）
五
一
’
五
三
、
一
四
（
己
五
四
’

五
八
、
一
四
（
二
）
八
五
’
八
八

「
「
コ
ド
モ
の
よ
む
歯
の
本
』
の
内
容
に
つ
い
て
」
金
子
守
男
、
岸
孝
光
、

高
杉
卓
志
、
谷
津
三
雄
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
左
誌
』
一
四
（
一
）

四
六
’
四
七

「
梅
毒
歯
に
つ
い
て
」
本
間
邦
則
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
々
誌
』
一
四
（
二
）

一
四
○
’
一
四
二

史
跡
・
記
念
碑

「
帝
王
切
開
術
発
祥
の
地
に
記
念
碑
」
医
学
界
新
聞
編
集
部
『
医
学
界
新
聞
」

（
一
七
五
八
）
四

「
史
跡
め
ぐ
り
を
し
て
象
ま
せ
ん
か
。
一
度
は
訪
れ
た
い
『
適
塾
』
」
医
学

界
新
聞
編
集
部
『
医
学
界
新
聞
』
（
一
七
七
六
）
二

「
宮
崎
県
医
史
懇
話
会
第
六
回
医
史
跡
探
訪
記
（
佐
土
原
・
西
米
良
）
」

谷
山
淳
孝
、
神
戸
十
四
郎
『
日
州
医
事
』
（
四
五
一
）
三
四
’
四
二

「
京
都
の
医
薬
史
跡
一
覧
」
米
田
該
典
『
薬
史
学
雑
誌
』
一
三
（
一
）

一
二
’
一
五

疾
病
史

「
日
本
近
代
結
核
史
（
一
）
Ｉ
（
四
）
」
小
松
良
夫
『
健
康
会
議
』
三
九
（
七
）

二
三
’
二
七
、
三
九
（
八
）
二
八
’
三
三
、
三
九
（
九
）
二
六
’
一
三
、

三
九
（
一
○
）
一
九
’
二
四

「
検
査
成
績
か
ら
み
た
治
療
効
果
（
１
）
狭
心
症
と
心
筋
梗
塞
歴
史
と
進

歩
」
戸
山
靖
一
『
現
代
医
療
」
一
九
（
二
）
九
九
八
’
一
○
○
一

「
検
査
成
績
か
ら
み
た
治
療
効
果
（
Ⅱ
）
脳
卒
中
歴
史
と
進
歩
」
相
澤
豊

三
『
現
代
医
療
』
’
九
（
三
）
一
二
ハ
九
’
二
七
二

「
検
査
成
績
か
ら
み
た
治
療
効
果
（
Ⅲ
）
胃
炎
・
胃
潰
瘍
歴
史
と
進
歩
」

三
好
秋
馬
『
現
代
医
療
』
一
九
（
四
）
二
三
八
’
二
一
三
○

「
検
査
成
績
か
ら
象
た
治
療
効
果
（
Ⅳ
）
気
管
支
喘
息
歴
史
と
進
歩
」
高

橋
昭
三
『
現
代
医
療
』
一
九
（
五
）
一
五
○
三
’
一
五
一
八

「
検
査
成
績
か
ら
象
た
治
療
効
果
（
Ｖ
）
甲
状
腺
疾
患
歴
史
と
進
歩
」
入

江
実
『
現
代
医
療
』
一
九
（
六
）
ニ
ハ
六
九
’
二
ハ
七
三
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「
検
査
成
績
か
ら
ゑ
た
治
療
効
果
（
Ⅵ
）
（
ａ
）
心
不
全
歴
史
と
進
歩
」

橋
場
邦
武
『
現
代
医
療
』
一
九
（
七
）
一
八
九
七
’
一
九
○
○

「
検
査
成
績
か
ら
ゑ
た
治
療
効
果
（
Ⅵ
）
（
ｂ
）
吸
収
不
全
歴
史
と
進
歩
」

長
野
準
『
現
代
医
療
」
一
九
（
七
）
二
○
七
四
’
二
○
八
六

「
検
査
成
績
か
ら
ふ
た
治
療
効
果
（
Ⅵ
）
（
Ｃ
）
腎
不
全
歴
史
と
進
歩
」

東
條
静
夫
『
現
代
医
療
』
一
九
（
七
）
一
二
九
三
’
二
一
九
七

「
検
査
成
績
か
ら
ゑ
た
治
療
効
果
（
Ⅵ
）
（
ｄ
）
肝
不
全
歴
史
と
進
歩
」

高
橋
善
弥
太
『
現
代
医
療
』
一
九
（
七
）
三
一
九
九
’
二
三
○
四

「
検
査
成
績
か
ら
承
た
治
療
効
果
（
Ⅵ
）
（
ｅ
）
免
疫
不
全
歴
史
と
進
歩
」

矢
田
純
一
『
現
代
医
療
』
一
九
（
七
）
二
三
八
六
’
二
三
九
六

「
検
査
成
績
か
ら
承
た
治
療
効
果
（
Ⅶ
）
糖
尿
病
と
そ
の
合
併
症
歴
史
と

進
歩
」
平
田
幸
正
『
現
代
医
療
』
一
九
（
八
）
二
五
六
二
’
二
五
六
六

「
検
査
成
績
か
ら
承
た
治
療
効
果
（
Ⅷ
）
高
血
圧
歴
史
と
進
歩
」
増
山
善

明
『
現
代
医
療
』
一
九
（
九
）
二
七
七
九
’
二
七
八
四

「
日
本
ら
い
史
（
一
四
）
Ｖ
、
法
制
定
へ
の
道
程
（
つ
づ
き
）
」
山
本
俊
一

『
多
磨
』
（
二
）
九
’
一
二

「
日
本
ら
い
史
（
一
五
）
Ｉ
（
一
八
）
Ⅵ
、
法
律
第
二
号
」
山
本
俊
一
『
多

磨
』
（
二
月
）
二
’
五
、
（
三
月
）
八
’
二
、
（
四
月
）
二
’
一
四
、

（
五
月
）
二
’
六

「
日
本
ら
い
史
（
一
九
）
Ｉ
（
二
五
）
」
山
本
俊
一
『
多
磨
』
（
六
月
）
二
’
六
、

（
七
月
）
二
’
六
、
（
八
月
）
二
’
六
、
（
九
月
）
二
’
六
、
（
十
月
）
二
’

六
、
（
十
一
月
）
二
’
六
、
（
十
二
月
）
二
’
六

「
結
核
の
歴
史
の
概
要
」
螺
良
英
郎
『
内
科
員
○
○
〆
』
（
三
六
）
一
’
三

「
『
多
聞
院
日
記
』
に
現
わ
れ
る
消
化
器
疾
患
の
検
討
」
中
村
昭
『
日
本
医

史
学
雑
誌
』
三
三
（
二
三
四
，
く
三
六

弓
明
月
記
』
に
お
け
る
瘻
疾
の
検
討
」
中
村
昭
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

三
三
（
二
）
一
七
二
’
一
八
五

「
藤
原
定
家
『
明
月
記
』
に
お
け
る
瘡
疾
」
中
村
昭
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

三
三
（
二
）
二
四
一
’
二
四
二

「
『
小
品
方
』
に
見
る
疾
病
背
景
の
分
析
と
服
薬
指
示
Ｉ
治
療
と
養
生
の
接

点
に
つ
い
て
ｌ
」
真
柳
誠
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
一
一
（
四
）
四
三
五
Ｊ
、

四
七
六

「
脚
気
の
歴
史
（
一
）
Ｉ
（
三
）
ビ
タ
ミ
ン
発
見
史
」
山
下
政
三
国
○

日
且
国
８
二
（
二
）
一
七
四
’
一
七
六
、
二
（
三
）
二
八
五
’
二
八
七
、

二
（
四
）
三
八
八
’
三
九
一

「
逸
話
史
（
一
）
・
へ
ス
ト
」
酒
井
シ
ヅ
国
○
日
ａ
』
８
二
（
八
）
八
二
○
’

八
二
三

「
逸
話
史
（
二
）
医
学
書
と
挿
図
」
酒
井
シ
ヅ
冒
○
ｇ
ａ
－
８
二
（
九
）

九
四
二
’
九
四
五

「
糖
尿
病
物
語
（
そ
の
六
）
イ
ン
ス
リ
ン
の
発
見
を
め
ぐ
っ
て
」
平
田
幸
正

『
病
態
生
理
』
六
（
一
）
五
二

「
糖
尿
病
物
語
（
そ
の
七
）
イ
ン
ス
リ
ン
の
注
射
を
最
初
に
受
け
た

旧
８
口
餌
匡
目
］
○
日
も
め
ｏ
目
の
歴
史
」
平
田
幸
正
『
病
態
生
理
』
六
（
二
）

一
四
○

「
糖
尿
病
物
語
（
そ
の
八
）
糖
尿
病
と
い
う
日
本
語
の
定
着
」
平
田
幸
正

『
病
態
生
理
』
六
（
三
）
二
二
一

「
糖
尿
病
物
語
（
そ
の
九
）
、
（
そ
の
一
○
）
食
事
療
法
の
歴
史
Ｉ
、
Ⅱ
」
平

田
幸
正
『
病
態
生
理
』
六
（
四
）
三
○
四
、
六
（
五
）
三
七
八
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「
糖
尿
病
の
歴
史
（
そ
の
二
）
イ
ン
ス
リ
ン
製
剤
の
進
歩
」
平
田
幸
正

『
病
態
生
理
』
六
（
六
）
四
六
二

「
糖
尿
病
物
語
（
そ
の
一
二
）
経
口
剤
に
み
る
糖
尿
病
治
療
の
歴
史
」
平
田

幸
正
『
病
態
生
理
』
六
（
七
）
五
五
○

「
戦
争
と
結
核
」
白
崎
昭
一
郎
『
北
陸
医
史
』
八
（
一
）
一
二
’
二
五

「
天
然
痘
物
語
」
（
ご
Ｉ
（
一
二
）
松
本
稔
『
メ
デ
ィ
ヤ
サ
ー
ク
ル
』
三
二

（
こ
こ
’
一
四
、
三
二
（
二
）
五
七
’
六
一
、
’
一
三
（
三
）
九
三
’

九
七
、
三
二
（
四
）
一
五
七
ｌ
ニ
ハ
ニ
、
’
一
三
（
五
）
二
○
三
’
二
○
八
、

三
一
一
（
六
）
二
五
一
’
二
五
五
、
三
二
（
七
）
三
○
三
’
三
○
七
、
一
一
三

（
八
）
三
二
九
’
三
三
三
、
三
二
（
九
）
三
七
九
’
三
八
四
、
三
二

（
一
○
）
四
四
七
’
四
五
一
、
三
二
（
二
）
四
九
三
’
四
九
九
、
三
一
一

（
一
二
）
五
四
九
’
五
五
四

「
医
療
今
昔
物
語
ｌ
学
説
・
診
療
の
変
遷
一
、
い
わ
ゆ
る
脳
膜
炎
ｌ
」
石
田

純
郎
『
臨
床
科
学
』
’
’
三
（
一
○
）
一
三
六
八
’
一
三
七
四
．

耳
鼻
咽
喉
科
学
史

「
古
典
あ
れ
こ
れ
シ
員
○
日
○
芹
胃
冒
」
酒
井
シ
ヅ
］
○
国
ｚ
、
三
（
二
）

三
○
一
’
三
○
四

「
古
典
あ
れ
こ
れ
シ
ェ
ー
グ
レ
ン
症
候
群
」
堀
内
正
敏
』
○
国
ｚ
望
一
一
（
四
）

六
四
六
’
六
四
八

「
古
典
あ
れ
こ
れ
め
８
名
胃
同
①
と
鼓
膜
切
開
」
飯
沼
壽
孝
］
○
ェ
ｚ
、
三

（
六
）
八
九
三
’
八
九
六

「
古
典
あ
れ
こ
れ
ｍ
呂
乏
目
《
園
の
と
乳
突
洞
削
開
術
」
飯
沼
壽
孝
』
○
臣
ｚ
、

三
（
八
）
二
八
八
’
二
九
○

「
古
典
あ
れ
こ
れ
Ｏ
脚
匡
乏
農
‐
胃
上
。
の
手
術
」
堀
内
正
敏
］
○
因
ｚ
、
三

（
一
○
）
一
六
○
一
’
一
六
○
四

「
日
本
に
お
け
る
初
期
の
耳
科
書
四
種
」
田
中
助
一
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

三
三
（
己
一
六
’
一
七

種
痘
史

弓
牛
痘
発
蒙
』
の
附
図
（
口
絵
）
に
つ
い
て
」
正
橋
剛
二
『
北
陸
医
史
』

八
（
こ
一
九

獣
医
学
史

「
古
獣
医
書
『
王
良
二
儀
秘
抄
』
に
つ
い
て
」
長
尾
壮
七
『
日
本
獣
医
史
学

雑
誌
（
二
二
）
五
１
く
こ

「
メ
ル
ボ
ル
ン
獣
医
科
大
学
と
ｗ
・
Ｔ
・
ケ
ン
ダ
ル
（
Ⅱ
）
」
中
村
洋
吉
『
日

本
獣
医
史
学
雑
誌
』
（
一
三
）
三
一
’
一
八

「
動
物
検
疫
か
ら
ゑ
た
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
の
輸
入
（
Ⅱ
）
」
矢
崎
信
夫
『
日
本

獣
医
史
学
雑
誌
』
（
一
三
）
一
九
’
二
九

「
馬
医
書
『
意
切
辨
治
集
』
の
解
読
に
つ
い
て
」
島
田
謙
造
『
日
本
獣
医
史

学
雑
誌
』
（
一
三
）
三
○
’
三
九

「
犬
人
の
衣
装
に
つ
い
て
」
間
庭
秀
信
『
日
本
獣
医
史
学
雑
誌
』
（
一
三
）

四
○
’
四
一

循
環
器
病
学
史

「
循
環
器
学
の
歴
史
一
ハ
ー
ヴ
ィ
以
前
」
酒
井
シ
ヅ
『
循
環
科
学
』
七

（
一
）
九
○
’
九
三

「
循
環
器
学
の
歴
史
ニ
ハ
ー
ヴ
ィ
と
血
液
循
環
説
の
成
立
ま
で
」
酒
井
シ

ヅ
『
循
環
科
学
』
七
（
二
）
三
四
四
’
三
四
七

「
循
環
器
学
の
歴
史
三
血
液
循
環
の
命
名
と
そ
の
意
義
」
酒
井
シ
ヅ
『
循

環
科
学
』
七
（
二
）
三
四
四
’
三
四
七
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「
循
環
器
学
の
歴
史
四
中
世
ま
で
の
心
臓
病
観
」
酒
井
シ
ヅ
『
循
環
科
学
』

七
（
四
）
四
六
四
’
四
六
七

「
循
環
器
学
の
歴
史
五
東
洋
の
医
書
に
象
る
心
臓
病
」
酒
井
シ
ヅ
『
循
環

科
学
』
七
（
五
）
五
八
○
’
五
八
三

「
循
環
器
学
の
歴
史
六
、
七
心
臓
お
よ
び
血
管
系
の
解
剖
学
（
一
）
、

（
二
）
」
酒
井
シ
ヅ
『
循
環
科
学
』
七
（
六
）
七
○
’
七
三
、
七
（
七
）

八
○
四
’
八
一
○

「
循
環
器
学
の
歴
史
八
近
代
以
前
の
生
理
学
」
酒
井
シ
ヅ
『
循
環
科
学
』

七
（
八
）
九
一
六
’
九
二
○

「
循
環
器
学
の
歴
史
九
毛
細
血
管
」
酒
井
シ
ヅ
『
循
環
科
学
」
七
（
九
）

一
○
二
八
’
一
○
三
一

「
循
環
器
学
の
歴
史
一
○
血
液
形
態
学
の
研
究
」
酒
井
シ
ヅ
『
循
環
科
学
』

七
（
一
○
）
二
四
二
’
二
四
五

「
循
環
器
学
の
歴
史
二
心
臓
病
へ
の
接
近
」
酒
井
シ
ヅ
『
循
環
科
学
』

七
（
一
こ
五
六
’
五
九

「
循
環
器
学
の
歴
史
一
二
循
環
器
の
病
理
学
」
酒
井
シ
ヅ
「
循
環
科
学
』

七
（
一
二
）
一
三
六
六
’
一
三
六
九

「
心
臓
血
管
外
科
を
さ
さ
え
た
人
び
と
」
堀
内
藤
吾
「
東
北
医
誌
』
一
○
○

（
こ
六
三
’
六
八

「
心
臓
血
管
外
科
を
さ
さ
え
た
人
び
と
（
総
説
）
」
堀
内
藤
吾
『
日
本
外
科

学
会
雑
誌
』
八
八
（
六
）
六
五
七
’
六
六
二

書
簡

「
荻
生
祖
裸
が
芳
村
天
仙
へ
送
っ
た
書
簡
に
つ
い
て
」
荒
木
ひ
ろ
し
『
日
本

医
史
学
雑
誌
』
三
三
（
一
）
五
○
’
五
二

書
誌
学

「
医
史
学
名
著
解
題
（
三
一
）
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ハ
ー
ヴ
ィ
『
動
物
の
心
臓
な

ら
び
に
血
液
の
運
動
に
関
す
る
解
剖
学
的
研
究
』
」
酒
井
シ
ヅ
『
医
学
図

書
館
』
三
四
（
二
）
九
七
’
九
九

「
医
史
学
名
著
解
題
（
一
三
）
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
『
解
剖
手
稿
』
」

酒
井
シ
ヅ
『
医
学
図
書
館
』
三
四
（
三
）
一
八
七
’
一
八
九

「
ボ
レ
リ
の
『
動
物
の
運
動
』
を
め
ぐ
る
随
想
」
木
村
陽
二
郎
『
科
学
医
学

資
料
研
究
』
（
一
五
二
）
一
’
四

「
ア
ー
サ
ー
・
ケ
ス
ト
ラ
ー
著
『
サ
ン
簿
ハ
ガ
エ
ル
事
件
」
と
パ
ウ
ル
・
カ
ン

メ
ラ
ー
」
古
川
哲
雄
『
科
学
医
学
資
料
研
究
』
（
一
五
二
）
一
○
’
一
二

「
Ｓ
・
エ
ク
ス
ナ
ー
「
人
間
の
大
脳
皮
質
に
お
け
る
機
能
局
在
の
研
究
』
」

松
下
正
明
『
科
学
医
学
資
料
研
究
』
（
一
五
七
）
一
’
三

「
『
解
体
新
書
』
付
図
ｌ
お
わ
り
の
四
図
に
つ
い
て
Ｉ
」
菅
野
陽
『
学
鐙
』

八
四
（
二
）
二
八
’
三
一

「
『
康
治
本
傷
寒
論
』
考
（
一
）
」
岡
本
洋
明
『
漢
方
の
臨
床
』
三
四
（
八
）

五
一
八
’
五
三
○

「
漢
方
古
典
文
献
概
説
（
一
六
）
『
敦
埋
文
書
』
中
の
医
薬
文
献
（
そ
の
五
）

附
・
西
域
出
土
医
薬
文
書
」
小
曽
戸
洋
『
現
代
東
洋
医
学
』
八
（
二
）

九
二
’
一
○
一

「
漢
方
古
典
文
献
概
説
（
一
七
）
北
宋
代
の
医
薬
言
（
そ
の
ご
」
小
曽
戸

洋
『
現
代
東
洋
医
学
』
八
（
三
）
八
三
’
九
一

「
素
人
即
座
療
法
翻
刻
（
上
）
（
中
）
（
下
）
」
正
橋
剛
二
『
と
や
ま
県
医
報
』

（
九
四
九
）
二
○
’
一
面
、
（
九
五
○
）
一
三
’
三
ハ
、
（
九
五
二
）
二
八
ｌ
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弓
本
草
和
名
』
所
引
の
古
医
学
文
献
」
真
柳
誠
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
三

（
一
）
二
五
’
二
七

ヨ
医
心
方
』
の
伝
写
に
つ
い
て
（
Ⅶ
）
」
杉
立
義
一
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

三
三
（
一
）
三
○
’
三
一

「
『
福
田
方
』
組
成
文
献
の
解
析
」
小
曽
戸
洋
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
三

（
一
）
三
一
’
三
三

「
新
確
認
の
慶
長
古
活
字
版
『
黄
帝
秘
要
良
方
』
」
白
石
尚
基
・
原
中
瑠
璃

子
・
小
曽
戸
洋
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
三
（
一
）
三
六
’
三
八

「
書
籍
目
録
に
見
ら
れ
る
江
戸
中
期
の
流
通
医
書
」
平
馬
直
樹
『
日
本
医
史

学
雑
誌
』
三
三
（
一
）
三
九
’
四
一

ヨ
医
事
溌
乱
解
』
に
つ
い
て
」
和
田
耕
作
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
三
（
一
）

五
三
’
五
四

「
カ
ラ
ホ
ト
出
土
マ
ス
・
へ
ロ
文
書
恥
四
七
八
に
つ
い
て
ｌ
未
宋
改
元
刻
『
千

金
方
』
の
存
在
ｌ
」
小
曽
戸
洋
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
三
（
二
）

一
九
五
’
二
○
二

弓
本
草
和
名
』
引
用
書
名
索
引
」
真
柳
誠
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
三
（
三
）

三
八
一
’
三
九
六

「
金
剛
寺
本
『
医
心
方
』
巻
第
十
三
（
翻
印
）
」
東
野
治
之
『
日
本
医
史
学

雑
誌
』
三
三
（
三
）
三
九
七
’
四
○
八

「
下
平
用
彩
著
『
診
断
学
』
明
治
時
代
に
お
け
る
、
、
ヘ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
思
わ
れ

る
医
学
書
」
谷
津
三
雄
、
石
橋
肇
、
清
沢
美
智
子
、
金
子
守
男
、
渋
谷
幸

男
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
盈
誌
』
一
三
（
四
）
二
一
○
’
二
一
三

「
新
出
『
金
置
要
略
』
元
刻
本
の
文
献
学
的
検
討
」
真
柳
誠
ら
「
日
本
東
洋

医
学
雑
誌
』
三
七
（
四
）
三
六
二

「
『
佐
渡
嶋
採
薬
譜
』
の
研
究
」
安
江
政
一
『
薬
史
学
雑
誌
』
二
二
（
一
）

三
○
’
三
七

小
児
科
学
史

「
小
児
科
の
歴
史
（
そ
の
一
）
、
（
そ
の
二
）
」
石
田
純
郎
『
岡
山
県
小
児
科

医
会
会
報
』
（
八
）
一
二
’
一
六
、
（
九
）
二
二
’
三
○

「
わ
が
時
代
の
小
児
科
学
」
堀
田
正
之
『
九
大
小
児
科
同
門
会
会
報
』

（
九
九
）
一
六
’
一
九

「
小
児
精
神
神
経
学
研
究
会
の
発
足
前
後
」
小
林
提
樹
『
小
児
の
精
神
と
神

経
』
二
七
（
一
、
二
）
五
’
一
○

「
日
本
の
小
児
科
領
域
に
承
ら
れ
る
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
に
つ
い
て
」
広
田

嘩
子
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
三
（
二
）
二
三
九
’
二
四
○

「
コ
プ
リ
ッ
ク
斑
の
わ
が
国
へ
の
受
容
」
深
瀬
泰
且
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

三
三
（
三
）
二
九
四
’
三
○
七

「
韓
国
に
お
け
る
小
児
外
科
小
史
」
冬
。
。
‐
園
園
日
『
日
本
小
児
外
科
学
会

雑
誌
』
二
三
（
一
）
一
八
’
二
二

「
閏
易
。
言
冒
巨
品
病
研
究
三
○
年
を
顧
み
て
」
岡
本
英
三
『
日
本
小
児
外
科

学
会
雑
誌
』
二
三
（
二
）
二
七
五

神
経
学
史

「
神
経
内
科
ｇ
目
、
匙
ｚ
ｏ
言
い
十
九
世
紀
文
学
に
承
ら
れ
る
ナ
ル
コ
レ
プ

シ
ー
」
古
川
哲
雄
『
内
科
』
六
○
（
一
）
一
三
○

「
原
典
・
古
典
の
紹
介
呼
昌
Ｐ
冒
言
詞
邑
〕
の
「
失
語
」
に
つ
い
て
の
記
載

（
一
八
一
二
）
」
古
川
哲
雄
『
神
経
内
科
』
二
六
（
一
）
九
三
’
九
五

「
原
典
・
古
典
の
紹
介
Ｑ
５
１
の
鋤
国
竺
著
自
鵠
皇
“
・
昌
吾
①
シ
ロ
脚
８
日
民

具
團
胃
の
邑
○
冒
旨
臨
旨
冒
呪
》
（
一
八
六
六
）
」
古
川
哲
雄
『
神
経
内
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科
』
二
六
（
二
）
二
○
一
’
二
○
三

「
原
典
・
古
典
の
紹
介
犀
。
乏
昌
’
鵲
名
画
ａ
症
候
群
と
考
え
ら
れ
る

。
冨
匙
。
吻
国
筐
の
記
載
（
一
八
三
○
）
」
古
川
哲
雄
『
神
経
内
科
』
二
六

（
五
）
五
一
五
’
五
一
六

「
原
典
・
古
典
の
紹
介
○
○
罠
貝
徴
候
」
古
川
哲
雄
『
神
経
内
科
』
’
’
七

（
三
）
三
○
八
’
三
二

「
原
典
・
古
典
の
紹
介
国
。
芝
脚
ａ
函
．
目
。
ｏ
忌
著
《
《
ご
扁
胃
畠
○
旨
昌
ご
胃

具
冒
○
四
。
“
留
く
。
日
巨
“
。
巳
肖
脚
貢
呂
耳
（
一
八
八
六
）
」
古
川
哲
雄
『
神

経
内
科
』
二
七
（
五
）
五
二
四
’
五
二
六

「
原
典
・
古
典
の
紹
介
冒
の
邑
四
騨
圃
３
の
“
吾
８
８
（
錯
感
覚
性
大
腿
痛
）
」

古
川
哲
雄
『
神
経
内
科
』
二
七
（
六
）
六
○
八
’
六
二

《
《
ｅ
旨
認
冨
旨
目
向
匡
寓
○
ざ
喝
国
の
旨
昌
８
国
属
国
○
牙
寓
目
聖
日
・
“
号
、
。
凰
冒
ざ
ロ

島
画
胃
８
斤
も
暑
旨
勗
魑
》
》
古
川
哲
雄
ｚ
固
己
”
Ｏ
Ｆ
ｏ
ｏ
竜
（
三
七
）

一
四
六

診
断
学
史

「
百
年
む
か
し
の
診
断
書
か
ら
」
寺
山
晃
一
『
一
陽
会
病
院
紀
要
』
四
九

（
二
）
九
一
’
九
五
、
四
九
（
五
）
六
一
’
六
五

整
形
外
科
史

「
整
形
外
科
を
育
て
た
人
達
（
第
四
五
回
）
○
日
言
目
の
閃
○
胃
凰
国
司
ら
？

胃
○
口
の
（
属
望
ｌ
５
ｇ
）
」
天
児
民
和
『
臨
床
整
形
外
科
』
二
一
一
（
一
）

七
二
’
七
五

「
整
形
外
科
を
育
て
た
人
達
（
第
四
六
回
）
冒
目
。
甲
餌
巨
冒
唖
ｘ
い
く
厨
『

国
。
言
こ
天
児
民
和
『
臨
床
整
形
外
科
』
二
二
（
二
）
二
○
四
’
二
○
七

「
整
形
外
科
を
育
て
た
人
達
（
第
四
七
回
）
少
員
。
日
。
評
胃
冒
（
旨
ミ
ー

扇
隠
）
」
天
児
民
和
『
臨
床
整
形
外
科
』
二
二
（
三
）
三
○
四
’
三
○
七

「
整
形
外
科
を
育
て
た
人
達
（
第
四
八
回
）
］
・
言
西
宮
ロ
§
（
ご
鵠
ｌ
弓
罵
）
」

天
児
民
和
『
臨
床
整
形
外
科
』
二
二
（
五
）
六
三
八
’
六
四
一

「
整
形
外
科
を
育
て
た
人
達
（
第
四
九
回
）
ｏ
閣
竺
弓
匡
①
夙
号
（
届
隠
！

届
韻
）
」
天
児
民
和
『
臨
床
整
形
外
科
』
二
二
（
六
）
七
三
四
’
七
三
七

「
整
形
外
科
を
育
て
た
人
達
（
第
五
○
回
）
○
§
言
差
”
冒
冨
且
①
冒
晶

（
扇
急
ｌ
尼
呂
）
」
天
児
民
和
『
臨
床
整
形
外
科
』
二
二
（
七
）
八
七
二
’

八
七
五

「
整
形
外
科
を
育
て
た
人
達
（
第
五
一
回
）
国
Ｑ
這
い
ａ
雷
騨
冒
国
昌
閉
国
昌
①
再

（
届
亀
ｌ
ら
Ｓ
）
」
天
児
民
和
『
臨
床
整
形
外
科
』
二
二
（
八
）
九
九
二
’

九
九
五

「
整
形
外
科
を
育
て
た
人
達
（
第
五
二
回
）
閏
。
『
日
Ｐ
目
目
Ｃ
ｏ
ｏ
胃
（
扇
＄
，

后
務
）
」
天
児
民
和
『
臨
床
整
形
外
科
』
二
二
（
九
）
一
○
八
八
’
一
○

九
一

「
整
形
外
科
を
育
て
た
人
達
（
第
五
三
回
）
酸
『
シ
豊
曼
願
唖
ｓ
ｐ
ｏ
ｏ
ｏ
胃
吋

天
児
民
和
『
臨
床
整
形
外
科
』
二
二
（
一
○
）
一
二
○
六
’
一
二
○
九

「
整
形
外
科
を
育
て
た
人
達
（
第
五
四
回
）
嗣
○
胃
昌
瀞
甦
畠
○
磑
○
＆

（
扇
認
Ｉ
ｇ
ｇ
）
」
天
児
民
和
『
臨
床
整
形
外
科
』
二
二
（
二
）
一
二

九
二
’
一
二
九
五

「
整
形
外
科
を
育
て
た
人
達
（
第
五
五
回
）
シ
房
③
異
国
ｇ
ご
国
の
ぎ
員
巴

天
児
民
和
『
臨
床
整
形
外
科
』
’
’
二
（
一
二
）
一
三
九
四
’
一
三
九
七

精
神
医
学
史

「
福
島
県
で
の
精
神
医
療
の
歩
象
付
．
福
島
県
精
神
病
院
協
会
三
○
年
略

史
」
寺
山
晃
一
『
一
陽
会
病
院
紀
要
』
（
五
）
一
’
一
七
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「
病
薬
道
戯
競
」
『
呉
秀
三
先
生
記
念
精
神
科
医
療
史
資
料
通
信
』
（
九
）

一
’
二

「
デ
ー
｝
一
シ
シ
講
義
『
断
訟
医
学
」
（
明
治
十
二
年
）
（
そ
の
二
）
、
（
完
結
）
」

「
呉
秀
三
先
生
記
念
精
神
科
医
療
史
資
料
通
信
』
（
九
）
三
’
七
、
（
一
○
）

一
’
八

「
シ
ワ
イ
ス
国
癩
狂
條
例
（
一
八
八
七
年
紹
介
）
」
「
呉
秀
三
先
生
記
念
精
神

科
医
療
史
資
料
通
信
』
（
九
）
八
’
一
三

「
榊
保
三
郎
『
繩
狂
院
に
於
け
る
精
神
病
看
護
学
』
（
完
結
）
」
『
呉
秀
三
先
生

記
念
精
神
科
医
療
史
資
料
通
信
』
（
九
）
一
四
’
二
四

「
人
類
の
最
大
暗
黒
界
癌
癩
病
院
（
そ
の
四
）
王
子
精
神
病
院
」
『
呉
秀
三

先
生
記
念
精
神
科
医
療
史
資
料
通
信
』
（
九
）
二
五
’
三
一

「
人
類
の
最
大
暗
黒
界
痕
癩
病
院
（
そ
の
五
）
東
京
精
神
病
院
」
『
呉
秀
三

先
生
記
念
精
神
科
医
療
史
資
料
通
信
』
（
一
○
）
三
五
’
三
八

「
人
類
の
最
大
暗
黒
界
痕
癩
病
院
（
そ
の
六
）
東
京
脳
病
院
」
『
呉
秀
三
先

生
記
念
精
神
科
医
療
史
資
料
通
信
』
（
二
）
一
六
’
一
二

「
天
皇
制
と
精
神
疾
患
患
者
・
資
料
『
大
攪
記
録
』
（
完
結
）
」
『
呉
秀
三
先

生
記
念
精
神
科
医
療
史
資
料
通
信
』
（
九
）
三
二
’
四
○

「
榊
俶
『
精
神
病
論
』
（
そ
の
一
）
、
（
そ
の
二
）
」
『
呉
秀
三
先
生
記
念
精

神
科
医
療
史
資
料
通
信
』
（
一
○
）
八
’
一
二
、
（
二
）
八
’
一
○

「
私
立
京
都
癩
狂
院
『
精
神
病
室
新
築
趣
意
』
」
『
呉
秀
三
先
生
記
念
精
神
科

医
療
史
資
料
通
信
』
（
一
○
）
一
三
’
二
○

「
船
岡
精
神
病
院
『
入
院
心
得
害
」
」
『
呉
秀
三
先
生
記
念
精
神
科
医
療
史
資

料
通
信
』
（
一
○
）
一
二
’
二
八

「
英
国
痕
癩
人
取
締
法
（
そ
の
己
、
（
そ
の
二
）
」
『
呉
秀
三
先
生
記
念
精

神
科
医
療
史
資
料
通
信
』
（
一
○
）
二
九
’
三
四
、
（
二
）
二
’
一
五

「
色
つ
き
は
さ
ゑ
こ
ぶ
『
心
因
性
絨
黙
症
児
』
、
『
お
ど
る
狂
女
』
」
『
呉
秀
三

先
生
記
念
精
神
科
医
療
史
資
料
通
信
』
（
一
○
）
付
録

「
色
つ
き
は
さ
ゑ
こ
承
『
純
粋
資
質
面
図
』
、
一
．
岩
鼠
散
黒
焼
』
」
『
呉
秀
三

先
生
記
念
精
神
科
医
療
史
資
料
通
信
』
（
二
）
付
録

「
動
物
電
気
論
（
そ
の
一
）
」
メ
ス
マ
ー
『
呉
秀
三
先
生
記
念
精
神
科
医
療

史
資
料
通
信
』
（
二
）
一
’
七

「
東
京
脳
病
院
規
則
井
一
一
規
定
」
『
呉
秀
三
先
生
記
念
精
神
科
医
療
史
資
料

通
信
』
（
二
）
二
二
Ｉ
二
六

「
対
談
金
森
五
郎
先
生
に
聞
く
ｌ
福
島
県
で
の
最
初
の
精
神
病
院
開
設
前

後
Ｉ
」
金
森
五
郎
・
寺
山
晃
一
『
呉
秀
三
先
生
記
念
精
神
科
医
療
史
資
料

通
信
』
（
二
）
二
七
’
三
一
（
『
一
陽
会
病
院
紀
要
』
（
五
）
四
六
’

五
五
）

「
西
洋
男
女
相
性
図
解
」
柳
田
政
寛
『
呉
秀
三
先
生
記
念
精
神
科
医
療
史
資

料
通
信
』
（
二
）
三
二
’
三
四

「
精
神
医
学
の
古
典
を
読
む
ウ
ェ
ル
ニ
ッ
ヶ
精
神
病
は
脳
病
」
西
丸
四

方
『
こ
こ
ろ
の
科
学
』
（
一
五
）
一
三
一
’
一
三
七

「
精
神
医
学
の
古
典
を
読
む
平
安
朝
も
の
ぐ
る
ひ
『
医
心
方
Ｅ
西
丸
四

方
『
こ
こ
ろ
の
科
学
』
（
一
六
）
二
四
’
二
九

「
ガ
レ
ー
ノ
ス
の
精
神
疾
患
論
そ
の
一
罹
患
し
た
部
位
に
つ
い
て
（
己
命

さ
ｇ
“
凹
扉
ｏ
爵
）
」
濱
中
淑
彦
翻
訳
『
精
神
医
学
』
二
九
（
六
）
六
三
九
’

六
四
四

「
ロ
マ
ン
派
精
神
医
学
の
一
側
面
ｌ
ユ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
・
ケ
ル
ナ
ー
生
誕

二
○
○
年
に
ち
な
ん
で
ｌ
」
濱
中
淑
彦
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
三
（
一
）
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四
’
八

「
晴
唐
の
医
書
に
み
る
精
神
病
と
そ
の
治
療
」
大
塚
恭
男
『
日
本
医
史
学
雑

誌
』
三
三
（
一
）
九
’
一
五

「
ド
イ
ツ
第
三
帝
国
下
に
お
け
る
精
神
分
析
学
の
動
向
に
つ
い
て
」
小
俣
和

一
郎
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
三
（
一
）
六
五
’
六
六

ヨ
多
聞
院
日
記
』
に
現
わ
れ
る
精
神
神
経
疾
患
の
追
加
」
中
村
昭
『
日
本

医
史
学
雑
誌
』
三
三
（
一
）
二
二
’
二
三

「
初
老
期
痴
呆
物
語
」
王
丸
勇
『
日
本
医
事
新
報
』
（
三
二
七
九
）
五
九
’

六
○

「
榊
俶
先
生
精
神
病
学
開
講
百
年
を
記
念
し
て
」
岡
田
靖
雄
『
日
本
医
事
新

報
』
（
三
三
○
七
）
五
九
’
六
一

生
化
学
史

「
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
研
究
を
支
え
て
き
た
人
々
（
二
）
ロ
．
厚
旨
昌
．
層
言
い
ｏ
目

（
忌
認
ｌ
）
」
岡
野
登
志
夫
『
中
外
医
薬
」
四
○
（
一
）
六
一
’
六
六

「
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
研
究
を
支
え
て
き
た
人
々
（
一
二
）
佐
橋
佳
一
（
一
八
九
四

年
！
）
」
舛
重
正
一
『
中
外
医
薬
』
四
○
（
二
）
一
三
九
’
一
四
二

「
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
研
究
を
支
え
て
き
た
人
々
（
一
三
）
小
林
正
（
一
九
三
二

年
ｌ
）
」
岡
野
登
志
夫
『
中
外
医
薬
』
四
○
（
四
）
二
七
八
’
二
八
二

「
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
研
究
を
支
え
て
き
た
人
々
（
一
四
）
国
の
。
５
門
国
己
昌
匡
８

（
届
き
ｌ
）
」
森
井
浩
世
「
中
外
医
薬
』
四
○
（
九
）
五
六
三
’
五
六
六

「
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
研
究
を
支
え
て
き
た
人
々
（
一
五
）
国
の
冒
昌
島
尻
・
降
冒
○
ｍ
い

（
ら
患
Ｉ
）
」
山
田
幸
子
『
中
外
医
薬
』
四
○
（
一
○
）
六
三
○
’
六
三
四

「
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
研
究
を
支
え
て
き
た
人
々
（
一
六
）
須
田
立
雄
（
一
九
三
五

年
！
）
」
西
井
易
穂
『
中
外
医
薬
』
四
○
（
二
’
一
二
）
六
九
七
Ｉ

七
○
三

生
理
学
史

「
生
理
学
書
出
版
（
仮
）
年
表
ｌ
江
戸
か
ら
明
治
前
期
ま
で
ｌ
」
矢
部
一
郎

『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
三
（
三
）
三
六
七
’
三
八
○

地
方
史

「
郷
土
医
史
明
治
の
鹿
児
島
医
学
史
（
そ
の
三
一
）
Ｉ
（
そ
の
一
九
）
」

森
重
孝
『
鹿
児
島
市
医
報
』
二
六
（
二
）
六
一
’
六
五
、
二
六
（
三
）

三
三
’
三
四
、
二
六
（
四
）
四
八
’
五
一
、
二
六
（
六
）
四
一
’
四
四
、

’
’
六
（
七
）
三
九
’
四
一
、
二
六
（
九
）
八
二
’
八
四
、
二
六
（
一
○
）

五
三
’
五
六
、
二
六
（
一
こ
五
八
’
五
九

「
大
分
医
学
史
め
ぐ
り
の
旅
」
大
滝
紀
雄
『
保
団
連
』
（
二
五
六
）
五
二
’

五
六

治
療
史

「
平
安
時
代
の
治
療
学
書
」
宗
田
一
『
日
本
医
事
新
報
」
（
三
三
○
三
）

一
三
九

「
治
療
の
歴
史
高
気
圧
酸
素
治
療
」
榊
原
欣
作
『
治
療
学
』
一
八
（
一
）

一
二
七
’
一
三
三

「
治
療
の
歴
史
抗
コ
リ
ン
薬
」
川
合
満
、
新
実
彰
男
、
加
藤
元
一
『
治
療

学
』
一
八
（
二
）
二
六
○
’
二
六
三

「
治
療
の
歴
史
冠
拡
張
薬
」
今
井
昭
一
『
治
療
学
』
一
八
（
三
）
三
九
四
’

三
九
六

「
文
化
四
年
刊
「
素
人
即
座
療
治
」
に
つ
い
て
」
正
橋
剛
二
『
北
陸
医
史
』

八
（
一
）
三
四
’
三
九
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伝
記

．
九
八
六
年
ノ
ー
。
ヘ
ル
医
学
・
生
理
学
賞
陣
”
巳
ｇ
ｏ
ｏ
胃
ロ
人
と
業
績

（
一
）
」
平
田
結
喜
緒
『
医
学
界
新
聞
』
（
一
七
三
○
）
六

コ
九
八
六
年
ノ
ー
・
ヘ
ル
医
学
・
生
理
学
賞
Ｐ
の
畠
‐
旨
。
ｐ
且
。
目
人
と
業
績

（
二
）
」
堀
真
一
郎
『
医
学
界
新
聞
』
（
一
七
三
一
）
八

「
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
と
上
中
敬
三
」
中
山
沃
『
医
学
の
あ
ゆ
承
』
一
四
○
（
一
）

一
一
一
一

「
医
学
史
ミ
’
一
博
物
館
（
一
○
）
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ラ
ブ
レ
ー
と
外
科
」
大
村

敏
郎
『
医
学
の
あ
ゆ
承
」
一
四
○
（
三
）
一
五
三

「
医
学
史
ミ
ニ
博
物
館
（
二
）
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ラ
ブ
レ
ー
と
外
科
器
具
」

大
村
敏
郎
『
医
学
の
あ
ゆ
ぷ
」
一
四
○
（
八
）
六
二

「
医
学
史
ミ
ニ
博
物
館
（
一
二
）
。
ハ
ラ
ケ
ル
ス
ス
の
対
角
」
大
村
敏
郎
『
医

学
の
あ
ゆ
ゑ
』
一
四
○
（
一
二
）
九
○
五
‐

「
医
学
史
ミ
’
一
博
物
館
（
一
三
）
ヴ
ェ
ザ
リ
ウ
ス
の
師
」
大
村
敏
郎
『
医
学

の
あ
ゆ
ゑ
』
一
四
一
（
三
）
一
五
一

「
医
学
史
ミ
’
一
博
物
館
（
一
四
）
ヴ
ェ
ザ
リ
ウ
ス
の
『
フ
ァ
ブ
リ
カ
』
」
大

村
敏
郎
『
医
学
の
あ
ゆ
み
」
一
四
一
（
七
）
四
一
九

「
医
学
史
ミ
ニ
博
物
館
（
一
五
）
日
本
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
解
剖
の
世
紀
」
大

村
敏
郎
『
医
学
の
あ
ゆ
承
』
一
四
一
（
一
二
）
九
四
一

「
医
学
史
ミ
’
一
博
物
館
（
一
六
）
名
を
伏
せ
て
伝
わ
っ
た
パ
レ
全
集
」
大
村

敏
郎
『
医
学
の
あ
ゆ
承
』
一
四
二
（
三
）
一
五
五

「
医
学
史
ミ
’
一
博
物
館
（
一
七
）
パ
レ
伝
来
本
の
謎
」
大
村
敏
郎
『
医
学
の

あ
ゆ
承
』
一
四
二
（
一
二
）
八
七
○

「
医
学
史
ミ
’
一
博
物
館
（
一
八
）
聖
コ
ー
ム
の
一
七
○
○
年
祭
」
大
村
敏
郎

『
医
学
の
あ
ゆ
象
』
一
四
三
（
三
）
一
六
七

「
医
学
史
ミ
’
一
博
物
館
（
一
九
）
フ
ラ
ン
ソ
ア
一
世
の
橋
」
大
村
敏
郎
『
医

学
の
あ
ゆ
象
』
一
四
一
一
一
（
八
）
六
四
五

「
医
学
史
ミ
｝
一
博
物
館
（
二
○
）
ア
ン
ブ
ロ
ァ
ズ
・
パ
レ
の
生
地
と
立
像
」

大
村
敏
郎
『
医
学
の
あ
ゆ
ぷ
』
一
四
三
（
一
二
’
一
三
）
八
九
五

「
長
谷
川
徳
之
の
事
績
と
系
譜
」
寺
畑
喜
朔
『
髻
謹
」
（
七
二
）
九
’
一
三

「
適
塾
門
人
本
間
恒
哉
と
は
」
舟
木
茂
夫
「
い
わ
ち
ど
り
』
（
小
笠
医
師
会

誌
）
（
一
五
）
七
二
’
七
八

「
吉
田
顕
三
（
一
八
四
八
’
一
九
二
四
）
の
こ
と
」
丸
山
博
『
大
阪
大
学
史

紀
要
』
（
四
）
二
’
二
四

「
ヘ
ル
ム
ホ
ル
ッ
『
生
理
学
提
要
』
に
つ
い
て
（
九
）
」
山
口
宙
平
『
科
学

医
学
資
料
研
究
』
（
一
六
一
）
七
’
一
二

「
足
立
文
太
郎
博
士
と
著
作
」
酒
井
シ
ヅ
『
科
学
医
学
資
料
研
究
』

（
一
六
三
）
一
’
四

「
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ス
カ
ル
パ
（
シ
昌
○
凰
○
砕
肖
冒
弓
圏
ｌ
勗
圏
）
と
そ
の

業
績
」
（
一
）
、
（
二
）
飯
田
収
『
科
学
医
学
資
料
研
究
』
（
一
五
三
）
一
’

四
、
（
一
五
五
）
六
’
一
二

「
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ミ
ュ
ラ
ー
の
生
涯
・
思
想
・
業
績
に
つ
い
て
（
一
）
、
（
二
）
」

山
口
宙
平
『
科
学
医
学
資
料
研
究
』
（
一
五
五
）
一
’
五
、
（
一
五
七
）

八
’
一
二

「
別
課
医
学
科
卒
業
生
佐
藤
英
太
郎
明
治
の
生
野
鉱
山
産
業
医
」
三
浦
豊

彦
『
科
学
医
学
資
料
研
究
』
（
一
六
○
）
一
’
八

「
武
見
太
郎
の
足
跡
（
第
六
回
）
武
見
太
郎
の
遺
し
た
課
題
」
羽
田
春
兎
、

水
野
肇
『
か
ら
だ
の
科
学
』
（
一
三
二
）
一
○
二
’
二
一
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「
大
隈
重
信
公
の
脚
」
大
岳
康
子
『
看
護
』
三
九
（
七
）
七
四
’
七
九

「
李
時
珍
の
末
商
」
宮
下
三
郎
『
漢
方
の
臨
躰
』
三
四
（
二
）
八
七
’

九
三

「
口
絵
・
曲
直
瀬
一
渓
道
三
肖
像
、
曲
直
瀬
道
三
と
『
玉
機
微
義
』
、
道
三

書
状
、
岡
本
玄
冶
画
像
ほ
か
」
『
漢
方
の
臨
淋
』
三
四
（
一
二
）

八
一
八
’
八
二
一

「
今
大
路
家
、
曲
直
瀬
家
家
系
及
び
学
統
一
覧
（
三
つ
折
）
」
『
漢
方
の
臨

躰
』
三
四
（
一
二
）
八
二
五
’
八
二
六

「
曲
直
瀬
道
三
生
誕
四
八
○
年
記
念
特
集
号
の
発
刊
に
当
っ
て
」
矢
数
道
明

『
漢
方
の
臨
淋
』
三
四
（
一
二
）
八
二
九

「
曲
直
瀬
道
三
の
医
術
Ｉ
そ
の
概
要
ｌ
」
安
井
広
迪
『
漢
方
の
臨
躰
』
三
四

（
一
二
）
八
三
○
’
八
三
六

「
曲
直
瀬
道
三
の
二
脈
書
に
つ
い
て
」
圓
斉
・
佐
藤
貞
美
『
漢
方
の
臨
躰
』

三
四
（
一
二
）
八
三
七
’
八
四
七

「
『
啓
迪
集
』
の
構
成
に
つ
い
て
」
安
井
広
迪
『
漢
方
の
臨
躰
』
三
四

（
一
二
）
八
四
八
’
八
五
三

ヨ
啓
迪
集
』
及
び
『
切
紙
」
の
「
四
証
四
治
」
か
ら
ふ
た
心
下
の
腹
証
」

小
川
新
『
漢
方
の
臨
躰
』
三
四
（
一
二
）
八
五
四
’
八
五
八

コ
渓
道
三
伝
補
遺
」
宗
田
一
『
漢
方
の
臨
躰
』
三
四
（
一
二
）
八
六
○
’

八
六
三

「
『
切
紙
』
五
十
七
ケ
条
に
承
る
道
三
の
識
見
と
思
想
」
『
漢
方
の
臨
躰
』

三
四
（
一
二
）
八
六
四
’
八
六
六

「
北
村
宗
龍
を
め
ぐ
る
曲
直
瀬
道
三
関
係
の
資
料
」
大
谷
雅
彦
『
漢
方
の
臨

躰
』
三
四
（
一
二
）
八
六
八
’
八
七
三

「
曲
直
瀬
道
三
の
弟
子
達
」
編
集
部
『
漢
方
の
臨
淋
』
三
四
（
一
二
）

八
七
四
’
八
七
八

「
鉄
牛
禅
師
賛
岡
本
玄
冶
画
像
」
杉
立
路
山
『
漢
方
の
臨
躰
』
三
四

（
一
二
）
六
八
○
’
六
八
一

「
慶
應
義
塾
所
蔵
曲
直
瀬
家
文
書
に
つ
い
て
ｌ
論
旨
・
口
宣
案
と
玄
朔
門
下

誓
詞
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
高
橋
正
彦
『
漢
方
の
臨
躰
』
三
四
（
一
二
）

八
八
二
’
九
○
二

「
曲
直
瀬
養
安
院
家
の
人
を
ｌ
麻
布
天
真
寺
に
遣
存
す
る
資
料
等
か
ら
ｌ
」

小
曽
戸
洋
『
漢
方
の
臨
躰
』
三
四
（
一
二
）
九
○
三
’
九
二
二

「
曲
直
瀬
・
今
大
路
家
歴
代
の
遺
墨
解
説
」
矢
数
道
明
『
漢
方
の
臨
淋
』

三
四
（
一
二
）
九
二
四
’
九
三
三

「
曲
直
瀬
道
三
医
案
集
」
編
集
局
『
漢
方
の
臨
躰
』
三
四
（
一
二
）

九
三
四
’
九
六
二

「
初
代
道
三
後
の
曲
直
瀬
家
の
家
系
」
『
漢
方
の
臨
躰
」
三
四
（
二
一
）

九
六
四
’
九
六
五

「
曲
直
瀬
道
三
年
譜
」
矢
数
道
明
『
漢
方
の
臨
躰
』
三
四
（
一
二
）

九
六
六
’
九
六
七

弓
国
書
総
目
録
』
所
載
道
三
著
作
輯
」
『
漢
方
の
臨
躰
』
三
四
（
三
一
）

九
六
九
’
九
七
四

「
銀
海
・
人
・
と
ぎ
・
と
こ
ろ
（
三
一
）
川
辺
時
三
氏
ほ
か
」
三
国
政
吉

『
銀
海
』
（
一
二
）
三
五
’
三
七

「
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
魁
猛
者
列
伝
（
七
）
医
者
か
ら
書
店
経
営
へ
転
進
『
丸

善
』
・
早
矢
仕
有
的
」
山
西
堯
『
近
代
企
業
リ
サ
ー
チ
』
（
五
五
一
）

一
○
○
’
一
○
五
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寓
乏
罠
騨
日
ｏ
Ｏ
ａ
ｏ
ｐ
Ｆ
①
ロ
ロ
○
×
。
）
和
田
豊
治
Ｑ
旨
胃
昌
ｚ
国
貝
○
ｍ
ｇ
⑦
】
〕
８
五

（
二
）
二
三
五

農
く
胃
○
吋
ど
①
曽
且
①
『
国
且
①
昌
国
。
邑
旦
雪
》
半
田
肇
Ｑ
目
、
己
ｚ
①
胃
。
‐

唖
ｇ
①
旨
８
五
（
四
）
四
八
九

自
信
陣
『
己
○
一
』
哩
儲
少
号
旨
冒
》
，
佐
藤
昭
夫
Ｑ
目
の
巳
ｚ
の
日
○
門
］
①
口
８
五

（
五
）
六
一
九

農
匡
ｇ
叩
匡
園
胃
旨
①
門
》
）
石
井
毅
ｇ
目
。
匙
ｚ
の
貝
○
胃
】
①
国
８
五
（
六
）

七
三
○

罵
冒
秒
〆
里
①
胃
冒
乏
唖
ご
ご
小
田
雅
也
Ｑ
目
の
匙
ｚ
①
員
○
圏
８
８
五
（
七
）

八
四
八
’
八
四
九

「
小
川
鼎
三
」
中
井
準
之
助
Ｑ
目
。
匙
ｚ
①
胃
○
ｍ
ｇ
２
８
五
（
八
）

九
六
六

賓
冒
。
萄
旨
厚
目
ａ
旨
》
》
岩
田
誠
皀
目
。
呉
ｚ
①
目
。
“
ｇ
ｇ
ｏ
①
五
（
九
）

一
○
八
四
ｊ
く
一
○
八
五

「
味
岡
三
伯
と
そ
の
周
辺
の
こ
と
ど
も
」
近
藤
鋭
矢
『
啓
迪
』
（
五
）
一
’

八
「
山
脇
東
洋
と
若
狭
」
杉
立
義
一
『
啓
迪
』
（
五
）
九
’
一
三

「
検
査
を
築
い
た
人
び
と
血
沈
検
査
法
を
考
案
し
た
エ
ド
ム
ン
ド
・
ビ
ー

ル
ナ
キ
ィ
」
酒
井
シ
ヅ
『
検
査
と
技
術
』
一
五
（
一
）
一
六

「
検
査
を
築
い
た
人
び
と
斜
位
の
検
査
法
を
は
じ
め
た
眼
科
医
ア
ル
ブ
レ

ヒ
ト
・
フ
ォ
ン
・
グ
レ
ー
プ
｝
一
」
深
瀬
泰
旦
『
検
査
と
技
術
』
一
五

（
二
）
一
二
八

「
検
査
を
築
い
た
人
び
と
眼
の
近
点
測
定
法
を
考
案
し
た
フ
ー
フ
ン
シ
ス
ク

ス
・
ド
ン
デ
ル
ス
」
深
瀬
泰
旦
『
検
査
と
技
術
』
一
五
（
三
）
二
四
○

「
検
査
を
築
い
た
人
び
と
細
胞
分
裂
を
初
め
て
顕
微
鏡
的
に
明
ら
か
に
し

た
ウ
ォ
ル
タ
ー
。
フ
レ
ミ
ン
グ
」
酒
井
シ
ヅ
『
検
査
と
技
術
』
一
五
（
四
）

三
一
八
。

「
検
査
を
築
い
た
人
び
と
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
と
酸
素
の
結
合
を
解
明
し
た

フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
ホ
ッ
・
ヘ
ー
ザ
イ
ラ
ー
」
深
瀬
泰
旦
『
検
査
と
技
術
』
一
五

（
五
）
四
一
六

「
検
査
を
築
い
た
人
び
と
細
隙
灯
に
よ
っ
て
角
膜
斜
照
法
を
開
発
し
た

ア
ル
ヴ
ァ
ー
ル
・
グ
ル
ス
ト
ラ
ン
ド
」
深
瀬
泰
且
『
検
査
と
技
術
』
一
五

（
六
）
七
三
三

「
検
査
を
築
い
た
人
び
と
視
力
検
査
表
を
考
案
し
た
ヘ
ル
マ
ン
・
ス
ネ
レ

ン
」
深
瀬
泰
旦
『
検
査
と
技
術
』
一
五
（
七
）
七
八
八

「
検
査
を
築
い
た
人
び
と
組
織
培
養
の
先
駆
者
ロ
ス
・
ハ
リ
ソ
ン
」
酒
井

シ
ヅ
『
検
査
と
技
術
』
一
五
（
八
）
八
八
○
，

「
検
査
を
築
い
た
人
び
と
独
自
の
耳
鏡
を
開
発
し
た
ジ
ョ
セ
フ
・
ト
イ
ン

ビ
ー
」
深
瀬
泰
旦
『
検
査
と
技
術
」
一
五
（
九
）
九
九
○

「
検
査
を
築
い
た
人
び
と
喉
頭
鏡
を
発
明
し
た
声
楽
家
マ
｝
一
ユ
エ
ル
・
ガ

ル
シ
ア
」
深
瀬
泰
旦
『
検
査
と
技
術
」
一
五
（
一
○
）
一
○
八
二

「
検
査
を
築
い
た
人
び
と
喉
頭
鏡
を
臨
床
医
学
に
応
用
し
た
ル
ー
ト
ヴ
ィ

ヒ
・
チ
ュ
ル
ク
」
深
瀬
泰
旦
『
検
査
と
技
術
』
一
五
（
二
）
一
一
七
二

「
検
査
を
築
い
た
人
び
と
喉
頭
鏡
を
臨
床
医
学
に
応
用
し
た
ヨ
ハ
ン
・
シ

ェ
ル
マ
ー
ク
」
深
瀬
泰
旦
『
検
査
と
技
術
』
一
五
（
二
一
）
一
二
六
四

「
検
査
を
築
い
た
人
び
と
医
学
の
偉
大
な
父
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
」
酒
井
シ
ヅ

『
検
査
と
技
術
」
一
五
（
一
三
）
一
三
五
六

「
レ
ン
ト
ゲ
ン
の
生
涯
と
業
績
」
（
二
）
胃
己
駕
聾
『
①
岸
罰
『
サ
ク
ラ
ｘ
レ
イ
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写
真
研
究
』
三
八
（
一
）
三
四
’
三
六

「
日
本
の
夜
明
け
と
ウ
ィ
リ
ァ
ム
・
ウ
ィ
リ
ス
」
杉
立
義
一
』
員
。
（
宕
冒
邑

堺
号
邑
冨
①
ａ
ｎ
巴
Ｃ
ｏ
ｏ
胃
国
昏
①
雷
“
Ｃ
ａ
員
○
国
）
（
二
四
）
二
五
’

一
一
一
ハ

「
英
医
ウ
ィ
リ
ァ
ム
・
ゥ
イ
リ
ス
ー
日
本
近
代
西
洋
医
学
の
夜
明
け
ｌ
」
尾

辻
省
吾
『
消
化
器
集
団
検
診
』
（
七
四
）
七
一
’
七
五

「
林
紀
と
パ
リ
の
墓
」
土
屋
重
朗
『
静
岡
県
医
史
学
懇
話
会
会
誌
』
（
三
）

二
’
六

「
陸
門
乏
旨
画
日
○
“
胃
’
一
枚
絵
の
歴
程
オ
ス
ラ
ー
卿
の
謎
の
石
版
刷
り

肖
像
画
ｌ
」
向
井
紀
二
『
医
学
界
新
聞
』
（
一
七
五
四
）
二
’
三

「
適
塾
門
人
・
本
間
恒
哉
と
は
」
舟
木
茂
夫
『
静
岡
県
医
史
学
懇
話
会
会
誌
』

（
三
）
六
’
一
○

「
西
目
く
ｇ
ｏ
扁
冨
畠
最
後
の
日
」
国
・
冨
・
凶
日
日
の
再
日
脚
目
目
〕
員
・
ロ
．
著

向
井
紀
二
訳
『
東
京
医
科
大
学
雑
誌
』
四
五
（
二
）
一
五
九
’
一
六
九

「
シ
ー
ポ
ル
ト
雑
記
帖
一
東
印
度
会
社
と
来
日
の
い
き
さ
つ
」
吉
岡
達
夫

『
東
洋
薬
事
報
』
二
八
（
四
）
二
四
’
二
六

「
シ
ー
ポ
ル
ト
雑
記
帖
二
商
館
長
の
文
書
と
鳴
瀧
塾
」
吉
岡
達
夫
『
東
洋

薬
事
報
』
二
八
（
五
）
二
四
’
二
六

「
シ
ー
ポ
ル
ト
雑
記
帖
三
出
島
と
シ
ー
ボ
ル
ト
の
評
判
」
吉
岡
達
夫
『
東

洋
薬
事
報
』
二
八
（
六
）
二
四
’
二
六

「
シ
ー
ボ
ル
ト
雑
記
帖
四
鳴
瀧
塾
の
由
来
と
当
初
の
生
徒
た
ち
」
吉
岡
達

夫
『
東
洋
薬
事
報
』
二
八
（
七
）
二
四
’
二
六

「
シ
ー
ボ
ル
ト
雑
記
帖
五
門
下
生
た
ち
の
レ
ポ
ー
ト
」
吉
岡
達
夫
『
東
洋

薬
事
報
』
二
八
（
八
）
二
四
’
二
六

「
シ
ー
ポ
ル
ト
雑
記
帖
六
青
年
医
者
本
間
棗
軒
と
洋
風
絵
師
川
原
慶
賀
」

吉
岡
達
夫
『
東
洋
薬
事
報
』
二
八
（
九
）
二
四
’
二
六

「
シ
ー
ポ
ル
ト
雑
記
帖
七
『
江
戸
参
府
紀
行
』
Ｉ
’
一
ツ
ポ
ン
研
究
の
熱
意

橋
の
種
類
」
吉
岡
達
夫
『
東
洋
薬
事
報
』
二
八
（
一
○
）
二
四
’
二
六

「
シ
ー
ポ
ル
ト
雑
記
帖
八
『
江
戸
参
府
紀
行
』
Ⅱ
壇
ノ
浦
の
海
流
調
査
と

女
郎
の
開
祖
」
吉
岡
達
夫
『
東
洋
薬
事
報
』
二
八
（
二
）
二
四
’
二
六

「
シ
ー
ポ
ル
ト
雑
記
帖
九
『
江
戸
参
府
紀
行
』
Ⅲ
非
人
差
別
、
ニ
ッ
ポ
ン

の
梅
毒
」
吉
岡
達
夫
『
東
洋
薬
事
報
』
二
八
（
一
二
）
二
四
Ｉ
二
六

「
シ
ー
ポ
ル
ト
雑
記
帖
一
○
『
江
戸
参
府
紀
行
』
Ⅳ
ク
ロ
ノ
メ
ー
テ
ル
で

観
測
、
山
椒
魚
、
二
冊
の
画
本
」
吉
岡
達
夫
『
東
洋
薬
事
報
』
’
’
九
（
一
）

二
四
’
二
六

「
シ
ー
ポ
ル
ト
雑
記
帖
二
侍
姫
へ
指
輪
進
呈
原
の
植
物
園
」
吉
岡
達

夫
『
東
洋
薬
事
報
』
二
九
（
二
）
二
四
’
二
六

「
シ
ー
ボ
ル
ト
雑
記
帖
一
二
箱
根
山
の
植
物
採
集
薩
摩
侯
、
中
津
侯
と

の
面
談
」
吉
岡
達
夫
『
東
洋
薬
事
報
』
’
一
九
（
三
）
二
四
’
二
六

「
井
栗
村
漢
方
医
桑
原
春
随
日
記
と
そ
の
周
辺
」
蒲
原
宏
『
新
潟
県
医
師
会

報
』
（
四
四
四
）
四
四
’
四
六

「
我
が
国
産
科
の
草
分
け
賀
川
玄
悦
の
生
涯
」
神
野
潔
『
日
経
メ
デ
ィ
カ

ル
」
一
六
（
七
）
二
一
○
’
一
二
一

「
野
口
英
世
二
枚
の
写
真
」
菅
正
明
『
日
経
メ
デ
ィ
カ
ル
』
一
六
（
九
）

二
二
四
’
二
二
六

「
魯
迅
先
生
と
仙
台
」
石
田
名
香
雄
『
日
中
医
学
』
｜
’
（
二
）
一
三
’
一
六

「
秦
佐
八
郎
の
生
涯
と
業
績
」
秦
藤
樹
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
三
（
ご

一
’
三
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「
赤
穂
義
士
を
支
援
し
た
元
赤
穂
藩
医
・
寺
井
玄
渓
」
木
下
勤
『
日
本
医
史

学
雑
誌
』
三
三
（
一
）
四
五
’
四
七

「
昌
益
医
学
論
の
位
置
と
『
四
行
論
』
に
つ
い
て
」
丸
山
敏
秋
「
日
本
医
史

学
雑
誌
』
三
三
（
一
）
四
八
’
五
○

「
医
師
ト
ー
マ
ス
．
Ｂ
・
ダ
ン
の
経
歴
（
第
二
報
）
」
泉
彪
之
助
『
日
本
医

史
学
雑
誌
』
三
三
（
己
六
三
’
六
五

「
解
剖
学
者
河
口
信
任
の
河
口
家
家
譜
」
川
島
恂
二
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

三
三
（
一
）
六
九
’
七
三

「
工
部
省
お
雇
英
医
パ
ー
セ
ル
（
一
八
四
一
’
七
七
）
と
そ
の
業
績
」
蒲
原

宏
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
三
（
一
）
九
八
’
一
○
○

「
後
藤
新
平
『
命
価
説
』
の
役
割
」
日
野
秀
逸
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
三

（
一
）
一
○
三
ｊ
ｔ
一
○
五

「
米
医
，
．
Ｂ
・
シ
モ
ン
ズ
ー
と
く
に
十
全
医
院
（
横
浜
）
に
於
け
る
業
績

並
び
に
福
沢
諭
吉
と
の
関
係
に
つ
い
て
ｌ
」
荒
井
保
男
『
日
本
医
史
学
雑

誌
』
三
三
（
二
）
二
二
’
一
七
一

「
長
崎
浩
斎
と
新
発
見
の
『
蘭
東
事
始
』
に
つ
い
て
」
津
田
進
三
『
日
本
医

史
学
雑
誌
』
三
三
（
二
）
二
二
三
’
二
三
四

「
秦
佐
八
郎
の
生
涯
と
業
績
」
秦
藤
樹
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
三
（
三
）

二
八
一
’
二
九
三

「
華
岡
青
洲
と
医
療
の
ジ
レ
ン
マ
」
松
木
明
知
『
日
本
医
事
新
報
』
（
三
二

八
四
）
六
三
’
六
四

「
Ｇ
・
ラ
モ
ン
と
フ
ォ
ル
マ
リ
ン
（
上
）
Ｇ
・
ラ
モ
ン
の
生
い
立
ち
と
業
績
」

海
老
沢
功
『
日
本
医
事
新
報
』
（
三
二
八
八
）
五
九
’
六
二

「
Ｇ
・
ラ
モ
ン
と
フ
ォ
ル
マ
リ
ン
（
下
）
管
理
者
と
し
て
の
ラ
モ
ン
と
そ
の

晩
年
」
海
老
沢
功
『
日
本
医
事
新
報
』
（
三
二
八
九
）
六
七
’
七
○

「
長
崎
に
て
ｌ
シ
ー
ポ
ル
ト
と
ジ
ュ
ネ
ー
バ
と
ｌ
」
石
田
純
郎
『
日
本
医
事

新
報
」
（
三
二
九
二
）
七
○

「
水
野
広
徳
小
伝
」
半
田
正
文
『
日
本
医
事
新
報
』
（
三
二
九
三
）
七
○

「
新
潟
県
黒
川
村
の
石
油
採
掘
指
導
を
し
た
英
人
医
師
シ
ン
ク
ル
ト
ン
の

謎
」
蒲
原
宏
『
日
本
医
事
新
報
』
（
三
三
○
四
）
六
一
’
六
五

「
赤
穂
義
士
伝
外
史
（
四
）
」
木
下
勤
『
日
本
医
事
新
報
』
（
三
三
○
七
）

六
二
’
六
六

「
続
・
志
賀
潔
と
昭
和
医
筬
（
正
）
、
（
続
）
」
岡
崎
勲
『
日
本
医
事
新
報
』

（
三
三
○
三
）
六
四
、
（
三
三
一
三
）
六
六

「
野
口
英
世
の
．
へ
ル
ー
に
お
け
る
足
跡
（
上
）
、
（
下
）
」
美
濃
部
欣
平
『
日

本
医
事
新
報
』
（
三
三
一
○
）
五
九
’
六
一
、
（
三
三
二
）
六
二
’
六
四

「
明
治
初
期
の
官
立
脚
気
病
院
の
設
立
と
医
学
的
意
義
（
上
）
、
（
中
）
、
（
下
）
」

山
下
政
三
『
日
本
医
事
新
報
』
（
三
三
一
六
）
五
九
’
六
三
、
（
三
三
一
七
）

六
一
’
六
四
、
（
三
三
一
八
）
六
六
’
六
八

「
大
医
許
竣
Ｉ
学
績
と
人
倫
詩
ｌ
」
三
木
栄
『
日
本
医
事
新
報
』
（
三
三

一
六
）
六
四

「
ジ
ェ
ー
ム
ス
。
Ｅ
・
ガ
レ
ッ
ト
ソ
ン
の
著
作
の
編
集
史
的
・
書
誌
学
的
研

究
」
森
山
徳
長
、
長
谷
川
正
康
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
々
誌
』
一
四
（
一
）

二
三
’
二
四

「
赤
尾
酔
仙
先
生
を
偲
ぶ
」
長
谷
川
俊
夫
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
を
誌
』

一
四
（
一
）
三
三

「
大
槻
玄
澤
の
学
風
と
東
洋
医
学
へ
の
理
解
」
大
塚
恭
男
『
日
本
東
洋
医
学

雑
誌
』
三
七
（
三
）
二
二
三
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「
心
を
め
ぐ
る
医
学
の
歴
史
（
一
）
ラ
エ
ネ
ッ
ク
と
聴
診
器
」
大
村
敏
郎

国
８
鼻
ｚ
巨
邑
品
一
（
一
）
五
七
’
六
○

「
心
を
め
ぐ
る
医
学
の
歴
史
（
二
）
外
科
の
守
護
聖
人
サ
ン
・
コ
ー
ム
の
移

植
伝
説
」
大
村
敏
郎
国
８
鼻
ｚ
匡
邑
畠
一
（
二
）
一
八
一
’
一
八
五

「
名
医
列
伝
独
創
し
た
草
医
三
浦
梅
園
」
蔵
方
宏
昌
『
ば
ん
ぶ
う
』

（
七
一
）
一
七
六
一
’
七
七

「
名
医
列
伝
洋
方
医
の
地
位
を
高
め
た
蘭
方
医
伊
東
玄
朴
」
蔵
方
宏
昌

『
ば
ん
ぶ
う
』
（
七
二
）
一
六
八
’
一
七
○

「
名
医
列
伝
条
約
締
結
に
尽
力
し
た
蘭
方
医
箕
作
院
甫
」
蔵
方
宏
昌

『
ば
ん
ぶ
う
』
（
七
三
）
一
六
八
’
一
六
九

「
名
医
列
伝
散
瞳
薬
伝
授
に
命
を
か
け
た
眼
科
医
土
生
玄
碩
」
蔵
方
宏

昌
『
ば
ん
ぶ
う
』
（
七
四
）
一
七
六
’
一
七
七

「
名
医
列
伝
イ
ン
ク
・
シ
ミ
検
査
法
の
発
明
者
ロ
ー
ル
シ
ャ
ッ
ハ
」
蔵

方
宏
昌
『
ば
ん
ぶ
う
』
（
七
五
）
一
五
六
’
一
五
七

「
名
医
列
伝
中
国
医
学
を
日
本
化
さ
せ
た
曲
直
瀬
道
三
」
蔵
方
宏
昌
『
ば

ん
ぶ
う
』
（
七
六
）
一
三
八
’
一
三
九

「
名
医
列
伝
漢
方
医
学
の
改
革
者
吉
益
東
洞
」
蔵
方
宏
昌
『
ば
ん
ぶ

う
』
（
七
七
）
一
五
四
’
一
五
五

「
名
医
列
伝
漢
方
医
害
の
考
証
学
を
集
大
成
森
立
之
」
蔵
方
宏
昌
『
ば

ん
ぶ
う
』
（
七
八
）
一
三
八
’
一
三
九

「
ト
ー
マ
ス
．
Ｂ
・
ダ
ン
ー
魯
迅
を
診
察
し
た
ア
メ
リ
カ
人
医
師
ｌ
」
泉
彪

之
助
『
福
井
県
立
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
（
一
二
）
八
五
’
一
○
三

「
郷
土
の
先
哲
医
家
貝
原
益
軒
（
三
）
」
中
西
啓
『
福
岡
医
師
漢
方
研
会

会
報
』
八
（
一
）
八

「
郷
土
の
先
哲
医
家
香
月
牛
山
」
中
西
啓
『
福
岡
医
師
漢
方
研
会
会
報
』

八
（
二
）
一
一

「
郷
土
の
先
哲
医
家
緒
方
春
朔
」
中
西
啓
『
福
岡
医
師
漢
方
研
会
会
報
』

八
（
三
）
一
九

「
郷
土
の
先
哲
医
家
シ
ー
ボ
ル
ト
門
人
武
谷
元
立
」
中
西
啓
『
福
岡
医
師

漢
方
研
会
会
報
』
八
（
四
）
八

「
郷
土
の
先
哲
医
家
ボ
ン
・
へ
の
門
人
た
ち
」
中
西
啓
『
福
岡
医
師
漢
方
研

会
会
報
』
八
（
五
）
三

「
郷
土
の
先
哲
医
家
宮
崎
安
貞
」
中
西
啓
『
福
岡
医
師
漢
方
研
会
会
報
』

八
（
六
）
六

「
郷
土
の
先
哲
医
家
文
政
期
福
岡
出
身
の
江
戸
医
た
ち
」
中
西
啓
『
福
岡

医
師
漢
方
研
会
会
報
』
八
（
七
）
二
’
一
二

「
山
碕
幹
先
生
の
学
生
時
代
の
日
誌
と
エ
ル
ウ
ィ
ン
．
、
ヘ
ル
ツ
教
授
と
の
挿

話
に
つ
い
て
」
加
藤
豊
明
『
北
陸
医
史
」
八
（
一
）
二
六
’
三
三

「
松
陰
医
談
に
つ
い
て
」
岩
治
勇
一
『
北
陸
医
史
』
八
（
一
）
四
○
’
四
二

「
天
徳
夫
人
の
入
輿
に
随
従
し
て
来
沢
し
た
神
宮
医
久
志
本
常
範
に
つ
い

て
」
加
藤
豊
明
『
北
陸
医
史
』
八
（
一
）
四
三
’
五
五

「
福
沢
諭
吉
と
医
学
」
本
岡
三
郎
『
北
陸
医
史
』
八
（
一
）
三
’
六

「
柏
倉
忠
粛
の
こ
と
並
び
に
そ
の
血
族
に
つ
い
て
（
一
）
忠
粛
と
札
幌
」
小

竹
英
夫
『
北
海
道
医
報
』
（
六
四
四
）
三
○
’
三
一

「
柏
倉
忠
粛
の
こ
と
並
び
に
そ
の
血
族
に
つ
い
て
（
二
）
忠
粛
の
経
歴
」
小

竹
英
夫
『
北
海
道
医
報
』
（
六
四
五
）
一
四
’
一
五

「
柏
倉
忠
粛
の
こ
と
並
び
に
そ
の
血
族
に
つ
い
て
（
三
）
忠
粛
の
医
学
修
業
」

小
竹
英
夫
『
北
海
道
医
報
』
（
六
四
六
）
八
’
九
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「
柏
倉
忠
粛
の
こ
と
並
び
に
そ
の
血
族
に
つ
い
て
（
四
）
箱
館
医
学
所
と
忠

粛
」
小
竹
英
夫
『
北
海
道
医
報
』
（
六
四
七
）
二
○
’
一
二

「
柏
倉
忠
粛
の
こ
と
並
び
に
そ
の
血
族
に
つ
い
て
（
五
）
忠
粛
札
幌
へ
」
小

竹
英
夫
『
北
海
道
医
報
」
（
六
四
八
）
三
○
’
三
一

「
柏
倉
忠
粛
の
こ
と
並
び
に
そ
の
血
族
に
つ
い
て
（
六
）
忠
粛
と
み
た
び
柏

倉
姓
の
読
承
方
に
つ
い
て
」
小
竹
英
夫
『
北
海
道
医
報
』
（
六
四
九
）

五
二
’
五
三
一

「
柏
倉
忠
粛
の
こ
と
並
び
に
そ
の
血
族
に
つ
い
て
（
七
）
忠
粛
の
娘
は
神
雄

仁
の
娘
か
」
小
竹
英
夫
『
北
海
道
医
報
』
（
六
五
○
）
四
四

「
柏
倉
忠
粛
の
こ
と
並
び
に
そ
の
血
族
に
つ
い
て
（
八
）
忠
粛
と
肝
付
海
軍

中
将
と
の
関
係
」
小
竹
英
夫
『
北
海
道
医
報
』
（
六
五
一
）
ニ
ハ
ー
一
七

「
柏
倉
忠
粛
の
こ
と
並
び
に
そ
の
血
族
に
つ
い
て
（
九
）
忠
粛
の
戒
名
判
明
」

小
竹
英
夫
『
北
海
道
医
報
』
（
六
五
三
）
二
○
’
一
二

「
柏
倉
忠
粛
の
こ
と
並
び
に
そ
の
血
族
に
つ
い
て
（
十
）
忠
粛
の
家
系
」
小

竹
英
夫
『
北
海
道
医
報
』
（
六
五
四
）
三
一
’
一
三

「
柏
倉
忠
粛
の
こ
と
並
び
に
そ
の
血
族
に
つ
い
て
（
十
一
）
忠
粛
の
開
業
は

い
つ
だ
ろ
う
か
」
小
竹
英
夫
『
北
海
道
医
報
』
（
六
五
五
）
四
六
’
四
七

「
柏
倉
忠
粛
の
こ
と
並
び
に
そ
の
血
族
に
つ
い
て
（
十
二
）
忠
粛
の
長
女
千

代
と
次
女
満
津
」
小
竹
英
夫
『
北
海
道
医
報
』
（
六
五
六
）
三
四
’
三
五

「
柏
倉
忠
粛
の
こ
と
並
び
に
そ
の
血
族
に
つ
い
て
（
十
三
）
シ
ュ
ン
の
北
大

病
院
勤
務
に
つ
い
て
」
小
竹
英
夫
『
北
海
道
医
報
』
（
六
五
七
）
一
三
ハ
ー

三
七

「
柏
倉
忠
粛
の
こ
と
並
び
に
そ
の
血
族
に
つ
い
て
（
十
四
）
シ
ュ
ン
の
北
大

病
院
で
の
職
種
は
」
小
竹
英
夫
『
北
海
道
医
報
』
（
六
五
八
）
三
二
Ｉ

一
一
一
一
一
一

「
柏
倉
忠
粛
の
こ
と
並
び
に
そ
の
血
族
に
つ
い
て
（
十
五
）
香
椎
原
仲
吉
の

出
身
地
」
小
竹
英
夫
『
北
海
道
医
報
』
（
六
五
九
）
二
八
’
二
九

「
柏
倉
忠
粛
の
こ
と
並
び
に
そ
の
血
族
に
つ
い
て
（
十
六
）
仲
吉
の
両
親
は

ど
う
し
て
聚
富
に
住
み
つ
い
た
の
だ
ろ
う
」
小
竹
英
夫
『
北
海
道
医
報
」

（
六
六
○
）
二
○
’
二
一

「
柏
倉
忠
粛
の
こ
と
並
び
に
そ
の
血
族
に
つ
い
て
（
十
七
）
仲
吉
の
札
幌
で

の
最
初
の
仕
事
」
小
竹
英
夫
『
北
海
道
医
報
』
（
六
六
一
）
二
八
’
二
九

「
柏
倉
忠
粛
の
こ
と
並
び
に
そ
の
血
族
に
つ
い
て
（
十
八
）
仲
吉
の
札
幌
で

の
第
二
の
仕
事
」
小
竹
英
夫
『
北
海
道
医
報
』
（
六
六
二
）
四
一
’
四
二

「
柏
倉
忠
粛
の
こ
と
並
び
に
そ
の
血
族
に
つ
い
て
（
十
九
）
仲
吉
・
シ
ュ
ン

の
教
職
と
任
地
」
小
竹
英
夫
『
北
海
道
医
報
』
（
六
六
三
）
三
二
’
三
三

「
医
史
跡
紀
行
（
一
）
北
海
道
高
松
凌
雲
と
函
館
の
医
師
た
ち
」
西
来
武

治
冒
の
ｇ
ｏ
巴
ｚ
の
乏
廻
（
二
九
五
）
一
五
’
一
八

「
医
史
跡
紀
行
（
二
）
緒
方
洪
庵
と
適
塾
」
西
来
武
治
旨
ａ
－
３
－
ｚ
①
名
唖

（
二
九
六
）
一
五
’
一
八

「
医
史
跡
紀
行
（
三
）
和
歌
山
華
岡
青
洲
の
『
活
物
窮
理
」
」
西
来
武
治

冒
Ｃ
＆
Ｃ
匙
ｚ
①
ミ
い
（
二
九
七
）
一
五
’
一
八

「
Ｇ
・
ラ
モ
ン
の
生
地
訪
問
記
」
海
老
沢
功
冒
。
ｇ
§
胃
借
『
騨
号
圏
言
い

一
一
五
（
五
）
三
七
七
’
三
八
一

「
フ
レ
ミ
ン
グ
の
発
見
」
藤
島
暢
『
ミ
ク
ロ
ス
コ
ピ
ア
』
四
（
一
）
三
六
，
！

三
八

「
Ｃ
・
Ｐ
・
ツ
ュ
ン
ベ
リ
ー
と
日
本
（
第
一
報
）
ツ
ュ
ソ
↑
ヘ
リ
ー
来
日
の
背

景
」
高
橋
文
、
川
瀬
清
『
薬
史
学
雑
誌
』
一
三
（
一
）
三
八
’
四
八
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「
シ
ー
ポ
ル
ト
の
京
都
滞
在
と
荷
蘭
館
」
片
桐
一
男
『
洋
学
史
研
究
』
（
四
）

一
’
一
三

「
『
蘭
山
先
生
日
記
』
に
見
る
慾
斎
（
１
）
、
（
Ⅱ
）
、
（
Ⅲ
）
」
遠
藤
正
治
『
慾

斎
研
究
会
だ
よ
り
』
（
三
六
）
二
’
六
、
（
三
七
）
五
、
（
三
九
）
四
’
七

「
慾
斎
の
描
い
た
バ
ラ
モ
ン
ジ
ン
」
井
波
一
雄
『
慾
斎
研
究
会
だ
よ
り
』

（
三
九
）
二
’
三
、
七

「
ポ
ー
ド
イ
ン
と
私
」
石
田
純
郎
『
横
浜
開
港
資
料
館
館
報
』
（
一
九
）
六

「
先
人
の
業
績
を
し
の
ん
で
恩
師
大
平
得
三
先
生
の
思
い
出
」
猿
田
南
海

雄
『
臨
床
と
研
究
』
六
四
（
四
）
赤
。
ヘ
ー
ジ

「
先
人
の
業
績
を
し
の
ん
で
田
原
淳
先
生
の
心
臓
の
研
究
」
問
田
直
幹

『
臨
床
と
研
究
』
六
四
（
七
）
赤
。
ヘ
ー
ジ

「
先
人
の
業
績
を
し
の
ん
で
恩
師
神
中
正
一
教
授
を
偲
び
て
」
天
児
民
和

『
臨
床
と
研
究
』
六
四
（
二
）
赤
．
ヘ
ー
ジ

伝
記
（
双
）

「
ビ
ゲ
ロ
ー
三
代
記
ｌ
急
ｎ
号
）
国
の
昼
ご
）
君
臣
鱒
日
日
本
の
美
術
に
魅
せ
ら

れ
た
葛
旨
画
日
陣
国
魁
○
ミ
ー
医
の
家
に
育
ま
れ
仏
道
に
帰
依
し
た
そ
の

数
奇
な
生
涯
ｌ
」
向
井
紀
二
国
。
聖
〕
翼
目
鼻
教
授
追
悼
講
演
よ
り

『
医
学
界
新
聞
』
（
一
七
三
二
）
八
’
九

「
洪
庵
と
フ
ー
プ
｝
｛
ラ
ン
ド
」
緒
方
富
雄
『
け
ん
さ
』
一
七
（
一
）
二
五
’

三
○

「
僚
堂
日
暦
登
場
人
物
索
引
ｌ
静
岡
県
地
域
医
歯
薬
関
係
の
部
ｌ
」
舟
木
茂

夫
『
静
岡
県
医
史
学
懇
話
会
会
誌
』
（
三
）
一
○
’
一
七

「
シ
ー
ポ
ル
ト
と
宇
田
川
椿
庵
の
会
見
」
石
田
純
郎
『
津
山
洋
学
資
料
館
友

の
会
だ
よ
り
』
（
一
○
）
四
’
五

「
・
く
り
の
ヴ
ァ
ル
・
ド
・
グ
ラ
ス
の
医
人
達
」
大
村
敏
郎
『
日
本
医
史
学
雑

誌
』
三
三
（
一
）
六
一
’
六
三

「
神
奈
川
県
に
お
け
る
梅
毒
病
院
の
医
師
」
深
瀬
泰
旦
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

三
三
（
一
）
八
四
’
八
五

「
明
治
前
半
期
欧
州
医
学
留
学
生
に
つ
い
て
ｌ
東
大
初
の
医
学
留
学
生
・
新

藤
二
郎
氏
を
中
心
に
ｌ
」
新
実
藤
昭
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
一
一
一
（
一
）

八
六
’
八
七

「
古
代
日
本
医
家
伝
糾
誤
三
題
」
小
曽
戸
洋
一
“
日
本
医
史
学
雑
誌
」
三
三

（
三
）
三
五
四
’
三
六
六

「
水
戸
徳
川
家
の
御
側
医
」
石
島
弘
『
日
本
医
事
新
報
』
（
三
一
三
二
）

一
三
七
’
一
三
八

「
浅
田
宗
伯
と
熊
谷
謙
斎
」
中
村
善
紀
『
日
本
医
事
新
報
』
（
一
三
三
三
）

五
九
’
六
三

「
明
治
期
御
雇
医
師
夫
妻
の
生
活
（
二
七
）
、
（
二
八
）
ド
ク
ト
ル
・
シ
ュ
ル

ッ
ェ
夫
人
の
手
紙
」
ト
ス
カ
・
ヘ
ゼ
キ
ー
ル
『
日
本
医
事
新
報
』
（
三
二

七
四
）
六
六
’
六
九
、
（
三
二
七
七
）
七
○
’
七
四

「
ア
ン
ブ
ロ
ワ
ー
ズ
・
パ
ー
レ
ー
ｌ
戦
場
の
救
護
者
ｌ
」
ウ
ェ
ル
ナ
ー
・
Ｐ
・

グ
ロ
コ
ー
ル
、
羽
生
順
一
（
訳
）
『
日
本
医
事
新
報
』
（
三
二
七
八
）
六
一
’

六
五

「
ゲ
ー
テ
の
友
人
医
師
た
ち
」
本
間
邦
則
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
々
誌
』

一
三
（
四
）
二
一
四
’
一
二
七

「
医
学
近
代
化
と
外
人
た
ち
（
二
○
）
お
雇
い
外
人
教
師
シ
ュ
ル
ッ
ェ
、

ス
ク
リ
、
ハ
ー
」
酒
井
シ
ヅ
『
臨
床
科
学
』
二
三
（
一
）
一
○
七
’
一
○
九

「
医
学
近
代
化
と
外
人
た
ち
（
二
一
）
サ
ヴ
ァ
テ
ィ
テ
、
マ
ッ
セ
、
メ
ク
ル
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医
療
の
中
の
フ
ラ
ン
ス
」
大
村
敏
郎
『
臨
床
科
学
』
二
三
（
二
）

二
三
七
’
二
四
一

「
医
学
近
代
化
と
外
人
た
ち
（
一
三
）
セ
ジ
ュ
イ
ッ
ク
、
ヒ
ル
、
ロ
ー
レ
ン

ソ
ン
」
深
瀬
泰
旦
『
臨
床
科
学
』
’
’
三
（
三
）
三
六
九
’
三
七
三

「
医
学
近
代
化
と
外
人
た
ち
（
二
三
）
来
日
宣
教
医
（
一
）
ア
メ
リ
カ
ン
・

ボ
ー
ド
の
人
び
と
ゞ
ヘ
リ
ー
、
ゴ
ー
ド
ン
、
テ
イ
ラ
ー
、
ア
ダ
ム
ス
、
ス

カ
ッ
ダ
ー
」
長
門
谷
洋
治
『
臨
床
科
学
』
二
三
（
四
）
五
一
○
’
五
一
六

「
医
学
近
代
化
と
外
人
た
ち
（
二
四
）
来
日
宣
教
医
（
二
）
多
彩
な
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
の
医
師
群
像
フ
ォ
ー
ル
ス
、
ラ
’
一
ン
グ
、
コ
ル
バ
ン
、
ヘ
ー

ル
、
ホ
イ
ト
｝
－
－
」
長
門
谷
洋
治
『
臨
床
科
学
』
一
一
三
（
五
）
六
三
七
’

六
四
三

「
医
学
近
代
化
と
外
人
た
ち
（
二
五
）
ニ
ー
ル
、
。
コ
ー
ド
ン
、
マ
ン
ロ
ー

（
ｚ
亘
ｂ
ｏ
ａ
ｏ
ｐ
〕
昌
匡
日
。
）
」
桑
原
千
代
子
『
臨
床
科
学
』
’
’
三
（
六
）

七
八
六
’
七
九
○

「
医
学
近
代
化
と
外
人
た
ち
（
二
六
）
来
日
医
学
関
係
者
リ
ス
ト
（
一
）
、

（
二
）
」
宗
田
一
、
蒲
原
宏
、
長
門
谷
洋
治
、
石
田
純
郎
『
臨
床
科
学
』

二
三
（
七
）
九
一
九
’
九
二
三
、
二
三
（
八
）
一
○
四
五
’
一
○
五
○

「
錦
見
・
青
木
・
井
上
三
家
の
系
譜
と
交
流
」
井
上
慶
龍
『
慾
斎
研
究
会
だ

よ
り
』
（
三
七
）
二
’
四

伝
染
病
史
・
防
疫
史

「
中
世
の
流
行
病
『
三
日
病
』
に
つ
い
て
の
検
討
」
中
村
昭
『
日
本
医
史
学

雑
誌
』
三
三
（
三
）
三
○
八
’
三
一
六

「
感
染
症
病
原
論
の
歴
史
的
展
望
（
第
一
○
、
二
回
）
”
ｏ
胃
昇
展
・
号

の
日
本
へ
の
影
響
（
五
）
、
（
六
）
」
藤
野
恒
三
郎
『
微
生
物
』
三
（
一
）

八
三
’
九
五
、
三
（
二
）
一
二
二
’
一
二
九

「
感
染
症
病
原
論
の
歴
史
的
展
望
（
第
三
一
回
）
北
里
柴
三
郎
の
．
へ
ス
ト
菌

発
見
の
業
績
」
藤
野
恒
三
郎
『
微
生
物
』
三
（
三
）
三
一
二
’
三
二
八

「
感
染
症
病
原
論
の
歴
史
的
展
望
（
第
一
三
’
一
五
回
）
ウ
イ
ル
ス
初
認
知

の
こ
ろ
（
一
）
！
（
三
）
」
藤
野
恒
三
郎
『
微
生
物
』
三
（
四
）
四
三
一
’

四
三
七
、
三
（
五
）
五
三
七
’
五
四
三
、
三
（
六
）
六
四
六
’
六
四
九

「
明
治
十
年
代
の
コ
レ
ラ
流
行
と
そ
の
影
響
」
酒
井
シ
ヅ
『
歴
史
と
地
理
』

（
三
七
九
）
一
’
一
七

「
麻
酔
医
ス
ノ
ー
と
コ
レ
ラ
の
疫
学
」
三
浦
豊
彦
『
労
働
の
科
学
』
四
二

（
八
）
五
四
’
五
五

東
洋
医
学
史

「
中
国
の
消
毒
と
滅
菌
の
研
究
の
あ
ゆ
ぷ
」
李
之
桂
『
医
科
器
械
学
』
五
七

（
二
）
八
四
’
八
八

「
わ
が
国
に
お
け
る
東
洋
医
学
導
入
の
歴
史
（
そ
の
Ⅶ
）
江
戸
考
証
学
派
の

業
績
」
中
村
昭
『
神
奈
川
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
紀
要
』

（
一
三
）
七
一
’
七
六

「
東
洋
の
医
学
」
大
塚
恭
男
『
か
ら
だ
の
科
学
』
臨
増
（
東
洋
の
医
学
）

二
’
四

「
漢
方
史
景
新
生
児
沐
浴
と
漢
方
薬
」
蔵
方
宏
昌
『
漢
方
診
療
』
六
（
三
）

五
○
’
五
一

『
傷
寒
論
』
陽
明
三
急
下
証
第
一
証
に
つ
い
て
」
玉
置
英
成
『
漢
方
診
療
』

六
（
三
）
五
五
’
五
八

「
古
代
に
お
け
る
紫
草
に
関
す
る
考
察
」
野
口
穣
一
『
漢
方
診
療
』
六
（
己

六
五
’
六
七
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「
針
灸
古
典
入
門
（
一
七
）
馬
王
堆
出
土
「
脈
書
」
現
存
す
る
最
古
の
経
脈

書
」
丸
山
敏
秋
『
現
代
東
洋
医
学
』
八
（
一
）
八
七
’
九
一

「
中
国
伝
統
医
学
と
道
教
（
三
）
道
教
医
学
に
つ
い
て
」
吉
元
昭
治
『
東
洋

医
学
』
一
五
（
己
七
○
’
七
六

「
東
洋
医
学
史
の
再
検
討
中
国
伝
統
医
学
と
道
教
（
四
）
道
典
中
の
湯
液

療
法
に
つ
い
て
」
吉
元
昭
治
『
東
洋
医
学
』
一
五
（
三
）
三
七
’
四
四

「
中
国
伝
統
医
学
と
道
教
（
五
）
『
道
典
』
と
『
本
草
』
」
吉
元
昭
治
『
東

洋
医
学
』
’
五
（
四
）
一
○
○
’
一
○
三

「
図
・
表
を
用
い
た
中
医
学
に
よ
る
傷
寒
論
解
説
（
一
）
」
白
石
佳
正
『
東

洋
医
学
』
一
五
（
二
）
三
六
’
四
一

「
図
・
表
を
用
い
た
中
医
学
に
よ
る
傷
寒
論
解
説
（
二
）
（
第
一
篇
）
太
陽

病
（
続
と
白
石
佳
正
『
東
洋
医
学
』
一
五
（
三
）
五
六
’
六
一

「
図
・
表
を
用
い
た
中
医
学
に
よ
る
傷
寒
論
解
説
（
三
）
（
第
二
篇
）
陽
明

病
」
白
石
佳
正
『
東
洋
医
学
』
一
五
（
四
）
三
八
’
四
三

弓
傷
寒
論
』
成
立
の
背
景
」
吉
元
昭
治
『
東
洋
医
学
』
一
五
（
二
）
四
二
’

四
七

「
古
医
書
に
お
け
る
漢
方
の
使
い
方
（
恥
“
）
三
黄
潟
心
湯
（
そ
の
五
）
」

菊
谷
豊
彦
、
部
谷
川
弥
人
、
大
塚
恭
男
、
山
田
光
胤
『
日
本
医
師
会
雑
誌
』

九
七
（
一
）
カ
ラ
ー
図
説

「
古
医
書
に
お
け
る
漢
方
の
使
い
方
（
恥
“
、
“
）
黄
連
解
毒
湯
（
そ
の

ご
Ｉ
（
そ
の
三
）
」
長
谷
川
弥
人
、
大
塚
恭
男
、
山
田
光
胤
、
菊
谷
豊
彦

『
日
本
医
師
会
雑
誌
』
九
七
（
二
）
、
九
七
（
三
）
、
九
七
（
四
）
カ
ラ
ー

図
説

「
古
医
書
に
お
け
る
漢
方
の
使
い
方
（
恥
鮨
、
師
）
黄
連
湯
（
そ
の
一
）
、

（
そ
の
二
）
」
大
塚
恭
男
、
山
田
光
胤
、
菊
谷
豊
彦
、
長
谷
川
弥
人
『
日
本

医
師
会
雑
誌
』
九
七
（
五
）
、
九
七
（
六
）
カ
ー
フ
ー
図
説

「
古
医
書
に
お
け
る
漢
方
の
使
い
方
（
恥
師
、
昭
）
桂
枝
湯
（
そ
の
一
）
、

（
そ
の
二
）
」
山
田
光
胤
、
菊
谷
豊
彦
、
長
谷
川
弥
人
、
大
塚
恭
男
『
日
本

医
師
会
雑
誌
』
九
七
（
六
）
、
九
七
（
七
）
カ
ラ
ー
図
説

「
古
医
書
に
お
け
る
漢
方
の
使
い
方
（
血
鎚
、
的
）
桂
枝
加
筍
薬
湯
（
そ
の

一
）
、
（
そ
の
二
）
」
山
田
光
胤
、
菊
谷
豊
彦
、
長
谷
川
弥
人
、
大
塚
恭
男

『
日
本
医
師
会
雑
誌
』
九
七
（
七
）
、
九
七
（
八
）
カ
ラ
ー
図
説

「
古
医
書
に
お
け
る
漢
方
の
使
い
方
（
恥
的
、
苅
）
桂
枝
加
筍
薬
大
黄
湯

（
そ
の
一
）
、
（
そ
の
二
）
」
山
田
光
胤
、
菊
谷
豊
彦
、
長
谷
川
弥
人
、
大

塚
恭
男
『
日
本
医
師
会
雑
誌
』
九
七
（
八
）
、
九
七
（
九
）
カ
ラ
ー
図
説

「
古
医
書
に
お
け
る
漢
方
の
使
い
方
（
恥
、
、
刀
）
桂
枝
加
竜
骨
牡
蛎
湯

（
そ
の
こ
、
（
そ
の
二
）
」
菊
谷
豊
彦
、
長
谷
川
弥
人
、
大
塚
恭
男
、
山
田

光
胤
『
日
本
医
師
会
雑
誌
』
九
六
（
一
○
）
、
九
七
（
一
○
）
カ
ラ
ー
図
説

「
古
医
書
に
お
け
る
漢
方
の
使
い
方
（
恥
刀
、
池
）
桂
枝
加
尤
附
湯
（
そ
の

一
）
、
（
そ
の
二
）
」
長
谷
川
弥
人
、
大
塚
恭
男
、
山
田
光
胤
、
菊
谷
豊
彦

『
日
本
医
師
会
雑
誌
』
九
七
（
一
○
）
、
九
七
（
二
）
カ
ラ
ー
図
説

「
古
医
書
に
お
け
る
漢
方
の
使
い
方
（
恥
だ
、
私
）
当
帰
四
逆
加
呉
茱
萸
生

姜
湯
（
そ
の
一
）
、
（
そ
の
二
）
」
長
谷
川
弥
人
、
大
塚
恭
男
、
山
田
光
胤
、

菊
谷
豊
彦
「
日
本
医
師
会
雑
誌
』
九
七
（
一
二
）
、
九
八
（
一
）
カ
ー
フ
ー
図
説

「
古
医
書
に
お
け
る
漢
方
の
使
い
方
（
恥
沌
ｌ
布
）
小
建
中
湯
（
そ
の
一
）
ｌ

（
そ
の
三
）
」
長
谷
川
弥
人
、
大
塚
恭
男
、
山
田
光
胤
、
菊
谷
豊
彦
『
日

本
医
師
会
雑
誌
』
九
八
（
一
）
、
九
八
（
二
）
、
九
八
（
三
）
カ
ラ
ー
図
説

「
古
医
書
に
お
け
る
漢
方
の
使
い
方
（
恥
万
、
沌
）
当
帰
建
中
湯
（
そ
の
一
）
、
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（
そ
の
二
）
」
山
田
光
胤
、
菊
谷
豊
彦
、
長
谷
川
弥
人
、
大
塚
恭
男
『
日
本

医
師
会
雑
誌
』
九
八
（
四
）
カ
ラ
ー
図
説

「
古
医
書
に
お
け
る
漢
方
の
使
い
方
（
恥
だ
Ｉ
帥
）
大
建
中
湯
（
そ
の
ご
ｌ

（
そ
の
三
）
」
山
田
光
胤
、
菊
谷
豊
彦
、
長
谷
川
弥
人
、
大
塚
恭
男
『
日

本
医
師
会
雑
誌
』
九
八
（
五
）
、
九
八
（
六
）
、
九
八
（
七
）
カ
ラ
ー
図
説

「
古
医
書
に
お
け
る
漢
方
の
使
い
方
（
血
別
、
魂
）
苛
薬
甘
草
湯
（
そ
の
一
）
、

（
そ
の
二
）
」
長
谷
川
弥
人
、
大
塚
恭
男
、
山
田
光
胤
、
菊
谷
豊
彦
『
日
本

医
師
会
雑
誌
』
九
八
（
八
）
、
九
八
（
九
）
カ
ラ
ー
図
説

「
古
医
書
に
お
け
る
漢
方
の
使
い
方
（
恥
鼬
ｌ
弘
）
麻
黄
湯
（
そ
の
ご
ｌ

（
そ
の
三
）
」
長
谷
川
弥
人
、
大
塚
恭
男
、
山
田
光
胤
、
菊
谷
豊
彦
『
日
本

医
師
会
雑
誌
』
九
八
（
九
）
、
九
八
（
二
）
、
九
八
（
一
二
）
カ
ラ
ー
図
説

「
古
医
書
に
お
け
る
漢
方
の
使
い
方
（
恥
型
、
錦
）
麻
杏
甘
石
湯
（
そ
の
こ
、

（
そ
の
二
）
」
長
谷
川
弥
人
、
大
塚
恭
男
、
山
田
光
胤
、
菊
谷
豊
彦
『
日
本

医
師
会
雑
誌
』
九
八
（
一
二
）
、
九
八
（
一
三
）
カ
ラ
ー
図
説

「
馬
王
堆
出
土
『
陰
陽
脈
死
候
』
の
研
究
」
遠
藤
次
郎
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

三
三
（
一
）
二
○
’
二
二

「
中
国
医
学
と
道
教
Ⅶ
、
黄
庭
経
と
身
神
」
吉
元
昭
治
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

三
三
（
一
）
二
三
’
二
五

弓
保
嬰
三
方
』
に
つ
い
て
」
広
田
嘩
子
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
三
（
一
）

四
一
’
四
三

「
黄
会
友
の
「
神
仙
秘
法
」
に
つ
い
て
ｌ
高
嶺
徳
明
、
伊
佐
敷
道
与
の
秘
術

に
関
連
し
て
ｌ
」
松
木
明
知
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
三
（
一
）
四
三
’

四
五

ヨ
六
脈
』
『
気
街
』
『
玄
武
』
に
つ
い
て
」
遠
藤
次
郎
『
日
本
東
洋
医
学
雑

誌
』
三
七
（
四
）
三
三
八

「
三
戸
説
中
医
学
と
道
教
と
の
関
係
に
つ
い
て
」
吉
元
昭
治
『
日
本
東
洋

医
学
雑
誌
」
三
七
（
四
）
三
八
二

「
東
西
両
医
学
融
合
の
必
要
条
件
と
万
病
の
一
毒
」
河
野
裕
行
『
日
本
東
洋

医
学
雑
誌
』
三
七
（
四
）
三
八
二
’
三
八
三

「
東
洋
医
学
よ
り
み
た
食
物
（
第
四
報
）
」
安
保
純
郎
『
日
本
東
洋
医
学
雑

誌
』
三
七
（
四
）
三
八
三

皮
膚
科
史

「
土
肥
慶
蔵
『
日
本
皮
膚
病
徽
毒
図
譜
』
刊
行
の
意
義
」
長
門
谷
洋
治
『
日

本
医
史
学
雑
誌
』
三
三
（
一
）
一
○
七
’
一
○
九

「
ム
ラ
ー
ジ
ュ
」
長
門
谷
洋
治
『
日
本
医
事
新
報
』
（
三
二
七
二
）
九
九
’

一
○
○

病
院
史

「
上
田
市
医
師
会
附
属
医
学
史
料
館
報
（
一
八
二
）
Ｉ
（
一
八
五
）
柳
沢
病

院
の
記
録
（
一
）
Ｉ
（
四
）
」
柳
沢
文
秋
『
上
田
市
医
師
会
報
』
一
七
（
九
）

二
一
’
二
二
、
一
七
（
一
○
）
一
五
’
一
六
、
一
七
（
二
）
一
二
、

一
七
（
一
二
）
一
七

「
大
阪
市
立
桃
山
病
院
開
院
百
年
を
迎
え
て
」
青
木
隆
一
『
感
染
・
炎
症
・

免
疫
』
一
七
（
三
）
二
一
九
’
二
二
七

「
日
本
に
お
け
る
病
院
内
医
薬
分
業
の
始
ま
り
は
大
阪
府
立
病
院
か
ら
（
明

治
六
年
）
」
中
室
嘉
祐
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
三
（
一
）
八
八
’
九
○

「
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
植
民
地
博
覧
会
（
一
八
八
三
）
医
学
部
門
に
参
加
し
た

日
本
と
そ
の
展
示
品
の
日
本
四
一
病
院
見
取
図
に
つ
い
て
」
石
田
純
郎
、

Ｈ
・
ボ
イ
ヶ
ル
ス
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
三
（
一
）
九
五
’
九
七
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「
戦
中
戦
後
大
阪
桃
山
病
院
の
内
と
外
」
水
原
完
『
日
本
医
事
新
報
』

（
三
二
九
三
）
六
四
’
六
七

病
跡
学

「
カ
ル
テ
人
間
模
様
正
岡
子
規
（
そ
の
一
）
Ｉ
（
そ
の
四
）
」
立
川
昭
二

『
東
洋
薬
事
報
』
二
八
（
一
二
）
、
二
九
（
一
’
三
）
各
一
八
’
二
○

「
カ
ル
テ
人
間
模
様
中
江
兆
民
（
そ
の
一
）
Ｉ
（
そ
の
三
）
」
立
川
昭
二

『
東
洋
薬
事
報
』
一
一
八
（
九
’
二
）
各
一
八
’
二
○

「
カ
ル
テ
人
関
模
様
樋
口
一
葉
（
そ
の
一
）
Ｉ
（
そ
の
五
）
」
立
川
昭
二

『
東
洋
薬
事
報
』
二
八
（
四
’
八
）
各
一
八
’
二
○

「
良
寛
に
お
け
る
病
い
の
位
置
」
立
川
昭
二
『
北
里
大
学
教
養
部
紀
要
』

（
二
一
）
一
九
三
’
二
一
八

「
秋
成
に
お
け
る
病
い
の
位
置
」
立
川
昭
二
『
北
里
大
学
教
養
部
紀
要
』

（
二
二
）
二
五
’
一
四
二

「
多
聞
院
英
俊
の
病
跡
ｌ
梅
毒
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
中
村
昭
『
日
本
医
史
学

雑
誌
』
三
三
（
四
）
四
七
七
’
四
九
二

「
鈴
木
主
税
の
死
因
は
腸
チ
フ
ス
か
？
」
白
崎
昭
一
郎
『
日
本
医
事
新
報
』

（
三
二
九
一
）
六
四
’
六
五

病
理
学
史

「
Ｅ
・
ベ
ル
ッ
の
病
理
各
論
講
義
に
つ
い
て
」
安
井
広
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

三
三
（
一
）
九
三
’
九
五

「
通
俗
病
理
問
答
（
明
治
二
十
五
年
十
一
月
刊
）
の
内
容
」
吉
田
直
人
、

古
城
由
美
子
、
清
沢
美
智
子
、
谷
津
三
雄
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
を
誌
』

一
四
（
一
）
二
一
’
二
二

風
俗
史

「
道
具
が
語
る
生
活
史
楊
枝
（
よ
う
じ
）
」
小
泉
和
子
『
日
本
の
歴
史
』

（
週
刊
朝
日
百
科
）
八
二
（
六
一
○
）
一
六
一

「
病
気
に
効
く
石
造
物
（
三
）
成
田
市
の
歯
神
様
」
川
村
純
一
『
千
葉
医
師

会
雑
誌
』
三
九
（
五
）
三
八
四
’
三
八
六

「
西
欧
の
育
児
習
俗
ス
ワ
ド
リ
ン
グ
命
乏
且
農
晶
）
か
ら
の
教
訓
」
大
野

晏
且
「
東
京
学
芸
大
学
附
属
学
校
研
究
紀
要
』
第
一
四
集
九
九
’
二
六

「
「
三
伯
稲
荷
神
社
」
に
つ
い
て
」
森
納
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
三
（
一
）

五
四
’
五
五

「
日
本
の
祭
祀
（
ご
迎
春
の
祭
祀
」
宗
田
一
ｚ
２
①
冒
胃
日
脚
二
（
一
）

二
五
’
三
一

「
日
本
の
祭
祀
（
二
）
節
分
と
追
侭
」
宗
田
一
ｚ
２
①
冒
さ
『
ｇ
騨
二
（
二
）

二
七
’
三
三

「
日
本
の
祭
祀
（
三
）
雛
流
し
と
曲
水
宴
」
宗
田
一
ｚ
２
①
旨
さ
同
日
画
二

（
三
）
二
五
’
三
一

「
日
本
の
祭
祀
（
四
）
鎮
花
祭
」
宗
田
一
ｚ
の
匡
⑦
旨
さ
『
冒
圏
二
（
四
）

二
五
’
三
一

「
津
軽
農
家
に
お
け
る
農
耕
・
医
薬
信
仰
の
思
想
」
園
部
昌
良
『
北
陸
医
史
』

八
（
一
）
二
○

仏
教
医
学
史

「
イ
ン
ド
学
仏
教
学
論
集
」
中
田
直
道
『
高
崎
直
道
博
士
還
暦
記
念
論
集
』

一
八
三
’
一
九
九

「
仏
典
に
伝
え
ら
れ
る
医
術
を
構
成
す
る
四
部
門
」
中
田
直
道
『
鶴
見
大
学

紀
要
』
（
二
五
）
第
四
部
四
九
’
五
八

(128） 680



放
射
線
医
学
史

「
放
射
線
医
学
史
心
血
管
カ
テ
ー
テ
ル
術
を
推
進
し
た
人
々
」
玉
木
正
男

『
画
像
診
断
』
七
（
八
）
九
五
八
’
九
五
九

「
放
射
線
医
学
史
旨
房
同
ぐ
①
昌
○
昌
己
罰
且
巨
○
里
」
玉
木
正
男
『
画
像
診

断
』
七
（
一
○
）
一
二
○
二
’
一
二
○
三

本
草
学
・
博
物
学
史

「
『
明
月
記
』
に
承
え
る
苧
に
つ
い
て
」
杉
本
茂
春
『
警
潭
」
（
五
五
）
三
四

二
二
’
三
四
二
五

「
薬
物
学
か
ら
物
産
研
究
へ
」
矢
部
一
郎
『
日
本
の
歴
史
』
（
週
刊
朝
日
百

科
）
八
二
（
六
一
○
）
一
三
二
’
一
三
六

「
源
内
の
『
物
類
」
の
世
界
」
杉
本
つ
と
む
『
日
本
の
歴
史
』
（
週
刊
朝
日

百
科
）
八
二
（
六
一
○
）
一
三
八
’
一
四
二

弓
地
』
に
生
き
る
方
策
ｌ
中
国
の
本
草
学
ｌ
」
森
村
謙
一
『
日
本
の
歴
史
」

（
週
刊
朝
日
百
科
）
八
二
（
六
一
○
）
一
四
三

「
本
草
家
の
西
洋
植
物
学
へ
の
関
心
」
矢
部
一
郎
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

三
三
（
一
）
八
○
’
八
一

「
『
明
月
記
』
に
承
え
る
苧
に
つ
い
て
」
杉
本
茂
春
『
日
本
歯
科
医
史
学
会

左
誌
』
一
三
（
三
）
一
四
五
’
一
四
七

「
蜆
の
本
草
学
的
研
究
貝
類
和
漢
薬
の
生
薬
学
的
研
究
（
第
一
七
報
）
」

浜
田
善
利
、
難
波
恒
雄
『
薬
史
学
雑
誌
』
一
三
（
一
）
四
九
’
五
七

麻
酔
学
史

「
我
が
国
に
お
け
る
麻
酔
の
発
達
」
渡
部
美
種
『
秋
田
医
学
』
一
三
（
四
）

四
六
九
’
四
七
九

「
津
軽
に
お
け
る
最
初
の
全
身
麻
酔
ｌ
藩
医
三
上
道
隆
の
事
績
Ｉ
」
松
木
明

知
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
三
（
二
）
二
○
三
’
一
二
七

「
近
代
麻
酔
学
の
歴
史
的
基
盤
’
一
神
経
病
理
学
者
の
視
点
よ
り
ｌ
」
向
井

紀
二
『
麻
酔
』
’
’
’
六
（
一
○
）
一
四
九
○
’
一
四
九
七
、
’
’
一
六
（
一
二
）

二
○
四
七
’
二
○
四
八

門
人
録

「
坪
井
日
習
堂
塾
門
人
録
断
簡
」
蒲
原
宏
『
医
謹
』
（
七
二
）
五
’
八

薬
学
史

「
非
ス
テ
ロ
イ
ド
性
抗
炎
症
鎮
痛
剤
の
歴
史
」
五
十
嵐
三
都
男
『
大
分
温
泉

調
査
研
究
会
報
吉
』
一
四
（
一
二
）
八
四
一
’
八
四
二

「
〈
資
料
紹
介
〉
製
薬
売
弘
め
訴
訟
案
文
」
宗
田
一
、
末
中
哲
夫
『
啓
迪
』

（
五
）
二
○
’
二
三

「
名
古
屋
藩
に
お
け
る
薬
用
人
参
の
栽
培
に
つ
い
て
」
安
江
政
一
『
日
本
医

史
学
雑
誌
』
三
三
（
一
）
五
六
’
五
八

「
名
古
屋
藩
に
お
け
る
薬
用
人
参
の
栽
培
」
安
江
政
言
日
本
医
史
学
雑
誌
』

三
三
（
三
）
三
二
八
’
三
三
三

「
ル
ド
ル
フ
・
レ
ー
マ
ン
と
京
都
の
薬
学
事
始
」
三
好
卯
三
郎
『
薬
史
学
雑

誌
』
二
二
（
一
）
一
’
三

「
京
の
薬
と
生
活
」
浦
田
耕
作
『
薬
史
学
雑
誌
』
二
二
（
一
）
四
’
六

「
京
都
と
サ
ン
ト
ニ
ン
国
産
化
ｌ
市
野
瀬
潜
を
回
顧
し
て
ｌ
」
鈴
鹿
紀
『
薬

史
学
雑
誌
」
二
二
（
一
）
七
’
一
○

「
内
藤
記
念
く
す
り
博
物
館
収
蔵
資
料
に
見
る
京
と
薬
」
青
木
允
夫
『
薬
史

学
雑
誌
』
二
二
（
一
）
二

「
海
軍
薬
剤
官
の
変
遷
」
喜
谷
市
郎
右
衛
門
『
薬
史
学
雑
誌
』
二
二
（
一
）

一
六
’
二
一
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「
日
本
薬
局
方
に
見
ら
れ
た
酸
化
亜
鉛
（
亜
鉛
華
）
製
剤
の
変
遷
」
松
本
仁

人
、
山
田
光
男
『
薬
史
学
雑
誌
』
二
二
（
一
）
二
二
’
二
九

「
医
薬
品
包
装
の
変
遷
」
杉
原
正
泰
、
斎
藤
明
美
『
薬
史
学
雑
誌
』
二
二

（
二
）
五
九
’
六
五

「
肥
後
細
川
藩
の
茶
碗
山
の
御
薬
園
に
つ
い
て
」
浜
田
善
利
『
薬
史
学
雑
誌
』

二
二
（
二
）
六
六
’
七
一

「
日
本
薬
局
方
に
見
ら
れ
た
カ
ン
フ
ル
含
有
製
剤
の
変
遷
」
山
田
光
男
『
薬

史
学
雑
誌
』
二
二
（
二
）
七
二
’
七
六

「
『
大
黄
私
考
」
と
『
日
本
大
黄
考
』
に
つ
い
て
」
安
江
政
一
『
慾
斎
研
究

会
だ
よ
り
』
（
三
八
）
二
’
七

蘭
学
史

「
蘭
学
の
名
門
越
前
大
野
」
岩
治
勇
一
『
く
ず
り
ゅ
う
』
（
一
六
）
二
八

「
大
槻
玄
沢
『
蘭
腕
摘
芳
」
に
つ
い
て
」
宗
田
一
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

三
三
（
一
）
七
三
’
七
六

「
長
崎
浩
斎
著
『
蘭
学
解
潮
』
と
小
石
元
瑞
に
つ
い
て
」
津
田
進
三
『
日
本

医
史
学
雑
誌
』
三
三
（
己
七
七
’
七
九

「
長
崎
浩
斎
と
新
発
見
の
『
蘭
東
事
始
』
に
つ
い
て
」
津
田
進
三
『
日
本
医

史
学
雑
誌
』
三
三
（
二
）
二
三
七

「
蘭
学
史
よ
り
観
た
福
井
県
の
フ
ラ
ン
ス
医
学
に
つ
い
て
」
岩
治
勇
一
『
は

こ
ぶ
ね
』
（
福
井
医
科
大
学
附
属
図
書
館
報
）
三
（
三
）
三
’
二

「
大
野
藩
洋
学
館
旧
蔵
の
フ
ラ
ン
ス
系
蘭
害
に
つ
い
て
」
岩
治
勇
一
『
福
井

県
医
師
会
だ
よ
り
』
（
三
○
一
）
一
六
’
一
七

「
オ
ラ
ン
ダ
一
八
六
五
年
医
務
関
係
法
規
と
山
崎
文
庫
『
和
蘭
ｌ
医
務
条

令
・
製
薬
開
業
制
度
ｌ
』
」
（
そ
の
一
）
オ
ラ
ン
ダ
一
八
六
五
年
法
第
五
八

号
と
山
崎
文
庫
『
医
務
条
令
』
」
川
瀬
清
『
薬
史
学
雑
誌
』
｜
｜
｜
’
（
二
）

七
七
’
八
五

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
関
係
史

「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
学
理
念
の
成
立
歴
史
的
回
顧
」
砂
原
茂
一

『
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
』
一
五
（
四
）
二
三
七
’
二
四
二

「
障
害
児
教
育
の
歴
史
」
小
鴨
英
夫
『
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
』
一
五

（
四
）
二
五
一
’
二
五
六

「
職
業
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
歴
史
」
松
井
亮
輔
『
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
』
一
五
（
四
）
二
五
七
’
二
六
一

「
社
会
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
発
達
史
」
小
島
蓉
子
『
総
合
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
』
一
五
（
四
）
二
六
三
’
二
六
八

「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
学
小
史
」
明
石
謙
『
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
』
一
五
（
四
）
二
四
三
’
二
四
九

「
装
具
治
療
の
歴
史
脳
性
麻
痒
児
の
下
肢
装
具
を
中
心
に
」
坂
井
和
夫

『
日
本
義
肢
装
具
会
会
誌
」
三
（
特
別
）
一
五
’
二
二

「
フ
レ
ソ
ケ
ル
の
運
動
」
武
富
由
雄
『
理
学
療
法
』
四
（
二
）
九
四

「
日
本
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
療
の
あ
ゆ
み
」
服
部
一
郎
『
理
学
療
法

学
』
一
四
（
六
）
四
二
七
’
四
四
三

「
長
崎
の
理
学
療
法
史
」
中
西
啓
『
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
学
』
二
四

（
一
）
一
一
’
一
三

「
日
本
の
障
害
者
の
歴
史
ｌ
現
代
の
視
点
か
ら
ｌ
」
花
田
春
兆
『
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
研
究
』
（
五
四
）
二
’
八

そ
の
他

「
上
田
市
医
師
会
附
属
医
学
史
料
館
報
（
一
七
四
）
Ｉ
（
一
八
一
）
、
回
想
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記
（
一
西
）
Ｉ
（
一
三
）
、
千
葉
医
大
第
二
内
科
在
局
の
頃
（
二
○
ｌ

（
二
三
）
」
柳
沢
文
秋
『
上
田
市
医
師
会
報
』
』
一
七
（
一
）
一
六
’
一
八
、

一
七
（
二
）
二
五
’
二
七
、
一
七
（
三
）
一
七
、
一
七
（
四
）
一
四
’
一
五
、

一
七
（
五
）
一
五
、
一
七
（
六
）
一
四
’
一
五
、
一
七
（
七
）
一
五
、
一
七

（
八
）
一
三
’
一
四

「
尋
ハ
ッ
ヶ
ン
生
体
電
気
博
物
館
に
つ
い
て
」
作
田
学
『
科
学
医
学
資
料
研
究
」

（
一
五
七
）
四
’
七

「
癌
研
究
の
思
い
出
」
九
島
勝
司
『
癌
治
療
・
今
日
と
明
日
』
九
（
一
）

一
’
三

「
癌
研
究
の
思
い
出
」
井
口
潔
『
癌
治
療
・
今
日
と
明
日
』
九
（
二
）
－
１

「
癌
研
究
の
思
い
出
」
影
山
圭
三
『
癌
治
療
・
今
日
と
明
日
』
九
（
四
）

一
’
四

「
癌
研
究
の
思
い
出
」
三
浦
義
彰
『
癌
治
療
・
今
日
と
明
日
』
九
（
五
）

一
’
三

「
安
心
是
薬
更
無
方
医
療
と
教
育
の
あ
る
共
通
点
に
つ
い
て
」
原
俊
之

『
教
育
と
医
学
』
三
五
（
八
）
八
○
九
’
八
二

「
医
療
の
歴
史
（
二
）
『
現
代
医
学
概
論
』
よ
り
」
高
橋
晄
正
『
薬
の
ひ
ろ

ぱ
』
（
八
九
）
四
四
’
五
○

「
京
都
駆
徽
院
の
変
遷
に
つ
い
て
」
永
利
満
雄
『
啓
迪
』
（
五
）
一
四
’
一
九

「
創
造
的
研
究
と
仮
説
」
山
村
雄
一
『
実
験
医
学
』
五
（
三
）
二
三
七
’

二
四
八

「
表
紙
の
こ
と
ば
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
の
誕
生
」
酒
井
シ
ヅ
『
手

術
』
四
一
（
一
）
二
八

「
表
紙
の
こ
と
ば
マ
ン
ド
ゴ
ラ
」
酒
井
シ
ヅ
『
手
術
』
四
一
（
二
）
一
四
四

「
表
紙
の
こ
と
ば
潟
血
の
場
面
が
描
か
れ
た
壷
」
酒
井
シ
ヅ
『
手
術
』

四
一
（
三
）
三
○
九

「
表
紙
の
こ
と
ば
皮
層
病
を
治
す
キ
リ
ス
ト
」
酒
井
シ
ヅ
『
手
術
』
四
一

（
四
）
四
二
五

「
表
紙
の
こ
と
ば
エ
ジ
。
フ
ト
の
外
科
道
具
」
酒
井
シ
ゞ
シ
『
手
術
』
四
一

（
五
）
五
八
○

「
表
紙
の
こ
と
ば
閃
○
］
鱒
且
○
の
外
科
書
」
酒
井
シ
・
シ
『
手
術
」
四
一
（
七
）

一
○
○
七

「
表
紙
の
こ
と
ば
医
者
（
国
〕
蕩
昌
卸
昌
）
と
外
科
医
（
唾
昌
頤
８
目
）
」
酒
井
シ

ヅ
『
手
術
』
四
一
（
八
）
二
六
八

「
表
紙
の
こ
と
ば
フ
ラ
ン
ス
の
外
科
医
会
」
酒
井
シ
ヅ
『
手
術
』
四
一

（
九
）
一
三
四
五

「
表
紙
の
こ
と
ば
帝
王
切
開
」
酒
井
シ
ヅ
『
手
術
』
四
一
（
一
○
）
一
四

三
七

「
表
紙
の
こ
と
ば
潟
血
」
酒
井
シ
ヅ
『
手
術
』
四
一
（
二
）
一
七
一
○

「
表
紙
の
こ
と
ば
償
え
ぬ
喪
失
」
酒
井
シ
ヅ
『
手
術
』
四
一
（
二
一
）
一

八
七
五

「
表
紙
の
こ
と
ば
留
昌
ロ
。
｝
］
３
冒
呼
Ｎ
Ｎ
』
（
一
八
四
六
’
一
九
一
八
）
」
酒

井
シ
ヅ
『
手
術
」
四
一
（
一
三
）
二
○
○
七

「
ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト
紀
行
中
世
、
・
一
尼
僧
の
医
学
を
め
ぐ
っ
て
」
真
壁
伍
郎

『
綜
合
看
護
』
’
三
（
（
一
）
七
’
二
七

「
救
急
業
務
の
回
顧
」
岡
村
正
明
『
日
救
急
医
会
関
東
誌
』
八
（
一
）
二
九
’

一
一
一
一
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「
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
木
と
体
験
学
習
」
寺
畑
喜
朔
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』

三
三
（
一
）
五
八
’
六
○

「
「
医
師
」
は
資
格
名
か
職
業
名
か
？
」
石
田
純
郎
『
日
本
医
事
新
報
』

（
三
二
七
二
）
一
二
三

「
ラ
イ
ン
河
の
ほ
と
り
で
」
石
田
純
郎
『
日
本
医
事
新
報
』
（
三
二
七
九
）

一
ハ
ー
ー
り
く
一
ハ
ー
ニ

「
長
崎
に
て
ｌ
シ
ー
ボ
ル
ト
と
ジ
ュ
ネ
ー
、
〈
と
」
石
田
純
郎
『
日
本
医
事
新

報
』
（
三
二
九
二
）
七
○
ｌ

「
医
療
博
物
館
へ
の
招
待
（
三
一
）
函
館
市
立
函
館
博
物
館
五
稜
郭
分
館
」

『
日
本
医
事
新
報
』
（
三
三
一
○
）
六
七

「
医
古
文
の
読
ゑ
方
」
石
田
秀
実
『
中
医
臨
床
』
八
（
二
）
一
九
八
’

二
○
○
、
八
（
三
）
三
一
○
’
三
一
三

「
歴
史
巷
談
尾
張
古
武
士
の
後
商
た
ち
」
中
西
淳
朗
『
保
団
連
』

（
二
五
五
）
七
四
’
七
六

「
医
学
史
に
登
場
す
る
動
物
（
七
）
ウ
ィ
リ
ァ
ム
・
ハ
ー
ヴ
ィ
（
そ
の
二
）
」

酒
井
シ
ヅ
『
ラ
ボ
ー
フ
ト
リ
ー
ア
ニ
マ
ル
』
四
（
一
）
五
九

「
医
学
史
に
登
場
す
る
動
物
（
八
）
リ
ン
パ
系
の
発
見
に
導
い
た
犬
」
酒
井

シ
ヅ
『
ラ
ポ
ラ
ト
リ
ー
ア
｜
ニ
ル
』
四
（
三
）
六
○

「
医
学
史
に
登
場
す
る
動
物
（
九
）
カ
エ
ル
と
血
液
循
環
」
酒
井
シ
ヅ
『
ラ

ボ
ラ
ト
リ
ー
ア
ニ
マ
ル
』
四
（
五
）
五
二

日
Ｑ
乏
脚
ａ
］
２
国
①
雨
の
歴
史
的
名
著
を
読
ん
で
」
倉
恒
匡
徳
『
臨
床
と
研

究
』
六
四
（
七
）
青
。
ヘ
ー
ジ

「
労
働
科
学
研
究
所
所
蔵
の
フ
ェ
ル
ヴ
ォ
ル
ン
文
庫
に
つ
い
て
序
説
」
小

沼
十
寸
穂
『
労
働
科
学
』
六
三
（
八
）
四
二
’
四
一
三

中
国
語
文
献

「
圦
《
中
年
医
史
奈
志
》
着
我
国
的
医
史
研
究
」
陪
肇
基
『
中
華
筈
史
雑

誌
』
一
七
（
一
）
一
’
七

「
明
代
軍
医
姐
規
的
特
点
」
斐
鈍
『
中
華
醤
史
雑
誌
』
一
七
（
一
）
八
’
一
○

「
明
清
吋
期
徽
州
商
止
的
繁
茱
和
新
安
医
学
的
堀
起
」
対
吋
覚
『
中
華
雷
史

雑
誌
」
一
七
（
一
）
二
１
一
三

「
許
叔
微
的
生
平
和
著
作
」
除
克
正
『
中
華
筈
史
雑
誌
』
一
七
（
一
）

一
四
’
一
七

「
唐
宗
海
生
卒
新
考
」
除
先
賦
『
中
華
筈
史
雑
誌
』
一
七
（
一
）
一
八
’
二
○

「
晩
清
名
医
柳
宝
治
及
其
学
木
成
就
」
黄
埋
『
中
華
書
史
雑
誌
』
一
七
（
一
）

一
二
’
二
三

「
王
清
任
学
有
淵
源
」
対
美
文
『
中
華
書
史
雑
誌
』
一
七
（
一
）
一
西
’
二
五

「
猛
山
雷
年
譜
萱
生
平
考
旺
」
叶
晁
純
『
中
華
瞥
史
雑
誌
』
一
七
（
一
）

一
一
一
ハ
ｊ
く
一
二
一

「
李
中
立
及
其
《
本
草
原
始
》
的
考
察
」
郊
金
生
『
中
華
雷
史
雑
誌
』
一
七

（
一
）
三
二
’
三
四

「
《
海
蒟
本
草
》
的
考
察
」
尚
志
釣
『
中
華
書
史
雑
誌
」
一
七
（
一
）
三
五
，
‐

三
七

「
黄
元
御
著
作
之
聚
散
及
版
本
」
郭
君
双
『
中
華
雷
史
雑
誌
』
一
七
（
一
）

三
八
’
四
一

「
《
本
草
羽
目
》
医
学
学
未
思
想
」
除
如
泉
『
中
華
書
史
雑
誌
』
一
七
（
二

四
二
’
四
五

「
《
五
十
二
病
方
》
中
的
几
科
内
容
小
析
」
除
迭
理
『
中
華
薔
史
雑
誌
』

一
七
（
一
）
四
六
’
四
七
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「
高
武
《
針
灸
沽
要
》
和
《
針
灸
聚
英
》
的
版
本
問
題
」
昊
典
、
李
鼎
『
中

華
瞥
史
雑
誌
』
一
七
（
一
）
四
八
’
五
○

「
敦
煙
医
学
文
献
沌
著
目
乗
」
王
逃
玉
「
中
華
豐
史
雑
誌
』
一
七
（
一
）

五
一
’
五
三

「
《
汲
漠
拉
比
法
典
》
及
其
所
泥
医
蒟
史
事
」
那
杯
林
「
中
華
薔
史
雑
誌
』

一
七
（
一
）
五
四
’
五
六

「
減
陀
日
本
古
方
派
形
成
」
願
旭
平
、
河
雪
帆
『
中
華
髻
史
雑
誌
』
一
七

（
一
）
五
七
’
五
九

「
迂
代
契
丹
族
医
学
史
事
筒
述
」
子
永
敏
『
中
華
薔
史
雑
誌
』
一
七
（
一
）

六
○
’
六
三

「
国
除
医
史
劫
志
中
国
医
学
史
的
研
究
在
朕
邦
徳
国
」
文
材
徳
『
中
華
瞥
史

雑
誌
』
一
七
（
一
）
六
四

「
《
回
回
蒟
方
》
考
略
」
高
暁
山
『
中
華
筈
史
雑
誌
』
一
七
（
二
）
六
五
’

六
七

「
〃
《
本
草
軽
》
供
文
伽
取
舎
当
双
」
梁
茂
新
『
中
華
瞥
史
雑
誌
』
一
七
（
二
）

六
八
’
七
○

「
《
小
品
方
》
残
巻
簡
介
」
任
旭
『
中
華
書
史
雑
誌
』
一
七
（
二
）
七
一
’

七
三

「
除
延
之
与
《
小
品
方
》
研
究
的
新
遊
展
」
塵
育
群
『
中
華
書
史
雑
誌
』

一
七
（
二
）
七
四
’
七
五

「
隼
陀
〃
麻
沸
散
″
古
瑛
〃
麻
溥
散
〃
考
」
宋
子
然
『
中
華
髻
史
雑
誌
』

一
七
（
二
）
七
六
’
七
八

「
天
人
共
系
陀
与
《
黄
帝
内
竪
》
」
京
高
『
中
華
嘗
史
雑
誌
一
七
（
二
）

七
九
’
八
三

「
医
史
研
究
方
法
当
改
」
林
功
祷
『
中
華
書
史
雑
誌
』
一
七
（
二
）
八
四
’

八
七

「
叶
天
士
故
居
初
考
」
王
仁
宇
、
銭
勤
学
、
藍
孝
芳
「
中
華
書
史
雑
誌
』

一
七
（
二
）
八
八
’
九
○

「
我
国
古
代
眼
科
預
防
思
想
史
」
定
崇
誘
、
周
雄
梧
『
中
華
瞥
史
雑
誌
』

一
七
（
二
）
九
一
’
九
四

「
武
之
望
生
平
与
史
迩
調
査
」
姜
亜
洲
『
中
華
嘗
史
雑
誌
』
一
七
（
二
）

九
五
’
九
八

「
四
川
国
医
学
院
史
」
孔
祥
序
『
中
華
雷
史
雑
誌
』
一
七
（
二
）
九
九
’

一
○
二

「
抗
日
賊
争
吋
期
貴
州
省
医
蒟
工
生
概
況
」
夛
克
聡
『
中
華
薔
史
雑
誌
』

一
七
（
二
）
一
○
三
’
一
○
六

「
本
世
妃
二
○
’
四
○
年
代
国
人
対
中
蒟
的
研
究
」
除
新
謙
『
中
華
髻
史
雑

誌
』
一
七
（
二
）
一
○
七
’
二
三

「
対
《
子
午
流
注
学
悦
的
笈
端
匂
形
成
》
一
文
的
商
権
」
李
壼
「
中
華
書
史

雑
誌
』
一
七
（
二
）
二
四
’
二
五

「
国
外
古
代
鈩
理
史
」
虞
孝
国
、
程
之
萢
『
中
華
薔
史
雑
誌
』
一
七
三
）

二
六
’
一
二
二

「
現
代
姐
娯
学
的
冥
基
者
ｌ
記
念
普
金
叶
誕
辰
二
○
○
周
年
」
苅
暁
村
『
中

華
書
史
雑
誌
』
一
七
（
二
）
一
二
三
’
三
一
五

「
藏
医
藏
蒟
学
的
形
成
与
笈
展
筒
述
」
彊
巴
赤
烈
『
中
華
書
史
雑
誌
』
一
七

（
二
）
一
二
六
’
一
二
八

「
回
願
五
○
年
来
我
国
的
世
界
医
学
史
」
程
之
萢
『
中
華
書
史
雑
誌
』
一
七

（
三
）
一
三
一
’
一
三
三
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「
笈
励
仇
良
佶
銃
井
拓
医
史
研
究
領
域
」
李
姪
第
『
中
華
瞥
史
雑
誌
』
一
七

（
三
）
一
三
四
’
一
三
六

「
一
十
値
得
井
拓
的
医
史
研
究
顎
域
ｌ
宗
西
方
比
較
医
学
史
研
究
」
島
堪
温

「
中
華
雷
史
雑
誌
』
一
七
（
三
）
一
三
七
’
一
三
八

「
少
数
民
族
医
学
史
」
察
景
峰
『
中
華
醤
史
雑
誌
』
一
七
（
三
）
一
三
九
’

一
四
一

「
妃
念
我
国
首
届
医
史
高
級
肺
盗
遊
修
班
三
○
周
年
」
似
元
翼
『
中
華
豐
史

雑
誌
』
一
七
（
三
）
一
四
二
’
一
四
四

「
医
史
園
地
悉
心
耕
転
五
○
年
ｌ
著
名
医
史
学
家
正
王
民
」
傅
推
康
『
中
華

害
史
雑
誌
』
一
七
（
三
）
一
四
五
’
一
四
八

「
肌
《
傅
育
主
女
科
》
看
中
医
掴
科
唯
床
思
推
笈
展
的
几
十
特
点
」
荘
思
真
、

践
文
『
中
華
警
史
雑
誌
』
一
七
（
三
）
一
四
九
’
一
五
三

「
儒
学
与
中
国
医
学
的
没
展
」
那
良
、
磯
志
斌
『
中
華
瞥
史
雑
誌
』
一
七

（
三
）
一
五
四
’
一
五
九

「
箔
肱
珍
法
考
」
斬
士
英
『
中
華
薔
史
雑
誌
』
一
七
（
三
）
一
六
○
’
一
六
三

「
火
葬
是
中
隼
民
族
自
古
就
有
的
廻
生
弓
俗
」
刊
溥
泉
、
宋
大
仁
、
黄
暉
、

張
立
『
中
華
薔
史
雑
誌
』
一
七
（
三
）
一
六
四
’
一
六
七

「
映
日
〒
辺
区
的
保
健
蒟
社
和
工
生
合
作
社
」
糞
鈍
、
梁
烈
庭
『
中
華
書
史

雑
誌
』
一
七
（
三
）
一
六
八
’
一
七
二

「
国
民
党
政
府
及
台
湾
当
局
的
中
医
考
試
」
超
正
山
『
中
華
筈
史
雑
誌
』

一
七
（
三
）
一
七
三
’
一
七
五

「
台
湾
医
蒟
型
生
（
一
九
四
五
年
前
）
」
肖
林
椿
、
物
瑞
英
『
中
華
雷
史
雑

誌
』
一
七
（
三
）
一
七
六
’
一
七
九

「
欧
州
中
世
妃
的
炉
理
」
虞
孝
国
、
程
之
萢
『
中
華
害
史
雑
誌
』
一
七
（
三
）

一
八
○
’
一
八
二

「
四
川
徳
昌
金
沙
傑
傑
族
医
学
的
初
歩
考
察
」
郭
成
圷
『
中
華
書
史
雑
誌
』

一
七
（
三
）
一
八
三
’
一
八
六

「
沈
括
和
李
吋
珍
対
〃
秋
石
〃
的
理
陀
闘
稗
」
孟
乃
昌
『
中
華
薔
史
雑
誌
』

一
七
（
三
）
一
八
七

「
解
放
前
山
西
的
中
医
事
止
」
葵
玉
埼
、
平
兆
愈
、
宋
志
葎
『
中
華
瞥
史
雑

誌
』
一
七
（
四
）
一
九
三
’
一
九
五

「
王
清
任
是
否
中
西
医
忙
通
派
」
何
愛
隼
『
中
華
嘗
史
雑
誌
』
一
七
（
四
）

一
九
六
’
一
九
八

「
近
代
中
国
最
早
的
計
灸
期
刊
《
針
灸
奈
志
》
」
談
遂
康
、
江
一
平
『
中
華

書
史
雑
誌
』
一
七
（
四
）
一
九
九
’
二
○
一

「
対
〃
我
国
断
肢
再
植
突
聡
研
究
成
功
的
意
又
″
１
文
履
疑
」
屠
井
元
、
超

定
麟
『
中
華
瞥
史
雑
誌
』
一
七
（
四
）
二
○
二
’
二
○
三

「
《
周
礼
》
所
載
医
官
与
医
学
的
吋
代
特
征
」
徐
西
雁
、
郭
政
凱
『
中
華
髻

史
雑
誌
』
一
七
（
四
）
二
○
四
’
二
○
六

「
中
医
医
案
笈
展
筒
史
」
高
春
媛
『
中
華
薔
史
雑
誌
」
一
七
（
四
）
二
○
七
’

一
一
一
一

「
内
分
泌
学
宏
展
史
略
」
徐
雄
廉
『
中
華
醤
史
雑
誌
』
一
七
（
四
）
二
一
二
’

一
一
一
一
ハ

「
闘
尾
炎
的
厨
史
」
昊
亭
『
中
華
書
史
雑
誌
』
一
七
（
四
）
一
二
七
’
二
二
○

「
藏
医
蒟
的
宏
展
概
況
」
誰
票
乾
、
張
輝
埴
『
中
華
瞥
史
雑
誌
』
一
七
（
四
）

二
二
一
’
二
二
四

「
対
烟
草
侍
入
及
菟
用
房
史
的
考
旺
」
那
近
大
『
中
華
醤
史
雑
誌
』
一
七
（
四
）

二
二
五
’
二
二
八
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「 達 気 七 篇 考 辨 」 王 桝 芥 『 中 華 書 史 雑 誌 』 一 七 （ 四 ） 一 三 九 ’

一 一 一 一 一 一 一 一

「 《 多 蒟 集 成 方 》 及 其 引 括 考 」 崔 秀 沢 『 中 華 書 史 雑 誌 」 一 七 （ 四 ）

二 三 四 ’ 二 四 ○

「 《 昊 普 本 草 》 成 朽 年 代 的 考 察 」 尚 志 釣 『 中 華 瞥 史 雑 誌 』 一 七 （ 四 ）

二 四 一

「 《 足 臂 十 一 豚 灸 差 》 浅 探 」 除 国 渭 『 中 華 雷 史 雑 誌 』 一 七 （ 四 ）

二 四 二 １ く 二 四 七

欧 文 文 献

嗣 園 Ｆ 国 詞 廼 ］ ○ ず 昌 巨 ・ 函 、 、 閏 ｝ ２ 国 ⑥ ぐ 閂 秒 ロ Ｑ ○ ○ 旨 印 冒 ① 目 ① 昌 呼 目 写 の

固 号 自 己 冒 昌 ロ 号 呉 ① ○ ぐ ９ 房 ○ 一 旦 ざ 邑 国 ○ 晩 亘 同 ｝ の ． 国 ｄ Ｆ Ｆ 国 扇 目 ．

シ 自 国 己 ． 望 ｐ Ｙ 早 く 陰

弓 国 胃 固 Ｆ 冒 診 ｚ 〕 い 脚 ｇ こ こ 国 岬 昌 画 Ｑ 旨 の 協 い 国 旦 冒 ① 島 。 冒 興 弓 吋 ① 自 身 旨

少 目 ⑦ 『 旨 脚 昌 冒 ① ａ ｏ 匙 目 胃 国 胃 巨 骨 い ざ 司 冒 閣 員 ｑ ） 届 ９ １ く 扇 ８ ．

園 ご Ｆ Ｆ ・ 国 届 弓 ． 巨 国 己 ． 望 含 Ｙ 鵠 １ ｔ 急

○ 国 国 詞 国 国 伊 冨 シ ｚ ） 聾 命 ぐ の 昌 国 酔 目 胃 己 崗 頤 国 ○ 畠 。 ｐ 局 ８ 日 旨 シ 回 国 の 昌

冒 ① ｇ ｏ 己 弓 胃 ｏ ご 酌 ご 旦 卑 胃 胃 ⑦ ． 国 ｐ Ｆ Ｆ 西 扇 目 ． 冒 国 己 ． 空 （ ご 距

心 「 １ く ① Ｃ

○ ○ ○ 尻 ） 国 画 ８ 丘 ］ ・ 叩 弓 胃 牙 ｇ ① ご ｇ ｏ 胃 日 旨 巴 弔 昏 湧 昌 秒 ロ 恥 ） 号 ⑦

ｚ ① 名 弔 巨 さ の 呂 彦 語 昌 己 岳 の 屈 め ぬ ８ 愚 弄 ざ 百 ○ ○ 巨 凰 ． 国 己 Ｆ Ｆ 国 届 弓 ．

シ 自 画 ロ ． 虫 色 盲 臼 ｊ Ｉ 司

冨 ｏ 国 両 国 ロ 掴 己 四 ぐ 匡 叩 弓 ｝ 〕 ① 国 ① 巨 曼 弔 匡 も 湧 冒 唖 昏 員 ⑦ ） 岳 ９ １ く 昌 麗 算

国 ○ 目 の 国 旨 、 弓 巨 胃 月 巳 ○ 爵 乏 ○ 房 昌 号 四 口 ご 再 富 国 昌 旨 Ｃ 昌 君

国 己 Ｆ Ｆ ・ 国 易 目 ． 冒 国 己 ． 空 合 背 尉 ｊ Ｉ 雪

国 詞 ○ 三 ｚ ） 国 ］ ８ 回 ○ 吋 ① 胃 ・ 叩 こ ぃ 目 ⑦ 局 開 胃 巨 菩 ① 詞 ○ 鼻 ⑦ 壁 庁 村

田 Ｑ 巨 冒 ｇ 昌 旨 昌 望 め い 目 で 己 ○ 風 島 田 同 口 園 シ 庁 Ｘ 脚 目 凸 角 》 い 宅 暑 ら ず ○ 切 ○ 日 脚 言 。

” ① 、 ８ 吋 号 ． 国 己 Ｆ Ｆ ， 国 昂 目 ． 巨 国 己 ． 雲 信 旨 勗 ？ 山 馬

⑦ シ 閃 ○ 胃 シ － 国 シ Ｆ Ｆ 固 い 弓 田 ” 》 旨 号 叩 昌 ａ 月 旦 呼 討 ｐ ８ 旨 弓 三 目 ⑥ ① 員 ｝ 〕

○ の 昌 冒 ご ○ 農 巳 ① 北 田 ８ 豆 の 目 印 自 己 印 ○ 名 ① 。 厨 ． 国 ｐ Ｆ Ｆ 困 届 目 ．

夛 角 圃 己 ． 虫 信 ） ” 届 甲 く ｇ い

弓 己 ○ 国 冨 少 ｚ 〕 シ 司 一 ③ ⑦ 冒 国 × 胃 島 国 ① 貝 匙 弔 う 語 ざ さ ぬ 諒 昌 ⑦ ｇ ｏ 匙 詞 ① さ 吋 冒 ）

回 国 Ｑ 号 の 弔 ○ 冒 厨 具 固 旦 匡 ｏ 具 ざ ロ 自 書 ① 己 昌 ぐ ① 鼠 ご 呉 畠 の 己 里 ‐

宮 司 昭 シ Ｏ 脚 駕 驚 巨 包 く ． 国 ｐ Ｆ Ｆ 国 扇 目 ． 冒 固 己 ． 空 合 ） ” 呂 甲 く 陰 、

Ｆ 胃 国 国 因 ｚ 少 。 》 ］ ○ 口 昌 冨 昌 冒 ・ 岬 弔 巨 ず 胃 畠 ① 脚 三 戸 曲 目 ｑ 号 の 卑 ○ 旦 匡 ９ ５ 昌

画 ロ ｇ 己 堕 ① 具 ロ ゼ 胃 胃 司 賦 シ ロ 昏 ○ × 旨 旨 弔 匡 置 号 毎 冨 約 ． “ 国 ご Ｆ Ｆ

国 扇 弓 ． シ 自 国 己 ． 望 念 烹 匿 ？ く 鴎 の

弓 畠 こ め 、 国 ｚ 》 ］ 胃 ・ 恥 ｚ ｏ 厨 ｍ 四 国 Ｑ ○ ○ 日 目 ⑦ 目 冨 ） 目 菖 旨 切 農 巨 ○ 易 言 風 一

少 守 ９ 日 函 豈 岳 頒 巨 晨 》 ぬ 目 置 ① ○ 曼 昌 弓 の ① ① ご 命 国 ご ○ ご 具 目 芝 旨 い ” ロ 旦

旨 己 冨 さ 、 ｏ 己 巨 ｏ 己 ○ ○ 貝 ③ 曽 ・ 国 ご Ｆ Ｆ 国 扇 目 冒 固 己 ． 望 命 ） “ 鵠 『

１ く い 吟 の

Ｆ シ ミ ” 国 ｚ ○ 国 ○ 胃 宮 名 胃 司 の 吋 且 巨 翼 ① 国 旦 巨 ○ 昌 旨 自 首 ｇ の 国 冒 ○ ご

負 目 ＆ 甘 言 Ｒ ○ 円 の 胃 園 昌 湧 旨 ． 国 ご Ｆ Ｆ 国 易 目 ． 巨 国 ロ ． 望 （ 巴 過 ミ ー く

い 、 い

○ ○ Ｆ 国 昌 シ ｚ 》 乏 菖 試 日 ” 〆 ○ 号 》 い ○ ○ 日 日 切 国 騨 ｏ 筐 巨 段 目 胃 国 再 驚 唱 ① 胃 ．

国 ｐ Ｆ Ｆ ， 国 扇 弓 ． 昌 国 。 ． 空 包 Ｙ 圏 ？ ＆ 怠

巨 ｏ 弓 少 く 扇 国 ． ］ 回 国 ” ． ” 乏 冨 房 旨 騨 ｚ 脚 昌 ⑦ ロ シ ゼ 冨 昌 騨 冒 匡 昏 ①

シ 日 国 甘 脚 冒 冨 且 旨 巳 シ 路 ｏ ｇ ｇ さ 旨 ． 弱 ご Ｆ Ｆ ↑ 国 扇 目 ． 冒 国 ｐ 望 ａ Ｙ

⑭ 心 ⑭ １ く い ① ③

(
1
3
5
）
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